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Ⅰ 病害虫防除所の機構と業務

１ 名称及び所在地

長崎県農林技術開発センター 環境研究部門 病害虫発生予察室

（長崎県病害虫防除所）

〒８５４－００６２ 長崎県諫早市小船越町３１７０

２ 業務

業      務

１．病害虫の発生予察に関すること

２．防除の企画及び指導に関すること

３．農薬の安全使用に関すること

４．病害虫の診断に関すること

５．植物の検疫に関すること

３ 機構

部門長（所長）   室 長

４ 職員 （令和４年４月～５年３月）

部門長   草場雅彦

室 長   中村吉秀

専門幹    大山知泰

専門幹   江藤博之

係長(副参事) 陣野桂子

係 長   大津礼子

係 長   副島康義

係 長   永尾亜珠沙

主任技師   福吉賢三

会計年度任用職員（現業） 中島正敏

普通作物 ２名

野菜・花き ２名

果樹・茶   ２名

防除企画 １名

圃場担当 １名（会計年度任用職員）



農作物名 病害虫名 発生時期 発生量 発生経過の概要 発生要因の解析 防除の概要

葉いもち 平年：並
前年：並

平年：並
前年：並

・７月２半旬から発生を認め、一
部多発圃場がみられたが、平年
並の発生で推移した。

・プロベナゾール剤、ジクロベンチアゾクス
剤等の箱施用による防除

穂いもち 平年：遅
前年：やや遅

平年：並
前年：並

・８月２半旬から発生を認め、一
部多発圃場がみられたが、平年
並の発生で推移した。

・出穂期頃のフェリムゾン・フサライド剤、ア
ゾキシストロビン剤等による本田防除

縞葉枯病 平年：－
前年：－

平年：－
前年：－

発生を認めなかった。 ・ヒメトビウンカのＲＳＶ保毒
率が低かった
（RSV保毒虫率：0.2％　※平
年0.5%）。

・ベンフラカルブ剤、オキサゾスルフィル剤
等の箱施用による防除
・エトフェンプロックス剤、シラフルオフェン
剤、ジノテフラン剤等による本田防除

ヒメトビウンカ 平年：並
前年：並

平年：並
前年：並

・５月５半旬から発生を認め、平
年並に推移した。

・ベンフラカルブ剤、オキサゾスルフィル剤
等の箱施用による防除
・エトフェンプロックス剤、シラフルオフェン
剤、ジノテフラン剤等による本田防除

萎縮病 平年：－
前年：－

平年：－
前年：－

・発生を認めなかった。 ・ベンフラカルブ剤、オキサゾスルフィル剤
等の箱施用による防除
・エトフェンプロックス剤、シラフルオフェン
剤、ジノテフラン剤等による本田防除

ツマグロヨコバイ 平年：並
前年：並

平年：並
前年：並

・本田では５月６半旬から発生を
認め、平年並の発生で推移した。

・ベンフラカルブ剤、オキサゾスルフィル剤
等の箱施用による防除
・エトフェンプロックス剤、シラフルオフェン
剤、ジノテフラン剤等による本田防除

紋枯病 平年：やや遅
前年：やや遅

平年：並
前年：やや少

・７月２半旬から発生を認め、平
年並の発生で推移した。

・バリダマイシン剤、フルトラニル剤、メプロ
ニル剤、アゾキシストロビン剤等による本
田防除

セジロウンカ 平年：並
前年：早

平年：並
前年：やや少

・６月５日に予察灯（諫早市、佐世
保市）で初確認した。その後、６
月５半旬、７月４半旬に飛来がみ
られた。飛来量、飛来回数は、平
年よりやや少なかった。
・本田では６月２半旬から発生を
認め、平年並の発生で推移した。

・エトフェンプロックス剤、シラフルオフェン
剤、ジノテフラン剤等による本田防除

トビイロウンカ 平年：並
前年：早

平年：やや少
前年：やや多

･６月17日に予察灯（諫早市）で
初誘殺を確認（平年並）。その
後、６月5半旬、７月４半旬に飛来
がみられた。
・６月5半旬に圃場での発生を確
認。平年並の発生で推移した。

・エトフェンプロックス剤、シラフルオフェン
剤、ジノテフラン剤等による本田防除

コブノメイガ 平年：早
前年：早

平年：やや少
前年：やや少

・６月５日にフェロモントラップ（諫
早市）で初誘殺を確認。主な飛来
は６月２半旬、7月4半旬で飛来量
は平年よりやや少なかった。
 ・本田では、6月2半旬から成虫
の発生を確認したが、発生圃場
率、食害株率ともに平年よりやや
少ない発生で推移した。

・オキサゾスルフィル剤等の箱施用による
防除

イネクロカメムシ 平年：並
前年：早

平年：やや少
前年：並

・６月２半旬から発生を認め、平
年よりやや少ない発生で推移し
た。

・エトフェンプロックス剤等による防除

イネミズゾウムシ 平年：並
前年：並

平年：並
前年：やや少

・５月２半旬から発生を認め、平
年並の発生であった。

・ベンフラカルブ剤、オキサゾスルフィル剤
等の箱施用による防除

斑点米カメムシ類 平年：やや早
前年：やや早

平年：やや多
前年：並

・本田では７月２半旬から発生を
認め、一部多発圃場も見られた
が、その後平年並の発生で推移
した。

・雑草地における調査では
平年よりやや少ない発生で
あった。

・圃場周辺の雑草除去
・出穂期以降のエトフェンプロックス剤、シ
ラフルオフェン剤、ジノテフラン剤、エチプ
ロール剤等による防除

葉いもち 平年：並
前年：並

平年：並
前年：並

・７月３半旬に発生を認め、平年
並の発生で推移した。

・イソチアニル剤、トリプロカルブ剤等の箱
施用による防除

穂いもち 平年：早
前年：並

平年：並
前年：やや少

・８月６半旬から発生を認め、９月
前期にかけて発生圃場率は平年
より高かったが、発生程度は並で
推移した。

・出穂期頃のフェリムゾン・フサライド剤、ア
ゾキシストロビン剤等による本田防除

縞葉枯病 平年：－
前年：－

平年：少
前年：並

・巡回調査では発生を認めなかっ
た。

・ヒメトビウンカ第１世代のＲ
ＳＶ保毒率は平年並であっ
た。
（RSV保毒虫率：0.2％）。
・耕種的防除の徹底（水田耕
起など）

・トリフルメゾピリム剤等の箱施用による防
除
・エトフェンプロックス剤、シラフルオフェン
剤等による本田防除

ヒメトビウンカ 平年：並
前年：並

平年：やや少
前年：並

・６月５半旬から発生を認め、平
年よりやや少なく推移した。

・トリフルメゾピリム剤等の箱施用による防
除
・エトフェンプロックス剤、シラフルオフェン
剤等による本田防除

萎縮病 平年：－
前年：－

平年：－
前年：－

・発生を認めなかった。 ・ツマグロヨコバイのＲＤＶ保
毒虫率が低かった
（ＲＤＶ保毒虫率：0%）

ツマグロヨコバイ 平年：遅
前年：遅

平年：並
前年：並

・本田では７月２半旬から発生を
認め、平年並の発生で推移した。

・トリフルメゾピリム剤等の箱施用による防
除
・エトフェンプロックス剤、シラフルオフェン
剤等による本田防除

紋枯病 平年：並
前年：並

平年：多
前年：並

・７月６半旬に発生を認め、８月上
旬以降発生圃場率及び発病株率
とに平年より高く推移し、一部上
位葉への進展が見られた。

・８月以降のの降雨と高温 ・フルトラニル剤、ペンシクロン剤、バリダ
マイシン剤等による本田防除

セジロウンカ 平年：並
前年：やや遅

平年：少
前年：少

・６月５日に予察灯において初誘
殺を確認した。その後、６月４半
旬、７月４半旬に飛来を確認し、
平年よりやや少ない飛来量で
あった。
・本田では６月５半旬から発生を
認め、平年より少ない発生で推
移した。

・トリフルメゾピリム等の箱施用による防除
・ブプロフェジン剤、エトフェンプロックス
剤、シラフルオフェン剤、ジノテフラン剤、ス
ルホキサフロル剤等による本田防除

普通期水稲

Ⅱ　令和４年（２０２２年）の病害虫の発生状況
１　病害虫の発生経過概要及び発生原因解析

早期水稲
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トビイロウンカ 平年：やや遅
前年：やや早

平年：やや少
前年：並

・６月１７日に予察灯（諫早市）で
初誘殺を確認した。その後、６月
４半旬、７月４半旬に飛来を確認
し、平年並の飛来量であった。
・７月２半旬に巡回調査において
圃場での発生を確認し、７月前期
の発生圃場率・株当たり虫数は
平年並であったが、７月後期以
降、平年よりやや少なく推移し
た。
・９月下旬から１０月上旬にかけ
てトビイロウンカ幼虫の増殖がみ
られ、普通期晩生品種での被害

・９月中旬の高温 ・トリフルメゾピリム等の箱施用による防除
・ブプロフェジン剤、エトフェンプロックス
剤、シラフルオフェン剤、ジノテフラン剤、、
スルホキサフロル剤、エチプロール剤等に
よる本田防除

コブノメイガ 平年：並
前年：やや遅

平年：並
前年：やや多

・６月５日にフェロモントラップで初
誘殺を確認し、その後誘殺は認
められたが、平年並の飛来量で
あった。
・発生圃場率はやや高く、食害株
率はやや多く、特に８月下旬から
９月にかけて一部地域において
は圃場の生息量は多い圃場もみ
られたが、収量に影響を及ぼす
程度ではなく、平年並の発生で
あった。

・クロラントラニリプロール剤の箱施用によ
る防除
・テブフェノジド剤、カルタップ剤等による本
田防除

斑点米カメムシ類 平年：並
前年：並

平年：やや少
前年：やや少

・８月５半旬に発生を確認し、一
部やや多い発生の圃場があった
が、その後平年よりやや少ない
発生で推移した。
・一部地域でイネカメムシの発生
による被害穂がみられた。

・６月から８月までの雑草地
における調査では、平年より
やや少なかった。

・圃場周辺の雑草除去
・出穂期以降のエトフェンプロックス剤、シ
ラフルオフェン剤、ジノテフラン剤、エチプ
ロール剤等による防除

スクミリンゴガイ 平年：並
前年：並

平年：並
前年：やや少

・移植直後、深水した圃場では被
害がみられ、平年並の発生で
あった。

・メタアルデヒド剤等による本田防除
・卵塊、貝の捕殺

赤かび病 大麦：平年:-
　　　　前年:-
小麦：平年:やや早
    　  前年:やや早

大麦:平年:少
        前年:少
小麦:平年:やや少
        前年:やや多

・大麦では発生を認めなかった。
・小麦は４月５半旬から発生を認
め、平年より少ない発生であっ
た。

・大麦：４月上旬の降水量が
少なく、連続降雨の日も少な
かった。
・小麦：３月上旬の降水量が
少なく、連続降雨の日も少な
かった。

・開花盛期とその７～１０日後の薬剤散布
（チオファネートメチル、プロピコナゾール、
メトコナゾール、テブコナゾール）

うどんこ病  大麦：平年:早
　　　　 前年:早
 小麦：平年:やや早
          前年:やや
遅

大麦：平年:やや多
         前年:やや多
小麦：平年:やや多
         前年:やや多

・大麦では３月６半旬に発生を認
め、平年よりやや多く発生がみら
れたが、発生程度は低かった。
・小麦３月６半旬に発生を認め、
平年よりやや多い発生であった。

黒穂病 大麦：平年:早
　　　　前年:早
小麦：平年:ー
        前年:ー

大麦：平年:やや多
        前年：やや多
小麦:平年:やや少
        前年:並

・大麦では４月３半旬を認めた
が、発病程度は低かった。
発生を・小麦では発生を認めな
かった。

・種子消毒（トリフルミゾール、ベノミル等）

斑葉病 大麦：平年:－
　　　　前年:－

大麦：平年:少
        前年:並

・発生を認めなかった。 ・種子消毒の普及により近
年減少傾向にある。

・種子消毒（トリフルミゾール、ベノミル等）

アブラムシ類 大麦:平年:やや早
        前年:並
小麦：平年:やや早
       　前年:並

大麦:平年:並
　　 前年:並
小麦:平年:並
 　　前年:並

・大麦：３月３半旬から発生し、４
月前期まで広く発生は認められ
たが、その後１茎当たり虫数は平
年並で推移した。
・小麦：３月２半旬から発生し、そ
の後広く発生は認められたが、１
茎当たり虫数は平年並で推移し
た。

べと病 平年：早
前年：早

平年：並
前年：やや多

・８月２半旬から発生を認め、平
年並の発生で推移した。

葉焼病 平年：並
前年：遅

平年：やや多
前年：やや多

・8月5半旬から発生を認め、平年
よりやや多い発生で推移した。

・８月中旬の多雨
・9月中旬の台風

ハスモンヨトウ 平年：早
前年：並

平年：少
前年：並

・７月２半旬から寄生が見られ、
一時寄生株率も高くなったが、そ
の後減少し、平年より少ない発生
で推移した。

・9月中旬の台風
・クロラントラニリプロール剤、エトフェンプ
ロックス剤等による防除

鱗翅目幼虫 平年：早
前年：早

平年：やや多
前年：やや少

・７月２半旬から寄生が見られ、
その後、発生圃場率、寄生株率
も高くなり、やや多の発生であっ
たが、9月後半には減少し、その
後は、平年並で推移した。

・9月中旬の台風
・ハスモンヨトウとの同時防除

吸実性カメムシ 平年：早
前年：早

平年：やや少
前年：並

・８月２半旬と早い段階から発生
を認めたが、その後、平年並で推
移し、最終的にはやや少の発生
であった。

・エトフェンプロックス剤、ジノテフラン剤に
よる防除

そうか病 葉
平年：早
前年：早
果実
平年：早
前年：早

葉
平年：やや多
前年：やや多
果実
平年：並
前年：やや多

・平年より早い４月中旬から発生
を認め、平年よりやや多い発生
量であった。
・果実では平年より早い６月中旬
に発生を認め、平年よりやや多
い発生であったが、収穫期の発
生量は平年並となった。

・３月中下旬の多雨。
・４月下旬の多雨。

・イミベンコナゾール剤、ジチアノン剤、ペ
ンチオピラド剤等による発芽期の防除
・ＱｏＩ剤等による灰色かび病との同時防除

かいよう病 葉
 平年：並
 前年：やや早
果実
 平年：並
 前年：やや遅

葉
 平年：多
 前年：やや多
果実
 平年：多
 前年：並

・春葉では平年並の５月上旬から
発生を認めたが、発生量は平年
より多かった。
・果実では平年並の７月上旬に
発生を認め、発生量は、平年よ
多かった。

・前年から発生が多く、伝染
源が多かった。
・３月中下旬の多雨。
・４月下旬の多雨。
・７月中旬の多雨。
・８月中旬の多雨。
・台風の接近（９月上中旬）
による強風雨。

・無機銅水和剤による防除
・発病枝葉の除去
・防風対策の強化

黒点病 平年：やや遅
前年：並

平年：やや少
前年：やや少

・８月上旬から発生を認め、平年
よりやや少なく推移した。

・梅雨期の少雨。 ・マンゼブﾞ剤、マンネブﾞ剤による防除

ミカンハダニ 平年：並
前年：並

平年：やや少
前年：やや多

・３月上旬から発生を認め７月上
旬の発生は平年よりやや多かっ
たが、以降の発生は平年よりや
や少ない発生となった。

・梅雨期の少雨。
・７月中旬の多雨。
・８月中旬の多雨。

・冬季、夏季のマシン油乳剤による防除
・８月下旬～９月上旬のピフルブミド剤、シ
エノピラフェン剤等による防除

ミカンサビダニ 平年：並
前年：並

平年：並
前年：並

・年間を通じ平年並の発生量で
あった。

・ピリダベン剤等による防除、ピフルブミド・
フェンピロキシメート混合剤等によるミカン
ハダニとの同時防除

普通期水稲

かんきつ

麦

大豆
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チャノキイロアザミウ
マ

平年：並
前年：やや遅

平年：並
前年：やや少

・諫早市の黄色粘着トラップで
は、各世代の発生ピークおよび
誘殺量は平年並で推移した。
・果実の被害は果梗部、果頂部と
も平年並であった。

・クロルフェナピル剤、ネオニコチノイド系
剤およびシアントラニリプロール剤等によ
る防除
・光反射シートによる抑制

カメムシ類 7月以前
平年：並
前年：やや遅
8月以降
平年：並
前年：並

7月以前
平年：少
前年：少
8月以降
平年：並
前年：やや多

・越冬虫の密度は平年より少な
かった。
・越冬世代のフェロモントラップ誘
殺量は平年より少なく　推移し
た。
・当年世代のフェロモントラップ誘
殺量は、平年並で推移した。
・ヒノキからは９月上旬ごろ離脱し
たとみられる。

・越冬世代は平年より少な
かったが、、ヒノキきゅう果の
着生量が平年より多かった
ため、産卵・増殖に好適であ
り、当年世代の発生は平年
並となった。

・合成ピレスロイド系剤、ネオニコチノイドﾞ
系剤による防除

マルカイガラムシ類 平年：並
前年：やや遅

平年：並
前年：やや少

・年間を通じ平年並の発生で推
移した。

・冬季のマシン油乳剤、夏季の有機リン剤
等による防除

がんしゅ病 平年：やや早
前年：やや早

平年：やや少
前年：やや少

・発生量は平年よりやや少なかっ
た。

・前年の発生が少なかった。 ・無機銅水和剤による防除

灰斑病 平年：並
前年：やや早

平年：やや少
前年：やや多

・発生は６月上旬から発生を認め
た、発病葉は平年よりやや少なく
推移した。

・４月上中旬の少雨。
・６月中旬～７月上旬の少
雨。

・春葉及び夏葉伸長期の銅・カスガマイシ
ン剤による防除
・開花期のイミノクタジンアルベシル酸塩剤
等による防除

ナシヒメシンクイ 平年：並
前年：並

平年：並
前年：やや多

・フェロモントラップによる誘殺量
は、平年並～やや少な
く推移した。

・カルタップ剤による防除

カメムシ類 平年：並
前年：並

平年：少
前年：少

・フェロモントラップによる誘殺量
は平年より少なく推移した。

・越冬量が平年より少なかっ
た。

・合成ピレスロイド系剤、ネオニコチノイド
系剤による防除

黒星病 平年：並
前年：やや遅

平年：やや多
前年：やや多

・４月下旬に初発生を確認し、そ
の後は平年よりやや多い発生で
推移した。

・４月下旬の多雨。
・８月中旬の多雨。

・ジフェノコナゾール剤、イミノクタジンアル
ベシル酸塩剤、ＱｏＩ剤等による防除

赤星病 平年：並
前年：やや遅

平年：並
前年：並

・４月下旬に初発生を確認し、そ
の後は平年並みの発生で推移し
た。

・ＤＭＩ剤による防除

うどんこ病 平年：早
前年：早

平年：やや多
前年：やや多

・７月下旬から発生が確認され、
９月以降発生が増加した。

・７月下旬～８月下旬の乾
燥。

・ＤＭＩ剤等による防除

ナシヒメシンクイ 平年：並
前年：並

平年：並
前年：並

・巡回調査では発生を認めなかっ
た。
・フェロモントラップによる誘殺量
は、平年並～やや少な
く推移した。

・ネオニコチノイド系、合成ピレスロイド系
剤による防除

ハダニ類 平年：遅
前年：遅

平年：並
前年：やや少

・６月下旬に発生を認め、平年並
の発生で推移した。

・ピフルブミド剤、シエノピラフェン剤等によ
る防除

カメムシ類 7月以前
平年：並
前年：やや遅
8月以降
平年：並
前年：並

7月以前
平年：少
前年：少
8月以降
平年：並
前年：やや多

・越冬虫の密度は平年より少な
かった。
・越冬世代のフェロモントラップ誘
殺量は平年より少なく　推移し
た。
・当年世代のフェロモントラップ誘
殺量は、平年並で推移した。
・ヒノキからは９月上旬ごろ離脱し
たとみられる。

・越冬世代は平年より少な
かったが、、ヒノキきゅう果の
着生量が平年より多かった
ため、産卵・増殖に好適であ
り、当年世代の発生は平年
並となった。

・合成ピレスロイド系剤、ネオニコチノイドﾞ
系剤による防除

アブラムシ類 平年：並
前年：並

平年：並
前年：並

・4月上旬に発生を認め、６月後
半に一時増加したものの、期間
全体としては平年並の発生となっ
た。

・ネオニコチノイドﾞ系剤等による防除

炭疽病 平年：早
前年：早

平年：並
前年：やや少

・５月上旬に発生を認め、当所平
年よりやや多い発生であったが、
６月以降は平年並の発生で推移
した。

・前年の発生が多かったた
め越冬菌の密度が高かっ
た。
・５月下旬～７月上旬の少
雨。

・ＤＭＩ剤等による防除

チャノコカクモンハマ
キ

平年：やや早
前年：早

平年：多
前年：やや少

・圃場での巻葉は４月下旬から確
認され始め、平年より多い発生で
推移した。
・フェロモントラップ（東彼杵）の誘
殺数は平年並で推移した。

・前年の発生が多かったた
め越冬虫が多かった。
・５月下旬～７月上旬の少
雨。

・エマメクチン安息香酸剤、有機リン系剤、
ＩＧＲ剤、ジアミド系剤による防除

チャノホソガ 平年：早
前年：並

平年：多
前年：多

・圃場での巻葉は４月下旬から確
認され始め、平年よりやや多い発
生で推移した。
・フェロモントラップ（東彼杵町）の
誘殺は、３月下旬から認められ、
５月下旬以降の誘殺量は平年よ
り多かった。

・５月下旬～７月上旬の少
雨。

・チャノコカクモンハマキとの同時防除

チャノミドリヒメヨコバ
イ

平年：並
前年：並

平年：やや多
前年：やや多

・期間を通じて平年よりやや多い
発生で推移した。

・５月下旬～７月上旬の少
雨。

・ネオニコチノイドﾞ系剤等による防除

チャノキイロアザミウ
マ

平年：並
前年：並

平年：並
前年：並

・４月下旬に発生を認め、７月下
旬に一時発生が増加したもの
の、全体としては平年並の発生
で推移した。

・ネオニコチノイドﾞ系剤等による防除

カンザワハダニ 平年：並
前年：並

平年：並
前年：やや少

・発生は２月上旬から確認され、
４月上旬に一時発生が増加した
ものの、全体としては平年並の発
生で推移した。

・クロルフェナピル剤、ピフルブミド剤等に
よる防除

クワシロカイガラムシ 平年：並
前年：やや遅

平年：並
前年：やや多

・発生は３月上旬から確認され、
第１世代までの発生は平年より
多かったが、第２世代以降の発
生は平年並であった。

・有機リン系剤、ＩＧＲ剤、ピリプロキシフェ
ン剤等による防除
・防除情報による防除適期の提供

ばれいしょ（秋
作は21年植
付）

葉巻病 秋作
 平年：やや早
 前年：並
春作
 平年：並
 前年：-

秋作
 平年：並
 前年：並
春作
 平年：やや少
 前年：並

秋作：10月後期に発生を認めた。

春作：4月前期にわずかに発生を
認めた。

・アブラムシ類の防除（予察情報に基づく
適期一斉防除）
・種いも更新
・野良イモ除去による圃場環境整備

びわ

なし

かんきつ

茶
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ばれいしょ（秋
作は21年植
付）

モザイク病 秋作
 平年：-
 前年：-
春作
 平年：並
 前年：-

秋作
 平年：-
 前年：-
春作
 平年：少
 前年：-

秋作：ほとんど発生は認めなかっ
た。

春作：4月に僅かに発生が見られ
た。

・アブラムシ類の防除（予察情報に基づく
適期一斉防除）
・種いも更新
・野良イモ除去による圃場環境整備

疫病 秋作
 平年：並
 前年：－
春作
 平年：－
 前年：－

秋作
 平年：並
 前年：-
春作
 平年：少
 前年：-

秋作：11月後期に発生を認めた。

春作：ほとんど発生を認めなかっ
た。

・マンゼブ、メタラキシル、ベンチアバリカ
ルブイソプロピル、オキサチアピプロリン剤
等による防除
・初発期予測モデル（ＦＬＡＢＳ）に基づく適
期防除

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 秋作
 平年：やや遅
 前年：並
春作
 平年：並
 前年：並

秋作
 平年：並
 前年：やや少
春作
 平年：少
 前年：やや少

秋作：10月前期から発生を認め
たが、発生は平年並に推移した。

春作：3月前期から発生を認めた
が、平年より発生は少なかった。

・イミダクロプリド、ピリフルキナゾン、フロ
ニカミド剤等による防除
・黄色水盤トラップによる発生予察情報に
基づく適期一斉防除

ﾆｼﾞｭｳﾔﾎｼﾃﾝﾄｳ 秋作
 平年：-
 前年：-
春作
 平年：並
 前年：-

秋作
 平年：-
 前年：-
春作
 平年：並
 前年：-

秋作：ほとんど発生を認めなかっ
た。

春作：4月後期に発生を認め、そ
の後は平年並みで推移した。

・アブラムシ類との同時防除

食葉性ﾔｶﾞ類
(ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ､ｼﾛｲﾁﾓｼﾞ
ﾖﾄｳ､ｵｵﾀﾊﾞｺｶﾞ)

秋作
 平年：やや早
 前年：早
春作
 平年：並
 前年：やや早

秋作
 平年：多
 前年：多
春作
 平年：やや多
 前年：やや多

秋作：9月後期から発生を認め、
平年より多かった。

春作：4月後期に発生を認めら
れ、その後も平年より多かった。

気温が高く、降水量が少な
かった。

・ピリダリル、フルベンジアミド、エトフェンプ
ロックス剤等による防除

冬春ｷｭｳﾘ
(21年植付）

モザイク病 平年：－
前年：－

平年：並
前年：並

・ほとんど発生を認めなかった。 ・ｱﾌﾞﾗﾑｼ類の防除
・発病株の除去

斑点細菌病 平年：－
前年：－

平年：並
前年：並

・ほとんど発生を認めなかった。 ・銅剤による防除

べと病 平年：並
前年：並

平年：やや多
前年：並

・12月から発生を認め、平年並で
推移したが、3月以降平年よりや
や多で推移した。

・3月の高温・多雨
・耐病性品種の導入により、
発病初期の防除が遅れる傾
向が一部にみられる。

・耐病性品種の作付け
・適正な湿度管理
・ﾏﾝｾﾞﾌﾞ、ｸﾚｿｷﾁﾑﾒﾁﾙ、ｲｿﾌﾟﾛﾋﾟﾙ、TPN、ｼ
ｱｿﾞﾌｧﾐﾄﾞ､ｼﾞﾒﾄﾓﾙﾌ、ﾎｾﾁﾙ等による防除

褐斑病 平年：－
前年：－

平年：少
前年：並

・ほとんど発生を認めなかった。 ・耐病性品種の作付け
・ｼﾞｴﾄﾌｪﾝｶﾙﾌﾞ、ﾁｵﾌｧﾈｰﾄﾒﾁﾙ、ﾌﾟﾛｼﾐﾄﾞﾝ、
TPN等による防除

うどんこ病 平年：並
前年：やや早

平年：やや少
前年：やや少

・11月から発生は認められたが、
平年よりやや少ない発生で推移
した。

・耐病性品種の作付増加 ・耐病性品種の作付け
・ﾌﾙﾁｱﾆﾙ、ﾍﾟﾝﾁｵﾋﾟﾗﾄﾞ、TPN、炭酸水素ｶﾘ
ｳﾑ、ﾒﾊﾟﾆﾋﾟﾘﾑ、ｱｿﾞｷｼｽﾄﾛﾋﾞﾝ剤等による防
除

灰色かび病 平年：－
前年：－

平年：やや少
前年：並

・ほとんど発生を認めなかった。 ・適切な湿度管理
・被害果の除去
･ﾌﾟﾛｼﾐﾄﾞﾝ､ﾒﾊﾟﾆ ﾋﾟﾘﾑ､ﾌﾙｼﾞｵｷｿﾆﾙ、ﾍﾟﾝﾁｵ
ﾋﾟﾗﾄﾞ、ｲﾌﾟﾛｼﾞｵﾝ剤等による防除

菌核病 平年：－
前年：－

平年：やや少
前年：並

・ほとんど発生を認めなかった。 ・適切な湿度管理
・被害果の除去
・灰色かび病との同時防除

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 平年：－
前年：－

平年：並
前年：やや少

・ほとんど発生を認めなかった。 ・定植時のﾈｵﾆｺﾁﾉｲﾄﾞ系、ｼﾞｱﾐﾄﾞﾞ系粒剤に
よる防除
・ｺﾅｼﾞﾗﾐ類、ｱｻﾞﾐｳﾏ類との同時防除

ﾐﾅﾐｷｲﾛｱｻﾞﾐｳﾏ 平年：遅
前年：並

平年：並
前年：並

１月から発生を認め、平年並の発
生で推移した。

・定植時のﾈｵﾆｺﾁﾉｲﾄﾞ系、ｼﾞｱﾐﾄﾞ系粒剤に
よる防除
・ｴﾏﾒｸﾁﾝ安息香酸塩、ｽﾋﾟﾉｻﾄﾞ、ﾈｵﾆｺﾁﾉｲ
ﾄﾞ系剤等による防除
・作付け終了後の施設内の蒸し込み
・スワルスキーカブリダニによる防除
・防虫ネットによる侵入防止

ｺﾅｼﾞﾗﾐ類 平年：並
前年：並

平年：並
前年：並

・１1月上旬から発生を認め、平
年並の発生で推移した。

・定植時のﾈｵﾆｺﾁﾉｲﾄﾞ系、ｼﾞｱﾐﾄﾞ系粒剤に
よる防除
・ﾈｵﾆｺﾁﾉｲﾄﾞ系、ﾄﾙﾌｪﾝﾋﾟﾗﾄﾞ剤、ｼｱﾝﾄﾗﾘﾆ
ﾌﾟﾛｰﾙ等による防除
・防虫ﾈｯﾄによる侵入防止
・作付け終了後の施設内の蒸し込み

冬春ﾄﾏﾄ
（21年植付）

モザイク病 平年：－
前年：－

平年：やや少
前年：並

・ほとんど発生を認めなかった。 ・発病株の早期抜取り
・ｱﾌﾞﾗﾑｼ類の防除

黄化葉巻病 平年：並
前年：並

平年：並
前年：並

・１1月後期から発生を認め、2月
には平年より多かった。

・育苗期における防除対策
が不十分だった。
・発病株の早期抜き取りが
不十分であった。
・コナジラミ類防除が徹底で
きなかった。

・発病株の早期抜き取り及びタバココナジ
ラミの早期防除
・定植時及び生育期の薬剤散布
・ハウス開口部の防虫ネット設置
・黄色粘着板の設置
・作付終了後のハウスの密閉蒸し込み

疫病 平年：－
前年：－

平年：やや少
前年：並

・ほとんど発生を認めなかった。 ・TPN、ｼﾓｷｻﾆﾙ、ｼｱｿﾞﾌｧﾐﾄﾞ、ﾏﾝｼﾞﾌﾟﾛﾊﾟﾐ
ﾄﾞ、マンゼブ剤等による防除

葉かび病 平年：並
前年：早

平年：やや少
前年：並

12月に発生を認め、平年並の発
生であった。その後、平年よりや
や少ない発生で推移した。

・抵抗性品種の作付け
・2月上旬～3月上旬の少雨

・換気や土壌水分管理、発病葉の除去及
び圃場外への持ち出し
・ﾍﾟﾝﾁｵﾋﾟﾗﾄﾞ、ＴＰＮ、ｱｿﾞｷｼｽﾄﾛﾋﾞﾝ、ﾋﾟﾗｼﾞﾌ
ﾙﾐﾄﾞ剤等による防除
・抵抗性品種の作付け

灰色かび病 平年：並
前年：やや早

平年：やや少
前年：並

・２月に発生を認め、平年より少
ない発生で推移した。

・2月上旬～3月上旬の少雨 ・ﾌﾟﾛｼﾐﾄﾞﾝ､ﾍﾟﾝﾁｵﾋﾟﾗﾄﾞ、ﾌﾙｼﾞｵｷｿﾆﾙ、ﾒﾊﾟﾆ
ﾋﾟﾘﾑ、ﾋﾟﾘﾍﾞﾝｶﾙﾌﾞ、ﾋﾟﾗｼﾞﾌﾙﾐﾄﾞ剤等による
防除
・くん煙剤の利用
・発病果・葉の除去と適正換気

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 平年：遅
前年：遅

平年：やや少
前年：並

・ほとんど発生を認めなかった。 ・コナジラミ類との同時防除

ﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ類 平年：遅
前年：－

平年：少
前年：並

・5月後期に発生を認め、平年よ
り少ない発生であった。

・ｴﾏﾒｸﾁﾝ安息香酸塩、ﾈｵﾆｺﾁﾉｲﾄﾞ系、ｽﾋﾟ
ﾈﾄﾗﾑ剤等による防除
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冬春ﾄﾏﾄ
（21年植付）

ｵｵﾀﾊﾞｺｶﾞ 平年：－
前年：－

平年：並
前年：並

・ほとんど発生を認めなかった。 ・ｸﾛﾗﾝﾄﾗﾆﾘﾌﾟﾛｰﾙ、ﾋﾟﾘﾀﾞﾘﾙ、ｽﾋﾟﾈﾄﾗﾑ、ｴﾏ
ﾒｸﾁﾝ安息香酸塩、ﾌﾙｷｻﾒﾀﾐﾄﾞ､IGR剤等に
よる防除
・コナジラミ類との同時防除

ｺﾅｼﾞﾗﾐ類 平年：並
前年：並

平年：多
前年：並

・11月上旬に発生を認め、4月前
期に増加し平年より多い発生で
推移した。

・冬季が平年より温暖であっ
たため、増殖に好適であっ
た。
・抵抗性品種の導入がすす
み、導入圃場においては防
除への意識が低下してい
る。

・定植時の薬剤処理や生育期の薬剤散
布、ハウス開口部への防虫ネット設置や
黄色粘着板の設置、作付け終了後のハウ
スの密閉蒸し込み
・ｽﾋﾟﾛﾒｼﾌｪﾝ、ﾋﾟﾘﾌﾙｷﾅｿﾞﾝ､ﾈｵﾆｺﾁﾉｲﾄﾞ
系、ｽﾋﾟﾈﾄﾗﾑ、ﾌﾙｷｻﾒﾀﾐﾄ､ｽﾙﾎｷｻﾌﾛﾙﾞ剤
等による防除

いちご(本圃
21年植付)

炭疽病 平年：並
前年：並

平年：並
前年：並

定植後から１2月下旬まで発生が
見られた。

育苗後期の多雨により防除
効果の低下と潜在感染株の
本圃への持ち込み

・育苗、定植時健全株の選別の徹底
・発病株の早期発見、早期除去

萎黄病 平年：並
前年：－

平年：やや少
前年：やや多

10月下旬に発生を認めたが、そ
の後の発生拡大はなかった。

・定植時健全株の選別の徹底
・発病株の早期除去
・ダゾメット剤、クロルピクリン剤等による土
壌消毒

うどんこ病 平年：遅
前年：－

平年：並
前年：やや多

1月上旬に発生を認めたが、その
後の発生拡大はなかった。

・主要品種「ゆめのか」が発
病しにくいが、多収・省力性
の品種「恋みのり」で発生。

・予防散布の徹底
・硫黄くん煙剤による防除

灰色かび病 平年：やや早
前年：並

平年：やや少
前年：並

11月上旬から発生が認められた
が、期間を通して平年よりやや少
ない発生で推移した。

・曇雨天となる時期が少な
かった。

・花弁の除去
・ハウス内湿度管理
・被害果の除去
・ペンチオピラド剤、イプロジオン剤、プロシ
ミドン剤、メパニピリウム剤、、QoI剤等によ
る防除
・くん煙剤による防除

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 平年：並
前年：並

平年：やや多
前年：やや多

定植後から発生が確認された。
一部多発圃場が確認された。

・ハダニの天敵導入圃場に
おいて防除圧が低下してい
る。

・ピメトロジン剤、フロニカミド剤、アセタミプ
リド剤等による防除

ﾊﾀﾞﾆ類 平年：並
前年：並

平年：多
前年：並

定植後から発生が認められ、次
第に増加し、12月に多発生となっ
た。その後、減少したもののやや
多い発生で推移した。

・育苗圃からの持込
・定植時期の降雨により薬
剤防除効果が低下。
・薬剤感受性の低下

・アシノナピル剤、ミルベメクチン剤、ビフル
ブミド水和剤、フルキサメタミド剤、気門封
鎖剤等による防除
・アバメクチン乳剤、スピロテトラマト水和
剤による定植前防除
・天敵利用

ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ 平年：並
前年：並

平年：並
前年：並

定植後から食害の発生が認めら
れ、11月下旬まで平年並の発生
で推移した。

・薬剤防除の徹底 ・クロラントラニリプロール剤、フルベンジア
ミド剤、クロルフェナピル水和剤、ピリダリ
ル剤、エマメクチン安息香酸塩剤等による
防除

いちご(育苗
圃22年植付)

炭疽病 平年：やや早
前年：並

平年：並
前年：並

6月に発生を認めたが、一旦梅雨
の降雨が少ない時期があったた
め、ランナー切り離し作業が進み
降雨による拡大が抑制された

・4月の高温、４月下旬の多
雨、５月中旬の多雨
・6月下旬、7月上旬及び下
旬の降雨量が少なかった。
・8月上・中旬の降雨量が多
かった。

・発病株の早期発見・除去
・高設育苗
・育苗床全面マルチ被覆
・雨よけ育苗
・親株床の土壌消毒
・ジエトフェンカルブ剤・チオファネートメチ
ル剤、プロピネブ剤、有機銅剤、マンゼブ
剤、フルジオキソニル剤等によるローテー
ション防除

萎黄病 平年：-
前年：-

平年：-
前年：-

ほとんど発生を認めなかった。 ・発病株の除去
・ダゾメット剤、クロルピクリン剤等による土
壌（床土）消毒
・親株用プランターの消毒、育苗ポット等
資材の更新

うどんこ病 平年：並
前年：並

平年：並
前年：並

育苗初期から1品種で発生が認
められた。

・古葉、罹病葉の除去
・イミノクタジンアルベシル酸塩剤等による
防除

輪斑病 平年：早
前年：早

平年：並
前年：やや少

5月上旬に発生を認めたが、その
後は平年並の発生で推移した。

・入梅が早かった。
・6月下旬～7月の降水量が
少なかった。

・被害葉の除去
・一部の炭疽病及びうどんこ病防除薬剤に
よる同時防除

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 平年：並
前年：並

平年：やや多
前年：やや多

5月上旬に発生を認め、平年より
やや少ない発生であったが、その
後増加し7月以降は平年並～や
や多の発生となった。

・6月下旬、7月上旬及び下旬の降雨量が少なかった。・アセタミプリド剤、フロニカミド剤等による
防除

ﾊﾀﾞﾆ類 平年：並
前年：並

平年：やや多
前年：並

5月上旬に発生を認め平年よりや
や多い発生であった。その後、ほ
ぼ平年並で推移したが、8月上旬
に急増し、8月下旬には平年並と
なった。

・前年産本圃からの持込量
が多く、育苗初期から発生
の多い圃場があった。
・薬剤感受性の低下

・ミルベメクチン剤、ビフェナゼート剤、エマ
メクチン安息香酸塩剤、気門封鎖剤等によ
る防除
・アバメクチン乳剤、スピロテトラマト水和
剤による定植前防除

ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ 平年：やや遅
前年：やや遅

平年：やや多
前年：やや多

5月下旬に発生を認め、平年より
やや多い発生で推移したが、8月
下旬には減少し、少発生となっ
た。

・6月下旬、7月上旬及び下旬の降雨量が少なかった。・ピリダリル剤、フルベンジアミド剤、クロラ
ントラニリプロール剤、エマメクチン安息香
酸塩剤等による防除

白色疫病 平年：遅
前年：並

平年：並
前年：並

ほとんど発生を認めなかった。

べと病 平年：並
前年：やや早

平年：並
前年：やや少

1月上旬から発生が見られた
が、、その後の発生の増加は見
られなかった。二次感染株は連
作圃場を中心に3月上旬に発生
を確認した。その後の発生の増
加は見られたが、平年並みの発
生量にとどまった。

育苗期は天候に恵まれ、10
月の降水量は平年の10％と
少なかったことから、一次感
染株の発病は少なかった。2
月は気温が低く降水量も少
なかったため二次感染株の
拡大につながらなかった。

・発病株の適正な処分等、時期ごとの防除
対策について周知を図った。

ﾎﾞﾄﾘﾁｽ属菌による葉
枯症

平年：並
前年：やや早

平年：少
前年：少

１2月上旬にわずかに発生が見ら
れたが、栽培期間を通じてほとん
ど発生は認められなかった

気温が低く降水量が少な
かった。

ﾈｷﾞｱｻﾞﾐｳﾏ 平年：やや遅
前年：やや遅

平年：やや多
前年：やや多

11月下旬から発生が見られ、年
内は平年並みで推移した。２月上
旬に多発生したが、その後は平
年並みに増加傾向で推移した。

定植期の秋口に降雨が極端
に少なかった。

たまねぎ(21
年植付)

- 6 -



斑点細菌病 平年：－
前年：－

平年：少
前年：少

ほとんど発生が見られなかった。

腐敗病 平年：並
前年：－

平年：並
前年：やや多

11月下旬に発生を認め平年並の
発生であった。

灰色かび病 平年：並
前年：－

平年：並
前年：やや多

11月下旬に発生が認められ平年
並の発生であった。

菌核病 平年：並
前年：並

平年：並
前年：やや多

11月から発生が見られ、平年並
の発生であった。

・11月中旬の高温、降雨

ｵｵﾀﾊﾞｺｶﾞ 平年：並
前年：並

平年：並
前年：並

巡回調査では発生を確認できな
かった。

・ジアミド系薬剤のかん注処理

ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ 平年：遅
前年：遅

平年：並
前年：やや少

11月後期に発生を認め、その後
の増加はなく平年並の発生で
あった。

・11月中旬の高温、11月下
旬～12月下旬の少雨

・ジアミド系薬剤のかん注処理

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 平年：遅
前年：遅

平年：少
前年：少

11月後期に発生を認め、少発生
で推移した。

冬ﾚﾀｽ

- 7 -



２　発生面積及び防除面積

甚 多 中 少 計 実防除 延防除
水稲 1,275 苗いもち 0 0 0 3 3 (1,160) (1,160)

（早期） 葉いもち 0 1 4 255 260 830 830
穂いもち 0 0 3 147 150 1,160 1,160
紋枯病 0 0 10 680 690 1,160 1,160
白葉枯病 0 0 0 0 - 0 0
ばか苗病 0 0 0 30 30 1,160 1,160
もみ枯細菌病 0 0 0 10 10 0 0
ごま葉枯病 0 5 43 382 430 (1,160) (1,160)
黄化萎縮病 0 0 0 0 0
縞葉枯病 0 0 0 0 0
萎縮病 0 0 0 0 0
ニカメイガ -
セジロウンカ 0 0 0 1,260 1,260 (1,160) (1,740)
トビイロウンカ 0 0 0 830 830 (1,160) (1,740)
ヒメトビウンカ 0 0 0 880 880 (1,160) (1,740)
ツマグロヨコバイ 0 0 0 810 810 (1,160) (1,740)
イネゾウムシ 0 0 0 140 140 (1,160) (1,160)
イネクロカメムシ 0 0 10 240 250 90 90
斑点米カメムシ類 0 0 10 790 800 1,160 1,640
イチモンジセセリ 0 0 0 100 100 (790) (790)
フタオビコヤガ 0 0 0 50 50 (790) (790)
イネヨトウ 0 0 0 20 20 (790) (790)
アワヨトウ 0 0 0 20 20 (790) (790)
コブノメイガ 0 0 5 285 290 790 790
イネミズゾウムシ 0 0 39 991 1,030 1,160 1,160

水稲 9,125 苗いもち 0 0 1 19 20 (5,960) (5,960)
（普通期） 葉いもち 0 5 94 2581 2,680 8,450 8,450

穂いもち 0 1 10 1579 1,590 8,450 10,140
紋枯病 10 199 398 7343 7,950 8,450 12,620
白葉枯病 0 0 0 0 - 0 0
ばか苗病 0 0 0 140 140 5,960 5,960
もみ枯細菌病 0 0 0 430 430 1,190 1,190
ごま葉枯病 10 89 298 3,583 3,980 (5,960) (5,960)
黄化萎縮病 0 0 0 0 0
縞葉枯病 0 0 0 10 10
萎縮病 0 0 0 0 0
稲こうじ病 0 0 1 529 530 1,190 1,190
ニカメイガ -
セジロウンカ 0 0 0 5,470 5,470 8,950 (19,880)
トビイロウンカ 10 20 99 4,141 4,270 8,950 19,880
ヒメトビウンカ 0 0 0 2,680 2,680 (8,950) (19,880)
ツマグロヨコバイ 0 0 0 2,390 2,390 (8,950) (19,880)
イネゾウムシ 0 0 0 420 420 (6,760) (6,760)
イネクロカメムシ 0 5 30 1,035 1,070 200 200
斑点米カメムシ類 0 5 10 1,775 1,790 8,750 12,920
イチモンジセセリ 0 0 0 135 135 (8,650) (12,920)
フタオビコヤガ 0 0 0 50 50 (8,650) (14,410)
イネヨトウ 0 0 0 50 50 (8,650) (14,410)
アワヨトウ 0 0 0 30 30 (8,650) (14,410)
コブノメイガ 0 1 49 6,910 6,960 8,450 12,920
イネミズゾウムシ 0 0 20 620 640 6,760 6,760
スクミリンゴガイ 0 0 199 2,581 2,780 1,390 1,390

麦 2,008 さび病類 0 0 0 20 20 0 0
うどんこ病 0 0 0 260 260 (1,710) (3,320)
赤かび病 0 0 0 145 145 1,710 3,320
黒穂病類 0 0 0 130 130 320 320
黒節病 0 0 0 30 30 0 0
小麦縞萎縮病 0 0 0 0 0 0 0
大麦縞萎縮病 0 0 0 0 0 0 0
斑葉病 0 0 0 0 0 (320) (320)
株腐病 0 0 0 40 40 0 0
アブラムシ類 0 0 5 1,325 1,330 25 25

ばれいしょ 3,185 疫病 0 0 0 3 3 2,340 4,680
春作:2,340 葉巻病 0 0 0 28 28 0 0
秋作:  845 アブラムシ類 0 0 45 1,029 1,074 2,340 4,680

ﾆｼﾞｭｳﾔﾎｼﾃﾝﾄｳ 0 0 0 173 173 (2,340) (4,680)
食葉性ヤガ類 0 0 42 599 641 2,340 4,680
ハスモンヨトウ 0 0 14 835 849 (2,340) (4,680)
ジャガイモガ 0 0 34 479 513 (2,340) (4,680)

程度別発生面積
農作物名 作付面積 病害虫名

防除面積(ha)
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甚 多 中 少 計 実防除 延防除
程度別発生面積

農作物名 作付面積 病害虫名
防除面積(ha)

大豆 376 紫斑病 0 0 0 10 10 75 110
べと病 0 6 6 238 250 0 0
葉焼病 0 6 6 328 340 0 0
モザイク病 -
アブラムシ類 0 0 0 290 290 (340) (340)
コガネムシ類 0 0 0 20 20 (20) (20)
ハスモンヨトウ 0 0 0 250 250 360 840
食葉性鱗翅目幼虫 0 6 6 178 190 (340) (840)
ダイズサヤタマバエ 0 0 0 35 35 (275) (920)
ヒメサヤムシ類 -
マメシンクイガ 0 0 0 52 52 275 920
シロイチモジマダラメイガ 0 0 0 100 100 275 920
吸実性カメムシ類 0 0 0 130 130 (275) (920)

かんきつ 2033 そうか病 0 1 13 100 114 2,030 2,030
黒点病 1 24 195 1,060 1,280 2,030 10,150
かいよう病 0 13 145 915 1,073 1,800 3,600
灰色かび病 0 1 15 660 676 (2,030) (3,500)
ヤノネカイガラムシ 0 0 1 24 25 (2,030) (4,060)
ミカンハダニ 0 21 80 690 791 2,030 4,060
ミカンサビダニ 0 0 2 55 57 (2,030) (2,030)
カメムシ類 0 1 2 54 57 2,030 4,060
チャノキイロアザミウマ 0 1 71 550 622 2,030 7,150
ロウムシ類 0 0 2 55 57 (2,030) (4,060)
クワゴマダラヒトリ 0 0 0 57 57 57 80
ゴマダラカミキリ 0 1 15 40 56 (2,030) (4,060)
アブラムシ類 0 0 14 100 114 (2,030) (4,060)

なし 35 黒斑病 -
黒星病 0 1 2 12 15 35 210
赤星病 0 1 2 20 23 (35) (105)
うどんこ病 0 0 1 5 6 (35) (70)
輪紋病 0 0 1 5 6 35 70
ナシヒメシンクイ 0 0 1 5 6 35 70
ハマキムシ類 -
ハダニ類 0 0 2 15 17 35 35
カメムシ類 0 0 1 2 3 35 105
アブラムシ類 0 0 2 10 12 35 105

びわ 361 がんしゅ病 0 0 1 35 36 260 390
ナシヒメシンクイ 0 0 3 69 72 220 270

茶 725 炭そ病 0 11 120 480 611 725 1,450
もち病 0 0 0 38 38 (350) (700)
チャノコカクモンハマキ 0 14 120 210 344 725 1,450
チャノホソガ 0 15 75 200 290 (725) (2,100)
チャノミドリヒメヨコバイ 0 25 102 560 687 (725) (2,100)
カンザワハダニ 0 15 30 294 339 725 1,450
チャノキイロアザミウマ 0 10 130 585 725 725 2,100
クワシロカイガラムシ 0 2 53 380 435 725 1,450

冬春トマト 127 疫病 0 0 0 2 2 127 250
(2021年植付） 灰色かび病 0 0 1 34 35 127 635

モザイク病 0 0 0 1 1
葉かび病 0 0 0 21 21 127 360
青枯病 0 0 1 10 11
萎凋病 0 0 0 6 6
黄化葉巻病 0 1 2 43 46
オオタバコガ 0 0 0 1 1 127 250
コナジラミ類 0 4 10 96 110 127 760
タバココナジラミ 0 4 10 96 110 127 760
ハモグリバエ類 0 0 0 11 11 65 150
アブラムシ類 0 0 0 8 8 (127) (127)
ハスモンヨトウ 0 0 0 8 8 (127) 250

冬春きゅうり 45 べと病 0 2 6 18 26 45 220
(2021年植付） 炭疽病 0 0 0 2 2 (45) (60)

うどんこ病 0 0 1 18 19 45 170
斑点細菌病 0 0 0 1 1 10 10
モザイク病 0 0 0 1 1
灰色かび病 0 0 0 2 2 45 140
褐斑病 0 0 0 1 1 45 170
菌核病 0 0 0 2 2 (45) (140)
黄化えそ病 0 0 0 4 4
退緑黄化病 0 3 7 30 40
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甚 多 中 少 計 実防除 延防除
程度別発生面積

農作物名 作付面積 病害虫名
防除面積(ha)

冬春きゅうり 45 アザミウマ類 -
(2021年植付） ミナミキイロアザミウマ 0 0 0 15 15 45 180

ウリハムシ 0 0 0 1 1 (45) (60)
アブラムシ類 0 0 0 3 3 (45) (60)
コナジラミ類 0 0 5 21 26 45 145
ハスモンヨトウ 0 0 0 1 1 45 60

ブロッコリー 999 黒腐病 0 0 15 235 250 999 1,900
べと病 0 0 2 63 65 999 999
アブラムシ類 0 0 0 167 167 -999 (999)
コナガ 0 0 66 600 666 999 2,800
ハスモンヨトウ 0 3 95 485 583 999 2,800

たまねぎ 827 白色疫病 0 0 0 20 20 803 2,300
(2021年植付） べと病 0 0 21 330 351 803 4,000

さび病 -
ﾎﾞﾄﾘﾁｽ葉枯病 0 0 0 48 48
アブラムシ類 -
ネギアザミウマ 0 1 41 611 653 803 1,600

冬レタス 685 灰色かび病 0 0 0 51 51 340 670
菌核病 0 0 20 231 251 (340) (670)
萎黄病 -
すそ枯病 0 0 0 1 1 (340) (670)
斑点細菌病 0 0 0 25 25 340 670
腐敗病 0 0 0 20 20 (340) (670)
アブラムシ類 0 0 1 45 46 685 1,370
ネキリムシ類 0 0 0 14 14 240 240
ハスモンヨトウ 0 0 1 89 90 685 1,370
オオタバコガ 0 0 0 45 45 (685) 1,370

いちご 266 灰色かび病 0 0 8 70 78 266 1,100
(2022年植付） うどんこ病 0 0 1 9 10 266 1,100

炭疽病 0 0 2 30 32 266 540
萎黄病 0 0 1 10 11 266 300
アブラムシ類 0 0 7 82 89 266 490
アザミウマ類 0 0 35 162 197 266 800
コナジラミ類 0 1 5 104 110 266 400
ハダニ類 2 15 45 145 207 266 1,800
ハスモンヨトウ 0 1 8 176 185 266 820

アスパラガス 108 斑点病 0 1 3 32 36 108 460
褐斑病 0 1 3 32 36 (108) (460)
アザミウマ類 0 4 10 40 54 108 500
ハスモンヨトウ 0 0 0 3 3 108 200

注）防除面積の(  )は同時防除
注）ウイルス病（水稲、トマト、きゅうり）、土壌病害（トマト）の防除面積は記載なし
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Ⅲ 病害虫発生予察事業

１ 対象作物及び病害虫

作物区分 対象作物 指定病害虫 重要病害虫 備考

普通作 水稲 いもち病        

紋枯病          

縞葉枯病

ばか苗病

もみ枯細菌病

稲こうじ病

ヒメトビウンカ  

セジロウンカ    

トビイロウンカ  

ツマグロヨコバイ

ニカメイガ    

コブノメイガ

斑点米カメムシ類

(ｸﾓﾍﾘ､ﾎｿﾊﾘ､ｼﾗﾎｼ､ｱｶｽｼﾞ)

イネミズゾウムシ

フタオビコヤガ

萎縮病

ごま葉枯病

黄化萎縮病

白葉枯病

イネヨトウ

アワヨトウ

イネゾウムシ

イチモンジセセリ

イネクロカメムシ

スクミリンゴガイ

麦 うどんこ病

赤かび病

さび病類

斑葉病

縞萎縮病

黒節病

黒穂病類

株腐病

網斑病

アブラムシ類

ハモグリバエ類

ばれいしょ 疫病        

アブラムシ類 (ﾜﾀ､ﾓﾓｱｶ､ﾋ

ｹﾞﾅｶﾞ)

ハスモンヨトウ

シロイチモジヨトウ

オオタバコガ

ヨトウガ

葉巻病

モザイク病

青枯病

ニジュウヤホシテントウ

ジャガイモガ

大豆 ハスモンヨトウ

アブラムシ類  

吸実性カメムシ類

(ｲﾁﾓﾝｼﾞ､ﾎｿﾍﾘ､ｱｵｸｻ､ﾐﾅﾐ

ｱｵ)

べと病

葉焼病

モザイク病

紫斑病

ウワバ類

コガネムシ類

マメシンクイガ（子実）

ダイズサヤタマバエ（子実）

果樹・茶 かんきつ そうか病

黒点病

かいよう病

ミカンハダニ

カメムシ類

アブラムシ類

灰色かび病

青かび・緑かび

ミカンサビダニ

ヤノネカイガラムシ

アカマルカイガラムシ

ナシマルカイガラムシ

チャノキイロアザミウマ

ゴマダラカミキリ

ロウムシ類

クワゴマダラヒトリ

カメムシ類、ゴマダラ

カミキリ、ロウムシ

類、クワゴマダラヒト

リの巡回調査は、発

生の有無のみ調査
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作物区分 対象作物 指定病害虫 重要病害虫 備考

果樹・茶 なし 黒星病

黒斑病

ハダニ類 (ﾐｶﾝ､ｶﾝｻﾞﾜ)

シンクイムシ類

カメムシ類

ハマキムシ類

アブラムシ類

赤星病

うどんこ病

輪紋病

シンクイムシ類はト

ラップ調査のみ

びわ カメムシ類 がんしゅ病

灰斑病

褐斑病

ナシマルカイガラムシ

ナシヒメシンクイ

ハマキムシ類

カメムシ類の巡回調

査は、発生の有無

のみ調査

茶 炭疽病

ハマキムシ類 (ﾁｬﾉｺｶｸﾓﾝﾊﾏｷ)

カンザワハダニ

チャノホソガ

もち病

チャノミドリヒメヨコバイ

チャノキイロアザミウマ

クワシロカイガラムシ

チャトゲコナジラミ

野菜 トマト 疫病        

灰色かび病

葉かび病  

アブラムシ類 (ﾜﾀ､ﾓﾓｱｶ)

コナジラミ類

オオタバコガ

ハスモンヨトウ

黄化葉巻病

モザイク病

青枯・萎凋病

すすかび病

ハモグリバエ類

きゅうり べと病      

うどんこ病  

灰色かび病

褐斑病

アブラムシ類 (ﾜﾀ､ﾓﾓｱｶ)

アザミウマ類

コナジラミ類

ハスモンヨトウ

モザイク病

退緑黄化病

黄化えそ病

斑点細菌病

炭疽病

菌核病

ウリハムシ

たまねぎ 白色疫病

べと病

ネギアザミウマ

萎黄病

ボトリチス葉枯症

黒斑病

さび病

アブラムシ類(ﾈｷﾞ)

レタス 菌核病

灰色かび病

ハスモンヨトウ

アブラムシ類

(ﾀｲﾜﾝﾋｹﾞﾅｶﾞ､ﾓﾓｱｶ)

オオタバコガ

萎黄病

斑点細菌病

腐敗病

すそ枯病

ネキリムシ類

いちご 灰色かび病

うどんこ病

炭疽病  

ハスモンヨトウ

アブラムシ類(ﾜﾀ)

ハダニ類

アザミウマ類

オオタバコガ

萎黄病

輪斑病

菌核病

コガネムシ類

ヒメヨコバイ

コナジラミ類
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作物区分 対象作物 指定病害虫 重要病害虫 備考

野菜 アスパラガス ハスモンヨトウ

シロイチモジヨトウ

オオタバコガ

斑点病

褐斑病

アザミウマ類

コナジラミ類

ブロッコリー コナガ

ハスモンヨトウ

オオタバコガ

ヨトウガ

シロイチモジヨトウ

べと病

花蕾腐敗病

黒腐病

軟腐病

アオムシ

ウワバ類

ハイマダラノメイガ

ネキリムシ類

アブラムシ類

コナジラミ類

対象作物及び病害虫数

作物数
病害 害虫

合計
指定 重要 計 指定 重要 計

１５ ２９ ５４ ８３ ５４ ４４ ９８ １８１
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２ 発生予察調査

（１）調査の概要

調査区分 調査の種類 作物数 地点数

圃場調査 県予察圃場調査（無防除） １０ １

巡回調査（農家慣行防除） １５ １２１

特定点調査

予察灯

フェロモントラップ

粘着トラップ

ネットトラップ

２

（対象病害虫数）８

（対象病害虫数）１

１

５

１５

１

１

越冬量等調査 ３ 県内各地

病害虫発生予察調
査業務委託による
調査

病害虫発生状況、フェロモントラップ調査等 主要品目・

ﾄﾗｯﾌﾟ 17 地点

（4 農協）

県内各地

各種検定 ウイルス、抵抗性害虫、耐性菌 ５病害虫 県内各地

依頼診断 持込による依頼診断 各作物 県内各地

（２）県予察圃場調査（無防除圃場）

区 分 作  物 設 置 場 所 面積 設 置 期 間

県予察圃場

水稲（早期・普通期）

麦

大豆
諌早市小船越町

7a

5a

5a

4～10 月

11～ 5 月

7～11 月

かんきつ

びわ

なし

ぶどう

諌早市小船越町

4a

2a

1a

1a

4～ 3 月

4～ 3 月

4～ 3 月（初発確認のみ）

4～ 3 月（初発確認のみ）

たまねぎ（早生・中生）

ばれいしょ（春作・秋作）

ブロッコリー

諌早市小船越町

2a

2a

2a

11～ 4 月

3～ 5 月、9～11 月

9～12 月

（３）巡回調査

・調査回数：月２回（10 日前後、25 日前後）、ただし１２月～２月は月１回（前期のみ）

※いちごは年間とおして月２回調査

・調査地点・時期・圃場数等：別表のとおり

（４）予察灯調査

名 称 種 類 対象害虫 設置場所 設置期間

予察灯１

〃 ２

〃 ３

〃  ４

〃 ５

６０Ｗ白熱灯

     〃

     〃

     〃

２０Ｗ青色灯

水稲害虫

   〃

   〃

   〃

果樹害虫

諌早市小船越町

南島原市北有馬町

佐世保市柚木

岐宿町中岳郷

諌早市小船越町

4～10 月

6～ 9 月

6～ 9 月

6～ 9 月

7～10 月
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（５）フェロモントラップ

対象害虫 設置場所 設置期間 備考

コブノメイガ 諌早市小船越町 6～ 9 月

大村市 6～ 9 月 発生予察調査業務委託

佐々町 6～ 9 月 発生予察調査業務委託

ニカメイガ 諌早市小船越町 5～ 9 月

果樹カメムシ類 諌早市小船越町 3～11 月

南島原市 3～11 月 発生予察調査業務委託

ナ シ ヒ メ シ ン ク イ 諌早市小船越町 3～10 月

ハスモンヨトウ 諌早市小船越町 4～11 月

諫早市 4～11 月 発生予察調査業務委託

大村市 4～11 月 発生予察調査業務委託

雲仙市 4～11 月 発生予察調査業務委託

南島原市 4～11 月 発生予察調査業務委託

シ ロ イ チ モ ジ ヨ ト ウ 諌早市小船越町 4～11 月

オオタバコガ 諌早市小船越町 4～11 月

ツ マ ジ ロ ク サ ヨ ト ウ 諌早市小船越町 4～ 9 月

（６）粘着トラップ

種 類 対象害虫 設置場所 設置期間

黄色平板粘着トラップ チャノキイロアザミウマ 諌早市小船越町 4～10 月

（７）ネットトラップ

対象害虫 設置場所 設置期間

ウンカ類 諌早市小船越町 4～ 9 月

（８）越冬量等調査

作物名 調査内容 対象病害虫 調査時期

水稲
越冬世代生息密度調査 ヒメトビウンカ ３月

第１世代生息密度調査 ヒメトビウンカ ５月

果樹   

共通

越冬量調査

果樹カメムシ類

１月

ヒノキきゅう果ビーティング調査 ７～９月

ヒノキきゅう果口針鞘数調査 ７～９月

かんきつ 果実の病害虫発生状況調査 かいよう病、そうか病、黒点病、カイガラムシ類等 １１月
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（９）病害虫発生予察調査業務委託による調査

作物名等

北部営農センター 川棚町 アスパラガス

諫早市 なし

諫早市（小野） トラップ（ハスモンヨトウ）

諫早市（飯盛） きゅうり

諫早市（高来） かんきつ

大村市 トマト

大村市 トラップ（水稲ｺﾌﾞﾉﾒｲｶﾞ）

大村市（大村北） トラップ（ハスモンヨトウ）

西部基幹営農センター総合集荷場 雲仙市 トラップ（ハスモンヨトウ）

南島原市

（北有馬地区営農センター）
いちご

南島原市 トラップ（ハスモンヨトウ）

南島原市 トマト

北部基幹営農ｾﾝﾀｰ
雲仙市

（国見地区営農センター）
いちご

東部基幹営農センター 南島原市 トラップ（果樹ｶﾒﾑｼ）

北松営農経済ｾﾝﾀｰ 佐々町 トラップ（水稲ｺﾌﾞﾉﾒｲｶﾞ）

平戸営農経済ｾﾝﾀｰ 平戸市 いちご

ごとう
農協

西部支店 五島市 予察灯（水稲害虫）

島
原
雲
仙
農
協

南部基幹営農ｾﾝﾀｰ

ながさき
西海農協

地域名

長
崎
県
央
農
協

南部営農センター

中部営農センター

（１０）各種検定

区分 対 象 作 物 名 病害虫名 検定方法

ウイルス検定 水稲 イネ縞葉枯病ウイルス ＥＬＩＳＡ法

薬剤抵抗性

検定

水稲
ヒメトビウンカ

トビイロウンカ
微量局所施用法

かんきつ ミカンハダニ リーフディスク法

いちご ナミハダニ リーフディッピング法



別表 巡回調査地点等一覧

作物名 長崎 県央 島原 県北 五島 壱岐 対馬 調査時期 地区・

圃場数

水稲 早期 森山町井牟田 佐世保市江上 松浦市大崎

松浦市田代

平戸市中野 五島市籠淵

岐宿町川原

岐宿町中嶽

勝本町新城

芦辺町当田

石田町池田

美津島町洲藻 5－8 月 12 地区

39 圃場

普通期 琴海町戸根

西彼町下岳

諫 早 市 小 野

森山町田尻

多良見町元釜

大村市鈴田

波佐見町平野

東彼杵町三根

吾妻町干拓

国見町神代

千々石町下峰

南有馬町北岡

加津佐町新田

佐世保市長畑

    

松浦市田代

田 平 町 里

平戸市中野 五 島 市 籠 淵

五島市野々切

岐宿町中嶽

郷ノ浦町柳田

勝本町新城

石田町池田仲触

厳原町小茂田

美津島町加志

峰 町 吉 田

6－9 月 26 地区

86 圃場

麦 諌早市小野島

森山町田尻

大 村 市 寿 古

波佐見町岳辺田

国見町神代

吾妻町干拓

五島市本山

五島市大津

富江町

芦辺町深江 3－5 月 10 地区

30 圃場

ばれいしょ

春・秋

西海町丹納 飯盛町上原

（春作のみ）

有家中須川

（春作のみ）

有明町湯江

愛野町谷頭

口之津早崎

（春作のみ）

加津佐町越崎

小浜町北串

3－5 月

9-11 月

8 地区

24 圃場

大豆 森山町

諫早市小野

波佐見町 岐宿町中嶽 郷 ノ 浦 町 7-11 月 5 地区

15 圃場

かんきつ 長与町岡

時津町西時津

西彼町小迎

西海町丹納

諌早市長田

多良見町東園

多良見町佐瀬

大村市今村

東彼杵町赤木

瑞穂町高田 佐世保市長畑

佐世保市針尾

3-11 月 12 地区

36 圃場

びわ 長崎市茂木

長崎市千々

4－9 月 2 地区

10 圃場

なし 大村市福重

波佐見町稗木場

国見町百花台

有家町新切

3－9 月 4 地区

12 圃場

茶 東彼杵町赤木

東彼杵町太ノ原

世知原町木浦原 五島市吉田 2－9 月 4 地区

19 圃場

トマト 大村市鬼橋・黒丸

川棚町小串

国見町神代 南有馬町乙 11－5 月 4 地区

12 圃場

きゅうり 高来町金崎 大村市寿古・沖田 有家町中須川 11－4 月 3 地区

12 圃場

たまねぎ 諌早市長田

諫早市小野島

吾妻町干拓 加津佐町新田 11－4 月 4 地区

16 圃場

レタス 島原市三会

国見町

南串山町京泊

加 津 佐 町

佐世保市三川内 9-12 月 5 地区

15 圃場

いちご 長崎市日吉 西彼町平原 諫早市飯盛 大村市松原

東彼杵町千綿

国見町神代

瑞穂町西郷

北有馬町折木 佐々町鴨川 郷ノ浦町、石田町 9－4 月

5－8 月

10 地区

30 圃場

アスパラガス 琴海町長浦 高来町金崎・法川 深江町古江田中 郷ノ浦、

勝本、芦辺

5-10 月 4 地区

12 圃場

ブロッコリー 西海町丹納 吾妻町山田原 佐世保市上本山 9－1 月 3 地区

12 圃場

15 品目 ５ ９ １７ １７ ２２ １２ ６ ６ ２ １１ １０ ４ １２１

注）地点名は一部を除き旧市町村で表記。 ばれいしょの地点数は春・秋別に計数。    -17-



３ 調査成績
（１）県予察圃場調査要領

病害虫名 調査株数等
大
豆

べと病
葉焼病
ウイルス病

発病株数／50 株

ハスモンヨトウ
ウワバ類
吸実性カメムシ類
アブラムシ類
コガネムシ類

寄生株数／50 株
寄生虫数／50 株

紫斑病、
吸実性カメムシ類

被害粒数／1000 粒以上

ダイズサヤタマバエ 被害莢数／500 莢以上

ば
れ
い
し

葉巻病
モザイク病
青枯病
疫病

発病株数／50 株

アブラムシ類
ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ､ｼﾛｲﾁﾓｼﾞﾖﾄｳ、
ｵｵﾀﾊﾞｺｶﾞ､ﾆｼﾞｭｳﾔﾎｼﾃﾝﾄｳ

寄生株数／50 株
寄生虫数／50 株

ジャガイモガ
ヨトウムシ類

被害株数／50 株

た
ま
ね
ぎ

白色疫病
べと病
ボトリチス葉枯症
黒点葉枯病
黒斑病
腐敗病

発病株数／50 株

アザミウマ類、アブラムシ類 寄生株数／50 株
ブ
ロ
コ
リ

黒腐病
べと病

発病株数／50 株

コナジラミ類、
ヨトウガ､ハスモンヨトウ、
シロイチモジヨトウ
コナガオオタバコガ
ウワバ類
モンシロチョウ
ハイマダラノメイガ
アブラムシ類

寄生株数／50 株
寄生虫数／50 株

シンクイムシ類 被害株数／50 株

病害虫名 調査株数等
水
稲

葉いもち
紋枯病
ばか苗病
萎縮病
縞葉枯病
ごま葉枯病

発病株数／100 株

穂いもち
籾枯細菌病

発病穂数／100 株を
10０穂あたりに換
算

ヒメトビウンカ
セジロウンカ
トビイロウンカ
ツマグロヨコバイ

寄生株数／50 株
寄生虫数／50 株

斑点米カメムシ 水田内 20 回振り

イネミズゾウムシ
食害株数／50 株
被害程度／50 株
成 虫 数／50 株

コブノメイガ
食害株数／50 株
成虫数／10 ㎡（追出
し）

イチモンジセセリ
食害株数／50 株
幼 虫 数／50 株
苞  数／50 株

フタオビコヤガ
ニカメイガ

食害株数／50 株
幼 虫 数／50 株

麦
類

さび病類
うどんこ病
萎縮病類
網斑病
黒節病
斑葉病

発病茎数／100 茎

赤かび病
黒穂病

発病穂数／100 穂

アブラムシ類
ハモグリバエ類

寄生茎数／100 茎
寄生虫数／100 茎

- 18 -



病害虫名 調査株数等
温
州
み
か
ん

そうか病
かいよう病

発病葉数／50 葉/樹･4 樹
発病果数／50 葉/樹･4 樹

黒点病 発病果数／50 葉/樹･4 樹

ミカンハダニ
寄生葉数／50 葉/樹･4 樹
寄生虫数／50 葉/樹･4 樹

アブラムシ類 寄生新梢数／50 新梢･4 樹
チャノキイロアザミウマ
ミカンサビダニﾞ 被害果数／50 果/樹･4 樹

ヤノネカイガラムシ
寄生果数／50 果/樹･4 樹

マルカイガラムシ類

び
わ

がんしゅ病
灰斑病
褐斑病

発病葉数／50 枝葉･2 樹
発病枝葉数／50 枝葉･2 樹

ナシヒメシンクイ、
ナシマルカイガラムシ、
ハマキムシ類

被害葉数／50 枝葉
被害枝葉数／50 枝葉
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（２）県予察圃場調査成績

発病
株率

発病
度

発病株
率

発病
度

発病
株率

発病
度

発病
株率

発病
度

発病
株率

発病
度

発病
株率

発病
度

発病
株率

病穂
率

発病
度

発病
株率

発病
穂率

発病
度

22 5 120 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 - - - - - -

24 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 - - - - - -

6 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 - - - - - -

13 2 0.5 3 0.8 0 0 0 0 0 0 0 0 - - - - - -

22 1 0.3 24 6 0 0 0 0 0 0 0 0 - - - - - -

7 4 2 0.5 78 27.8 0 0 0 0 0 0 0 0 - - - - - -

11 2 0.5 82 47.8 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

21 0 0 87 60.8 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

8 4 1 0.3 96 73.3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

 成虫  幼虫  合計  成虫  幼虫  合計  成虫  幼虫  合計  成虫  幼虫  合計

22 5 120 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0.02 0 0.02 - - -

24 8 0.08 0 0.08 0 0 0 0 0 0 0 0 8 0.02 0.08 0.1 - - -

6 3 14 0.12 0.02 0.14 2 0.02 0 0.02 0 0 0 0 28 0.02 0.56 0.58 - - -

13 10 0.06 0.04 0.1 26 0 0.3 0.3 0 0 0 0 64 0.02 1.7 1.72 - - -

22 22 0.02 0.2 0.22 54 0.02 0.96 0.98 4 0 0.04 0.04 64 0.04 1.6 1.64 - - -

7 4 26 0.1 0.2 0.3 22 0 0.38 0.38 6 0.02 0.04 0.06 32 0.08 0.32 0.4 0 0 5.5

11 12 0 0.2 0.2 6 0 0.08 0.08 2 0.02 0 0.02 2 0 0.02 0.02 0 0 8

21 12 0 0.12 0.12 10 0 0.1 0.1 6 0 0.06 0.06 16 0 0.24 0.24 0 0 9.5

8 4 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 10 0 0.12 0.12 0 0 0

食害
株率

被害
度

成虫数
／株

食害
株率

食害
葉数/
株

幼虫
寄生
株率

幼虫
数/株

22 5 1282 21.5 0.02 0 0 0 0

24 78 19.5 0.06 0 0 0 0

6 3 2 0.5 0 0 0 0 0

13 0 0 0 0 0 0 0

22 - - - 0 0 0 0

7 4 - - - 0 0 0 0

11 - - - 0 0 2 0.02

21 - - - 0 0 0 0

8 4 - - - 0 0 0 0

作物：早期水稲 品種：コシヒカリ

寄生
株率

寄生
株率

 葉いもち 紋枯病 ばか苗病 ごま葉枯病萎縮病

株当虫数

ﾋﾒﾄﾋﾞｳﾝｶ

調査時期

調査時期

ｾｼﾞﾛｳﾝｶ

他の
ｶﾒﾑｼ

寄生
株率

寄生
株率

株当虫数株当虫数 ﾎｿﾊﾘ
ｶﾒﾑｼ

ｼﾗﾎｼ
ｶﾒﾑｼ

ｺﾌﾞﾉﾒｲｶﾞ

調査時期

ｲﾈﾐｽﾞｿﾞｳﾑｼ

株当虫数

   ｶﾒﾑｼ数／20回振
り

穂いもち

ﾄﾋﾞｲﾛｳﾝｶ ﾂﾏｸﾞﾛﾖｺﾊﾞｲ

籾枯細菌病縞葉枯病
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発病
株率

発病
度

発病
株率

発病
度

発病
株率

発病
度

発病
株率

発病
度

発病
株率

発病
度

発病
株率

発病
度

発病
株率

病穂
率

発病
度

発病
株率

発病
穂率

発病
度

22 7 4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 - - - - - -

11 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 - - - - - -

21 0 0 13 3.3 0 0 0 0 0 0 0 0 - - - - - -

8 4 0 0 23 7 0 0 0 0 0 0 0 0 - - - - - -

16 1 0.3 52 22.3 0 0 0 0 0 0 0 0 - - - - - -

26 4 1 39 23.5 0 0 0 0 0 0 0 0 - - - - - -

9 9 0 0 87 60.3 0 0 0 0 0 0 0 0 - - - - - -

13 - - 82 59.8 0 0 0 0 0 0 1 0.3 0 0 0 0 0 0

28 - - 90 69 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

 成虫  幼虫  合計  成虫  幼虫  合計  成虫  幼虫  合計  成虫  幼虫  合計

22 7 4 6 0.06 0 0.06 0 0 0 0 0 0 0 0 8 0.02 0.08 0.1 - - -

11 12 0.02 0.14 0.16 26 0.12 0.18 0.3 0 0 0 0 14 0 0.2 0.2 - - -

21 24 0 0.3 0.3 90 0.26 2.92 3.18 4 0.02 0.02 0.04 24 0 0.32 0.32 - - -

8 4 12 0.1 0.02 0.12 76 0.66 1.16 1.82 36 0.12 0.38 0.5 30 0.06 0.46 0.52 - - -

16 28 0.06 0.24 0.3 78 0.4 1.82 2.22 42 0.16 0.54 0.7 20 0.02 0.3 0.32 - - -

26 44 0.02 1.06 1.08 58 0.18 1.02 1.2 36 0.34 0.5 0.84 30 0.02 0.56 0.58 - - -

9 9 4 0.02 0.04 0.06 46 0.06 1.16 1.22 56 0.66 0.4 1.06 14 0 0.14 0.14 0 0 2.3

13 8 0 0.08 0.08 90 0.02 9.38 9.4 44 0.66 0.18 0.84 10 0.02 0.1 0.12 0 0 0.8

28 8 0 0.08 0.08 16 0.02 0.18 0.2 56 1.16 0.08 1.24 0 0 0 0 0.3 0 0.3

食害
株率

被害
度

成虫
数／
株

食害
株率

食害
葉数/
株

幼虫
寄生
株率

幼虫
数/株

食害
株率

幼虫
寄生
株率

幼虫
数/株

食害
株率

幼虫
寄生
株率

幼虫
数/株

食害
株率

幼虫
数/株

22 7 4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

11 - - - 2 0.04 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

21 - - - 2 0.06 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

8 4 - - - 14 0.22 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

16 - - - 12 0.16 2 0.02 0 0 0 0 0 0 0 0

26 - - - 8 0.12 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

9 9 - - - 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

13 - - - 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

28 - - - 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

食害
株率

幼虫
寄生
株率

幼虫
数/株

食害
株率

幼虫
寄生
株率

幼虫
数/株

22 7 4 0 0 0 0 0 0

11 0 0 0 0 0 0

21 0 0 0 0 0 0

8 4 0 0 0 0 0 0

16 0 0 0 0 0 0

26 0 0 0 0 0 0

9 9 0 0 0 0 0 0

13 0 0 0 0 0 0

28 0 0 0 0 0 0

調査時期

ﾋﾒﾄﾋﾞｳﾝｶ ｾｼﾞﾛｳﾝｶ

作物：普通期水稲 品種：にこまる

調査時期

 葉いもち 紋枯病 ばか苗病

ﾎｿﾊﾘｶ
ﾒﾑｼ

萎縮病 縞葉枯病 ごま葉枯病 穂いもち 籾枯細菌病

ﾄﾋﾞｲﾛｳﾝｶ ﾂﾏｸﾞﾛﾖｺﾊﾞｲ

調査時期

ｲﾈﾖﾄｳ ｱﾜﾖﾄｳ

ｼﾗﾎｼｶ
ﾒﾑｼ

ﾌﾀﾋﾞｵｺﾔｶﾞ

   ｶﾒﾑｼ数／20回振
り寄生

株率
株当虫数 寄生

株率
株当虫数 他のｶ

ﾒﾑｼ

調査時期

ｲﾈﾐｽﾞｿﾞｳﾑｼ ｺﾌﾞﾉﾒｲｶﾞ ﾆｶﾒｲｶﾞ ｲﾁﾓﾝｼﾞｾｾﾘ

寄生
株率

株当虫数 寄生
株率

株当虫数
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発病
株率

発病
度

発病
株率

発病
度

発病
株率

発病
度

発病
株率

発病
度

発病
株率

発病
度

発病
株率

発病
度

発病
株率

病穂
率

発病
度

発病
株率

発病
穂率

発病
度

22 7 6 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 - - - - - -

13 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 - - - - - -

26 0 0 9 2.3 0 0 0 0 0 0 0 0 - - - - - -

8 4 2 0.5 12 3 0 0 0 0 0 0 0 0 - - - - - -

16 0 0 50 22.3 0 0 0 0 0 0 0 0 - - - - - -

27 0 0 61 38.5 0 0 0 0 0 0 0 0 - - - - - -

9 9 0 0 76 46.3 0 0 0 0 0 0 1 0.3 0 0 0 0 0 0

13 - - 78 56.8 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

28 - - 80 62 0 0 0 0 0 0 3 0.8 0 0 0 0 0 0

 成虫  幼虫  合計  成虫  幼虫  合計  成虫  幼虫  合計  成虫  幼虫  合計

22 7 6 6 0.06 0 0.06 6 0 0.06 0.06 0 0 0 0 4 0 0.22 0.22 - - -

13 6 0.06 0 0.06 6 0.04 0.02 0.06 0 0 0 0 6 0.02 0.04 0.06 - - -

26 20 0.02 0.22 0.24 66 0.2 7.26 7.46 4 0.04 0 0.04 20 0.02 0.22 0.24 - - -

8 4 8 0.02 0.08 0.1 70 0.38 0.86 1.24 34 0.02 0.4 0.42 28 0.02 0.38 0.4 - - -

16 8 0.02 0.08 0.1 52 0.2 0.8 1 30 0.04 0.38 0.42 14 0.04 0.1 0.14 - - -

27 24 0.02 0.36 0.38 46 0.12 0.38 0.5 12 0.14 0.1 0.24 8 0 0.1 0.1 - - -

9 9 8 0 0.08 0.08 8 0.04 0.06 0.1 66 0.1 2.22 2.32 4 0 0.04 0.04 0 0 1.75

13 18 0.02 0.2 0.22 38 0.1 0.68 0.78 20 0.16 0.1 0.26 4 0 0.04 0.04 0 0 0.5

28 8 0 0.08 0.08 8 0.04 0.06 0.1 66 0.1 2.22 2.32 4 0 0.04 0.04 0 0 0

食害
株率

被害
度

成虫
数／
株

食害
株率

食害
葉数/
株

幼虫
寄生
株率

幼虫
数/株

食害
株率

幼虫
寄生
株率

幼虫
数/株

食害
株率

幼虫
寄生
株率

幼虫
数/株

食害
株率

幼虫
数/株

22 7 6 0 0 0.08 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

13 - - - 2 0.02 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

26 - - - 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

8 4 - - - 20 0.28 0 0 0 0 0 0 2 0.02 0 0

16 - - - 18 0.28 2 0.02 0 0 0 2 0 0 0 0

27 - - - 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

9 9 - - - 4 0.08 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

13 - - - 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

28 - - - - - - - 0 0 0 0 0 0 0 0

食害
株率

幼虫
寄生
株率

幼虫
数/株

食害
株率

幼虫
寄生
株率

幼虫
数/株

22 7 6 0 0 0 0 0 0

13 0 0 0 0 0 0

26 0 0 0 0 0 0

8 4 0 0 0 0 0 0

16 0 0 0 0 0 0

27 0 0 0 0 0 0

9 9 0 0 0 0 0 0

13 0 0 0 0 0 0

28 0 0 0 0 0 0

ﾆｶﾒｲｶﾞ ｲﾁﾓﾝｼﾞｾｾﾘ ﾌﾀﾋﾞｵｺﾔｶﾞ

籾枯細菌病縞葉枯病 ごま葉枯病

   ｶﾒﾑｼ数／20回振
り

穂いもち

ﾄﾋﾞｲﾛｳﾝｶ ﾂﾏｸﾞﾛﾖｺﾊﾞｲ

調査時期

ｲﾈﾐｽﾞｿﾞｳﾑｼ

株当虫数

ｲﾈﾖﾄｳ ｱﾜﾖﾄｳ

調査時期

ｺﾌﾞﾉﾒｲｶﾞ

他の
ｶﾒﾑｼ

寄生
株率

寄生
株率

株当虫数株当虫数 ﾎｿﾊﾘ
ｶﾒﾑｼ

ｼﾗﾎｼ
ｶﾒﾑｼ

萎縮病

株当虫数

ﾋﾒﾄﾋﾞｳﾝｶ

調査時期

調査時期

ｾｼﾞﾛｳﾝｶ

作物：普通期水稲 品種：ヒノヒカリ

寄生
株率

寄生
株率

 葉いもち 紋枯病 ばか苗病
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22 3 4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

14 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

25 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

4 6 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

13 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

27 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

5 12 0 0 0 0 5 1.3 0 0 3 1 0 0

24 0 0 2 0.8 0 0 0 0 4 1.3 0 0

22 3 4 0 0 0 0

14 1 0.01 0 0

25 6 0.08 0 0

4 6 16 0.3 0 0

13 6 0.08 0 0

27 2 0.03 0 0

5 12 0 0 0 0

24 0 0 0 0

22 3 4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

14 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

30 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

4 5 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

13 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

27 0 0 8 2 0 0 0 0 1 0.3 0 0

5 12 0 0 25 7.5 0 0 0 0 3 1 0 0
24 0 0 14 8.3 0 0 0 0 0 0 0 0

さび病類

発病
茎率

発病度 発病度

ﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ類

発病
茎率

発病度
調査時期

発病度

黒節病うどんこ病 萎縮病類

発病
茎率

発病度
発病
茎率

発病
穂率

発病度

赤かび病 黒穂病

発病
穂率

黒節病

調査時期

黒穂病

発病
穂率

発病度発病度

虫数
/1茎

発病
穂率

赤かび病

発病度

発生
茎率

作物：小麦 品種：シロガネコムギ

発病
茎率

発病度

さび病類 うどんこ病 萎縮病類

調査時期

作物：小麦 品種：チクゴイズミ

発病
茎率

発病
茎率

発病度
発病
茎率

発病度

アブラムシ類

虫数
/1茎

発生
茎率
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22 3 4 0 0 0 0

14 2 0.02 0 0

30 5 0.05 0 0

4 5 5 0.05 0 0

13 4 0.04 0 0

27 4 0.2 0 0

5 12 3 0.6 0 0

24 2 0.2 0 0

22 3 4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

14 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

30 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

4 6 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

14 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

27 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

5 12 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

22 3 4 0 0 0 0 0 0 0 0

14 0 0 0 0 0 0 0 0

30 0 0 0 0 5 0.1 0 0

4 6 0 0 0 0 11 0.2 0 0

14 0 0 0 0 30 1.1 0 0

27 4 1.3 0 0 2 0.02 0 0

5 12 0 0 0 0 0 0 0 0

発生
茎率

調査時期

赤かび病 黒穂病

発病
穂率

発病度
発病
穂率

発病度

発病度

黒節病

発病
茎率

発病度

アブラムシ類 ﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ類

斑葉病 網斑病

発病
茎率

虫数
/1茎

発生
茎率

虫数
/1茎

発病
茎率

発病度
発病
茎率

発病度
発病
茎率

作物：大麦 品種：はるか二条

調査時期

さび病類 うどんこ病

発病度

調査時期

アブラムシ類 ﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ類

発生
茎率

虫数
/1茎

発生
茎率

虫数
/1茎

- 24 -



22 3 4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

14 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

30 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

4 4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

15 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

27 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0.7 0 0

5 12 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

22 3 4 0 0 0 0

14 0 0 0 0

30 5 0.05 0 0

4 4 4 0.08 0 0

15 10 0.1 0 0

27 7 0.2 0 0

5 12 5 0.08 0 0

作物：裸麦

調査時期

黒穂病

発病度

うどんこ病

品種：御島裸

さび病類

虫数
/1茎

発病度 発病度
発病
茎率

発病度
発病
茎率

発病度 発病度
発病
穂率

発病
穂率

赤かび病

調査時期

アブラムシ類 ﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ類

発病
茎率

虫数
/1茎

発生
茎率

発病
茎率

萎縮病類

発生
茎率

黒節病
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22 8 16 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

26 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

9 9 58 14.5 8 2 0 0 0 0 0 0 0

13 82 20.5 4 1 0 0 0 4 0.04 0 0

28 96 24.0 32 8 0 0 0 2 0.8 4 0.04

10 11 64 16 74 23.5 0 0 0 0 0 0 0

25 10 2.5 100 54 0 0 0 0 0 0 0

22 8 16 0 0 2 0.02 0 0

26 4 0.04 0 0 0 0

9 9 2 0.02 0 0 0 0

13 2 0.02 0 0 0 0

28 14 0.2 10 0.5 0 0

10 11 2 0.04 0 0 0 0

25 2 0.02 0 0 0 0

（子実調査）

調査時期

年 月 日

調査時期

年 月 日

発病度

ﾀﾞｲｽﾞｻﾔﾀﾏﾊﾞｴ カメムシ類

寄生
株率

寄生虫
数/株

寄生
株率

アブラムシ類

寄生虫
数/株

コガネムシ類

寄生
株率

寄生虫
数/株

吸実性カメムシ類

期 被害粒率

調査時期 紫斑病

被害粒率

22 11 上 0.3 3.5 6.4

年 月 被害莢率

作物：大豆 品種：フクユタカ

発病
株率

発病度

べと病 葉焼病 ウイルス病

発病
株率

発病度
発病
株率

ハスモンヨトウ ウワバ類

寄生虫
数/株

寄生
株率

白変葉
数/a

寄生虫
数/株

寄生
株率

- 26 -



作物：温州みかん 品種：原口早生 樹齢：　8年生

倍数
22 アクタラ粒剤 -

フロンサイドSC 2000

エクシレルSE 2000

ジマンダイセン水和剤 600

エクシレルSE 2000

ジマンダイセン水和剤 2000

調査時期

葉 果実 葉 果実 葉 果実 葉 果実
発病葉率 発病果率 発病葉率 発病果率 発病葉率 発病果率 発病葉率 発病果率

22 3 8 0 - 0 - 3 - 0 -

3 18 0 - 0 - 3 - 1 -

3 28 0 - 0 - 1 - 1 -

4 6 1 - 0 - 3 - 0 -

4 15 2 - 0 - 0 - 0 -

4 27 0 - 4 - 0 - 0 -

5 6 3 - 2 - 0 - 0 -

5 16 22 0 33 0 0 0 0 0

5 25 35 0 31 0 0 0 0 0

6 6 43 82 24 71 1 0 0 0

6 16 30 97 31 71 0 0 0 0

6 29 52 98 40 88 4 0 0 0

7 7 49 100 40 78 0 0 0 0

7 18 56 93 46 70 0 0 0 0

7 28 96 77 46 69 0 0 0 0

8 5 100 70 53 64 0 0 0 0

8 16 97 95 57 61 11 6 3 1

8 25 73 87 54 56 7 6 2 1

9 6 72 80 46 59 11 6 4 3

9 15 64 78 37 57 10 10 4 2

9 28 55 76 33 55 11 12 4 2

10 6 60 72 34 58 12 13 4 3

10 14 55 69 33 54 12 16 4 3

10 25 59 70 34 58 14 19 3 3

調査時期 無防除区 防除区 無防除区 防除区 無防除区 防除区 無防除区 防除区

発病果率 発病果率 寄生葉率 寄生葉率 被害果率 被害果率 寄生新梢率 寄生新梢率

22 3 8 0 - 0 1 - - - -
3 18 0 - 1 1 - - - -
3 28 0 - 2 0 - - - -
4 6 0 - 4 0 - - 0 0
4 15 0 - 0 6 - - 0 0
4 27 0 - 0 0 - - 0 0
5 6 0 - 0 0 - - 0 0
5 16 0 - 0 0 - - 0 0
5 25 0 - 0 1 - - 0 0
6 6 0 0 15 3 0 0 0 0
6 16 0 0 13 16 0 0 0 0
6 29 0 0 2 3 0 0 0 0
7 7 1 0 0 0 0 0 0 0
7 18 1 0 0 1 0 0 0 0
7 28 0 0 0 0 0 0 0 0
8 5 0 0 0 0 0 0 0 0
8 16 5 1 0 3 0 0 0 0
8 25 11 4 5 0 0 0 0 0
9 6 16 16 1 0 0 0 0 0
9 15 20 3 0 0 0 0 0 0
9 28 23 4 0 0 0 0 0 0
10 6 1 6 0 0 0 0 0 0
10 14 15 6 0 0 0 0 0 0
10 25 11 8 0 0 0 0 0 0

アブラムシ類

かいよう病

5.31

そうか病

7.5

黒点病 ミカンハダニ ミカンサビダニ

散布月日

無防除区

薬剤名

無防除区 防除区

4.19

防除区

5.12

7.5

5.31

- 27 -



調査時期
果梗部 果頂部 果梗部 果頂部
被害果率 被害果率 被害果率 被害果率 寄生果率 寄生果率 寄生果率 寄生果率

22 6 6 0 0 0 0 0 0 0 0

6 16 0 0 0 0 0 0 0 0

6 29 0 0 0 0 0 0 0 0

7 7 1 0 0 0 0 0 0 0

7 18 1 0 0 0 0 0 0 0

7 28 0 0 0 0 0 0 0 0

8 5 0 0 0 0 0 0 0 0

8 16 2 5 1 5 0 0 3 0

8 25 3 10 0 10 0 0 7 0

9 6 2 13 0 13 0 0 8 0

9 15 2 14 0 14 0 0 11 0

9 28 3 18 0 18 0 0 11 0

10 6 3 18 0 18 0 0 13 0

10 14 4 21 0 21 0 0 16 0

10 25 5 21 0 21 0 0 18 0

作物：　び　わ 品種：　長崎早生（無防除） 樹齢：　9年生

発生 発生 発生 発生 発生 発生 発生 発生
葉率 枝葉率 葉率 枝葉率 葉率 枝葉率 葉率 枝葉率

22 3 23 1.2 12 10.4 62 0 0 0 0
4 6 0.5 6 7.4 60 0.4 5 0 0
4 15 0.3 2 0 0 0 0 0 0
4 27 0 0 0 0 0 0 0 0
5 6 0 0 0 0 0 0 0 0
5 16 0.2 2 0 0 0.1 1 0 0
5 25 0.3 2 0 0 0 0 0 0
6 6 0.4 3 0 0 0 0 0 0
6 16 0 0 0.1 1 0.1 1 0 0
6 29 0.2 2 0 0 0 0 0 0
7 7 0.1 1 0.5 3 0 0 0 0
7 18 0.1 1 0.6 5 0 0 0.1 1
7 28 0.2 2 0.6 5 0 0 0.1 1
8 5 0.1 1 0.2 2 0 0 0 0
8 16 0.5 4 0.9 7 0 0 0 0
8 25 0.7 5 1.4 10 0 0 0.2 2
9 6 0.5 4 1.5 9 0 0 0 0
9 15 0.1 1 0.7 6 0 0 0 0
9 28 0.6 5 0.6 5 0 0 0 0
10 6 0.5 4 1.2 10 0 0 0 0
10 14 0.2 2 1.3 11 0 0 0 0
10 25 0.1 1 1.0 9 0 0 0 0

発生 発生 発生 発生 発生 発生
葉率 枝葉率 葉率 枝葉率 葉率 枝葉率

22 3 23 0 0 0 0 0 0
4 6 0 0 2.0 0 0 0
4 15 0 0 0 0 0.00 2
4 27 0 0 0 0 0.00 3
5 6 0 0 0 0 0 0
5 16 0 0 0 0 0 0
5 25 0.2 2 0 0 0 0
6 6 0 0 0 0 0 0
6 16 1.4 11 0 0 0 0
6 29 3.6 22 0 0 0 0
7 7 5.2 29 0 0 0 0
7 18 1.3 8 0 0 0 0
7 28 0.4 3 0 0 0 0
8 5 1.4 8 0.2 2 0 0
8 16 0.9 7 0 0 0.00 1
8 25 1.3 11 0.1 1 0.00 1
9 6 1.1 9 0 0 0 0
9 15 0.4 3 0 0 0 0
9 28 0.1 1 0 0 0 0
10 6 0 0 0 0 0 0
10 14 0 0 0 0 0 0
10 25 0 0 0 0 0 0

調査時期

がんしゅ病 灰斑病

ﾊﾏｷﾑｼ類 ﾅｼﾏﾙｶｲｶﾞﾗﾑｼ

無防除区 防除区

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類

褐斑病

調査時期

チャノキイロアザミウマ ヤノネカイガラムシ マルカイガラムシ類

ﾅｼﾋﾒｼﾝｸｲ

無防除区 防除区
無防除区 防除区
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葉巻病 モザイク病 青枯病 疫病 ｼﾞｬｶﾞｲﾓｶﾞ

22 4 6 0 0 0 0 4 0.06 0
15 0 0 0 0 2 0.02 0
22 0 0 0 0 2 0.02 0

5 6 0 0 0 0 30 0.42 0
17 0 0 0 0 10 0.40 0

ﾖﾄｳﾑｼ類

22 4 6 0 0 0 0 0 2 0.02
15 0 0 0 0 0 8 0.08
22 0 0 0 0 0 6 0.06

5 6 4 0 0 0 0 6 0.18
17 0 0 0 0 0 60 3.48

葉巻病 モザイク病 青枯病 疫病 ｼﾞｬｶﾞｲﾓｶﾞ

22 10 6 0 0 0 0 4 0.04 0
14 0 0 0 0 0 0 0
25 0 0 0 0 0 0 0

11 4 0 0 0 0 2 0.64 0
14 0 0 0 0 2 0 0
24 0 0 0 0 28 1.02 0

12 6 0 0 0 0 62 3.3 0

ﾖﾄｳﾑｼ類

22 10 6 0 0 0 0 0 0 0
14 2 2 0.02 0 0 2 0.02
25 8 0 0 0 0 0 0

11 4 10 2 0.02 0 0 0 0
14 0 0 0 0 0 0 0
24 8 0 0 2 0.02 0 0

12 6 0 0 0 0 0 0 0

作物：ジャガイモ（秋作） 品種：ニシユタカ 植え付け：2022年9月15日

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類

発病株率 発病株率 寄生株率 株当虫数

作物：ジャガイモ（春作） 品種：ニシユタカ 植え付け：2022年 2月8日

調査時期 ｱﾌﾞﾗﾑｼ類

寄生株率 株当虫数 被害株率年 月 日 発病株率 発病株率

期 被害株率 寄生株率 株当虫数

発病株率 発病株率

調査時期 ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ ｼﾛｲﾁﾓｼﾞﾖﾄｳ ﾆｼﾞｭｳﾔﾎｼﾃﾝﾄｳ

寄生株率 株当虫数 寄生株率 株当虫数年 月

被害株率

調査時期 ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ ｼﾛｲﾁﾓｼﾞﾖﾄｳ ﾆｼﾞｭｳﾔﾎｼﾃﾝﾄｳ

発病株率

調査時期

年 月

株当虫数年 月 期 被害株率 寄生株率

日 発病株率

株当虫数 寄生株率 株当虫数 寄生株率
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白色疫病 べと病 ﾎﾞﾄﾘﾁｽ葉枯病 黒点葉枯病 黒斑病 ｱｻﾞﾐｳﾏ ｱﾌﾞﾗﾑｼ類

22 12 15 0 0 0 0 0 12 0
27 0 0 0 0 0 12 2

23 1 6 0 0 0 0 0 14 0
16 0 0 0 0 0 18 0
27 0 0 0 0 0 8 0

2 9 0 0 0 0 0 44 0
17 0 0 0 0 0 54 0
28 0 0 0 17 0 58 0

3 16 0 0 0 0 0 80 0
27 0 0 0 0 0 84 0

白色疫病 べと病 ﾎﾞﾄﾘﾁｽ葉枯病 黒点葉枯病 黒斑病 ｱｻﾞﾐｳﾏ ｱﾌﾞﾗﾑｼ類

22 12 27 0 0 0 0 0 6 0
23 1 6 0 0 0 0 0 8 0

16 0 0 0 0 0 2 0
27 0 0 0 0 0 2 0

2 9 0 0 0 0 0 20 0
17 0 0 0 0 0 24 0
28 0 0 0 0 0 32 0

3 16 0 0 0 0 0 50 4
27 0 0 0 0 0 84 0

4 7 0 0 0 3 0 100 0
17 0 7 0 0 0 100 0
26 0 1 0 16 0 100 0

被害株率

植え付け：2022年12月6 日

調査時期

年 月

植え付け：2022年11月15日作物：タマネギ 品種：トップゴールド

日 発病株率 発病株率

発病株率

発病株率 発病株率

作物：タマネギ 品種：ターザン

発病株率年 月 日 発病株率 発病株率 発病株率 被害株率 被害株率

発病株率 被害株率

調査時期
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品種： ピクセル

黒腐病 ベと病 コナジラミ類

22 10 14 0 0 10 0 0 0 0
10 25 0 0 0 0 0 4 0.5
11 4 0 0 2 12 0.1 20 0.8
11 14 0 0 0 0 0 6 1.8
11 24 0 0 0 8 0.1 4 0.7
12 6 0 0 0 2 0.2 10 0.2
12 15 0 0 0 2 0.04 10 0.3
12 27 0 0 0 0 0 2 0.02

23 1 6 2 0 0 0 0 0 0
1 16 0 0 0 0 0 0 0

22 10 14 0 0 0 0 0 0 0 0

10 25 0 0 2 0.02 2 0.02 8 0.1

11 4 4 2.0 28 0.3 0 0 10 0.1

11 14 4 2.8 14 0.1 2 0.02 12 0.2

11 24 8 0.1 28 0.4 14 0.1 0 0

12 6 2 2.0 40 0.6 12 0.1 28 0.3
12 15 0 0 32 0.4 2 0.02 14 0.2
12 27 0 0 16 0.2 2 0.02 18 0.2

23 1 6 0 0 22 0.2 0 0 8 0.1
1 16 0 0 16 0.2 0 0 4 0.04

22 10 14 0 0 2 0.02 0 0 2 0.04
10 25 0 0 0 0 0 0 8 0.1
11 4 0 0 0 0 2 0.02 6 1.3
11 14 0 0 0 0 0 0 12 5.1
11 24 4 0.04 0 0 0 0 46 15.9
12 6 10 0.1 0 0 0 0 60 26.0
12 15 8 0.1 0 0 0 0 60 21.1
12 27 20 0.2 0 0 0 0 44 17.6

23 1 6 8 0.1 0 0 0 0 40 12.5
1 16 6 0.1 0 0 0 0 24 5.7

作物：ブロッコリー

調査時期 シロイチモジヨトウ ヨトウガ

調査時期 ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ コナガ オオタバコガ ウワバ類

年 月 日 発病株率 発病株率

株当虫数 寄生株率

寄生株率 株当虫数 寄生株率 株当虫数寄生株率

株当虫数

調査時期 モンシロチョウ その他チョウ目 ハイマダラノメイガ アブラムシ類

年 月 日 寄生株率

年 月 日 寄生株率 株当虫数 寄生株率 株当虫数 寄生株率 株当虫数 寄生株率 株当虫数

植え付け：2022年10月6日

株当虫数 寄生株率 株当虫数 寄生株率
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（３）　予察灯並びにトラップによる誘殺成績

ａ 　ウンカ類（セジロウンカ、トビイロウンカ、ヒメトビウンカ）、コブノメイガ （2022年調査）

セジロウンカ トビイロウンカ ヒメトビウンカ ｺﾌﾞﾉﾒｲｶﾞ ﾆｶﾒｲｶﾞ

諫早 佐世保 島原 岐宿 諫早 佐世保 島原 岐宿 諫早 佐世保 島原 岐宿 諫早 諫早

白熱 ネット 白熱 白熱 白熱 白熱 ネット 白熱 白熱 白熱 白熱 ネット 白熱 白熱 白熱
フェロモン
トラップＡ

フェロモン
トラップＢ

フェロモン
トラップ

4 1 - - － － － - - － － － - - － － － － － －

2 - - － － － - - － － － - - － － － － － －

3 - - － － － - - － － － - - － － － － － －

4 - 0 － － － - 0 － － － - 0 － － － － － －

5 - 0 － － － - 0 － － － - 0 － － － － － －

6 - 0 － － － - 0 － － － - 0 － － － － － －
5 1 0 0 － － － 0 0 － － － 0 0 － － － － － －

2 0 0 － － － 0 0 － － － 0 0 － － － － － －

3 0 0 － － － 0 0 － － － 0 2 － － － － － －

4 0 0 － － － 0 0 － － － 0 8 － － － － － －

5 0 0 － － － 0 0 － － － 0 7 － － － － － －

6 0 0 － － － 0 0 － － － 0 2 － － － - － －
6 1 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 - - 0

2 0 0 0 0 14 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 10 - 0

3 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 4 - 0

4 0 0 0 0 8 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0

5 16 5 6 0 22 0 0 4 0 6 0 1 0 0 3 2 1 0

6 3 0 0 0 1 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0
7 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0

2 8 0 1 3 26 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0

3 14 0 0 1 28 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 6 4 0

4 70 1 5 197 37 5 0 0 6 3 2 0 0 0 2 7 10 0

5 38 0 1 28 26 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 7 0 0

6 40 0 4 9 3 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 3 2 0
8 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 2 0 0 0 0 0 6 0 0

2 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 13 2 0

3 3 0 1 1 15 0 0 0 0 4 0 0 0 0 0 5 2 0

4 11 0 2 23 141 1 0 0 3 16 9 0 0 0 1 12 5 0

5 39 5 0 40 324 1 0 0 1 6 0 0 0 0 150 20 1 0

6 2 4 1 15 1 0 1 0 8 0 0 1 0 0 1 40 3 0
9 1 0 1 0 4 45 0 0 0 1 11 0 0 0 0 11 27 0 0

2 3 1 0 5 49 0 6 0 0 20 0 0 0 0 0 26 1 0

3 0 0 1 6 21 0 0 0 7 18 0 0 0 2 1 15 1 0

4 0 － 0 0 1 0 － 0 0 3 0 － 0 0 0 - - -

5 0 － - 6 1 1 － - 23 13 0 － - 0 0 - - -

6 1 － 0 2 1 2 － 0 10 8 0 － 0 0 0 - - -
10 1 1 － － － － 0 － － － － 0 － － － － － － -

2 0 － － － － 0 － － － － 0 － － － － － － -

3 0 － － － － 0 － － － － 0 － － － － － － -

4 0 － － － － 0 － － － － 0 － － － － － － -

5 0 － － － － 0 － － － － 0 － － － － － － -

6 0 － － － － 0 － － － － 0 － － － － － － -

251 18 24 340 766 0 7 5 61 112 13 23 0 2 169 206 32 0

※白熱：６０Ｗ白熱灯（予察灯）

※ネット　・ネットトラップA：予察圃場横　　・ネットトラップB：防除所横

※フェロモントラップＡ（早期水稲 6/3に設置）、フェロモントラップＢ（6月3日田植えに6/10に設置)
※データ欄の空欄は未調査、－は欠測

合計

月
半
旬
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ｂ　ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ、ｵｵﾀﾊﾞｺｶﾞ、ﾅｼﾋﾒｼﾝｸｲ、ﾁｬﾉｺｶｸﾓﾝﾊﾏｷ、ﾁｬﾉﾎｿｶﾞ、ﾁｬﾉｷｲﾛｱｻﾞﾐｳﾏ、ﾂﾏｼﾞﾛｸｻﾖﾄｳ （２０２２年調査）

2022 平年 2022 平年 2022 平年 2022 5か年平均 2022 5か年平均 2022 平年

1 0 1.5 0 0.3 0 18.6 0 29.3 160 260.1 11 0.6

2 4 10.9 0 0.8 3 12.8 2 60.2 227 80.3 16 0.9

3 3 16.5 0 0.9 2 8.5 2 84.5 154 82.8 7 0.4

4 0 15.9 0 0.9 0 4.5 5 188.2 104 100.0 4 0.2

5 0 22.0 0 1.8 0 1.9 10 195.3 194 107.3 1 0.4

6 71 22.9 1 2.3 3 1.7 43 113.4 1 58.4 1 0.6

1 63 22.4 8 5.0 0 2.7 43 77.3 1 50.9 7 1.3

2 44 42.4 0 4.3 7 1.9 43 128.8 1 40.1 7 3.8

3 19 48.1 5 3.4 10 4.1 43 104.8 1 35.9 6 3.6

4 5 69.1 4 6.9 7 7.1 17 43.4 78 81.8 3 3.9

5 5 50.6 1 1.3 14 10.4 21 42.1 384 736.3 2 5.8

6 6 44.6 1 2.6 4 17.8 3 28.7 2,881 1730.5 2 8.4

1 22 39.4 1 0.5 17 17.7 4 36.1 3,241 2534.3 62 26.9

2 92 51.9 0 0.3 17 10.8 33 54.2 2,012 1930.3 43 30.2

3 5 35.6 0 1.1 8 10.5 96 172.3 923 675.3 114 34.2

4 12 51.0 0 1.4 3 4.7 547 468.9 428 518.4 66 27.2

5 88 55.5 7 7.1 3 9.8 223 484.8 98 191.6 130 30.4

6 35 98.1 3 7.0 6 9.5 51 359.5 954 291.7 58 25.9

1 13 75.5 0 5.1 1 14.2 59 231.0 2,155 692.6 50 16.5

2 15 80.9 0 2.9 20 21.8 74 83.1 2,719 1069.0 24 12.4

3 25 82.6 1 1.3 12 21.8 13 18.0 1,861 1012.7 18 12.5

4 29 44.5 0 0.3 7 18.6 31 29.6 392 805.1 31 12.9

5 76 55.0 1 0.1 9 21.6 131 125.9 211 327.9 60 13.1

6 43 72.9 0 0.5 8 17.4 214 334.1 136 574.0 16 20.3

1 9 70.0 0 0.1 2 15.2 324 152.9 579 794.6 77 21.1

2 19 76.8 0 0.8 4 12.6 291 94.8 2,007 565.3 94 19.2

3 20 63.4 0 0.3 1 12.9 90 27.3 1,634 926.2 148 16.6

4 61 53.4 0 0.0 5 14.6 66 13.2 460 813.0 126 16.5

5 29 96.0 0 0.6 7 14.5 18 15.1 267 380.7 25 21.4

6 29 119.3 0 1.5 3 13.5 95 59.6 965 456.3 30 24.4

1 43 100.4 0 0.6 2 12.0 239 106.4 778 381.3 62 21.1

2 81 80.1 0 0.4 14 16.8 0 229.5 0 685.3 21 22.5

3 10 96.8 0 1.4 12 12.7 0 331.8 0 1402.1 11 12.2

4 164 149.3 0 1.0 11 14.9 － 195.2 － 608.9 1 14.6

5 111 115.4 0 1.8 8 12.9 － 131.6 － 373.2 28 8.9

6 43 117.3 0 2.4 9 16.1 － 94.4 － 332.4 25 7.8

1 48 169.4 0 4.8 0 12.3 － 55.2 － 180.5 63 9.3

2 63 110.8 2 5.5 2 5.8 － 25.7 － 123.8 4 5.7

3 34 114.1 0 6.9 5 3.0 － 15.1 － 214.1 － 3.3

4 33 86.1 6 9.3 － 2.3 － 9.4 － 137.9 － 1.7

5 26 85.1 7 7.9 － 1.4 － 7.8 － 249.6 － 1.0

6 28 137.6 15 9.0 － 0.6 － 19.5 － 210.4 － 1.0
11 1 16 73.3 10 4.3 － 1.0 － 8.0 － 107.3 － －

2 12 117.5 3 14.0 － 0.0 － 5.9 － 105.8 － －

3 21 62.4 1 6.8 － 0.0 － 8.2 － 99.0 － －

4 24 54.4 6 4.6 － － － 9.3 － 96.1 － －

5 48 38.3 0 6.9 － － － 10.9 － 101.0 － －

6 95 18.3 2 1.1 － － － 6.5 － 23.7 － －

1,742 3,315 85 149 246 466 2,828 5,127 26,006 23,356 1,454 521

＊ﾁｬﾉｺｶｸﾓﾝﾊﾏｷ､ﾁｬﾉﾎｿｶﾞは農林技術開発センター茶業研究室の調査

＊平年値はハスモンヨトウ、オオタバコガ、ナシヒメシンクイ、チャノキイロアザミウマは2012～2021年（最大･小除く）

  　ﾁｬﾉｺｶｸﾓﾝﾊﾏｷ・ ﾁｬﾉﾎｿｶﾞは2017～2021年の平均

月
半
旬

ハスモンヨトウ オオタバコガ ナシヒメシンクイ ﾁｬﾉｺｶｸﾓﾝﾊﾏｷ チャノホソガ ﾁｬﾉｷｲﾛｱｻﾞﾐｳﾏ

諫早
(ﾌｪﾛﾓﾝﾄﾗｯﾌﾟ)

諫早
(ﾌｪﾛﾓﾝﾄﾗｯﾌﾟ)

諫早
(ﾌｪﾛﾓﾝﾄﾗｯﾌﾟ)

東彼杵
 (ﾌｪﾛﾓﾝﾄﾗｯﾌﾟ)

東彼杵
 (ﾌｪﾛﾓﾝﾄﾗｯﾌﾟ)

諫早
(黄色粘着ﾄﾗｯﾌﾟ)

10

合計

4

5

6

7

8

9

- 33 -



2019 2020 2021 2022

1 － 0 － 0

2 － 0 0 0

3 － 0 0 0

4 － 0 0 0

5 － 0 0 0

6 － 0 0 0

1 － 0 0 4

2 0 0 0 0

3 0 1 0 0

4 0 0 28 1

5 0 2 15 0

6 0 0 6 0

1 0 0 1 0

2 0 0 2 0

3 0 12 0 0

4 0 3 0 0

5 0 2 0 0

6 0 2 0 0

1 0 17 1 0

2 0 63 7 0

3 0 32 0 0

4 0 7 0 1

5 0 2 2 1

6 0 3 0 0

1 0 0 0 0

2 0 0 0 0

3 0 0 0 1

4 0 0 0 3

5 0 0 0 0

6 0 0 1 0

1 0 0 0 0

2 0 0 0 0

3 0 1 0 0

4 0 1 0 0

5 0 0 0 2

6 0 1 － 1

1 0 0 － －

2 0 1 － －

3 0 0 － －

4 0 0 － －

5 0 2 － －

6 0 0 － －
11 1 0 0 － －

2 0 0 － －

3 0 0 － －

4 － 0 － －

5 － 0 － －

6 － 1 － －

0 153 63 14

＊2020年9月2～8日は欠測

6

7

8

9

10

合計

ﾂﾏｼﾞﾛｸｻﾖﾄｳ

諫早
(ﾌｪﾛﾓﾝﾄﾗｯﾌﾟ)

月
半
旬

4

5
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ｃ　カメムシ類 （２０２２年調査）

クモヘリカメムシ ホソハリカメムシ シラホシカメムシ アカスジカスミカメ

諫早 北有馬 佐世保 岐宿 諫早 北有馬 佐世保 岐宿 諫早 北有馬 佐世保 岐宿 諫早 北有馬 佐世保 岐宿

白熱 白熱 白熱 白熱 白熱 白熱 白熱 白熱 白熱 白熱 白熱 白熱 白熱 白熱 白熱 白熱

1 0 － － － 0 － － － 0 － － － 0 － － －

2 0 － － － 0 － － － 0 － － － 0 － － －

3 0 － － － 0 － － － 0 － － － 0 － － －

4 0 － － － 0 － － － 0 － － － 0 － － －

5 0 － － － 0 － － － 0 － － － 0 － － －

6 0 － － － 0 － － － 0 － － － 0 － － －

1 0 － － － 0 － － － 0 － － － 0 － － －

2 0 － － － 0 － － － 0 － － － 1 － － －

3 0 － － － 0 － － － 0 － － － 1 － － －

4 0 － － － 0 － － － 0 － － － 0 － － －

5 0 － － － 0 － － － 0 － － － 1 － － －

6 0 － － － 0 － － － 0 － － － 0 － － －

1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 2 3 0 4

2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 7 0 1

3 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 7 0 2

4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0 1 6

5 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 2 1 3 44

6 0 0 0 4 0 0 0 1 0 0 0 1 11 4 1 160

1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 38 7 8 155

2 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 17 18 0 273

3 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0 8 7 7 159

4 0 2 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 2 8 1 116

5 0 2 0 4 0 3 0 2 0 0 0 0 2 20 0 82

6 0 5 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 3 26 5 37

1 0 3 0 3 0 0 0 14 0 0 0 0 1 27 0 119

2 0 1 0 3 0 0 0 5 0 0 0 0 0 4 0 70

3 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 3 0 23

4 1 1 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 10 0 19

5 0 1 0 3 0 1 0 2 1 0 0 1 1 8 0 38

6 0 1 0 5 0 2 0 1 0 0 0 0 3 10 0 9

1 1 2 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 14

2 0 0 0 4 0 0 0 0 0 1 0 2 2 0 0 38

3 0 0 0 2 0 0 0 1 0 0 0 2 1 0 0 174

4 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 89

5 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 1 38

6 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 73

1 0 － － － 0 － － － 0 － － － 0 － － －

2 0 － － － 0 － － － 0 － － － 0 － － －

3 0 － － － 0 － － － 0 － － － 0 － － －

4 0 － － － 0 － － － 0 － － － 0 － － －

5 0 － － － 0 － － － 0 － － － 0 － － －

6 0 － － － 0 － － － 0 － － － 0 － － －

3 22 0 33 0 7 0 30 1 2 1 8 101 173 28 1743

月
半
旬

4

5

6

7

合計

8

9

10
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（２０２２年調査）

アオクサカメムシ イチモンジカメムシ ホソヘリカメムシ ミナミアオカメムシ

諫早 北有馬 佐世保 岐宿 諫早 北有馬 佐世保 岐宿 諫早 北有馬 佐世保 岐宿 諫早 北有馬 佐世保 岐宿

白熱 白熱 白熱 白熱 白熱 白熱 白熱 白熱 白熱 白熱 白熱 白熱 白熱 白熱 白熱 白熱

1 0 － － － 0 － － － 0 － － － 0 － － －

2 0 － － － 0 － － － 0 － － － 0 － － －

3 0 － － － 0 － － － 0 － － － 1 － － －

4 0 － － － 0 － － － 0 － － － 0 － － －

5 0 － － － 0 － － － 0 － － － 0 － － －

6 0 － － － 0 － － － 0 － － － 0 － － －

1 0 － － － 0 － － － 0 － － － 1 － － －

2 0 － － － 0 － － － 0 － － － 1 － － －

3 0 － － － 0 － － － 0 － － － 0 － － －

4 0 － － － 0 － － － 0 － － － 0 － － －

5 0 － － － 0 － － － 0 － － － 0 － － －

6 0 － － － 0 － － － 0 － － － 0 － － －

1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

2 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0

3 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 2 0 1 0

4 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0

5 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 1 0

6 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0

1 0 0 0 0 3 0 0 1 0 0 0 0 11 3 3 1

2 0 0 0 3 5 0 0 0 0 0 0 0 5 0 0 2

3 0 0 0 4 5 0 0 0 0 0 0 0 7 2 0 0

4 0 0 0 0 3 2 0 0 0 0 0 0 5 3 0 2

5 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 7

6 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 3 4 0 0

1 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1

2 0 0 0 4 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 2 0

3 0 0 0 2 3 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0

4 0 0 0 7 1 1 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0

5 0 0 0 7 0 0 0 3 0 0 0 0 0 0 0 1

6 0 0 0 0 2 1 0 0 0 0 1 0 2 0 0 1

1 0 0 0 4 0 0 1 2 0 2 0 0 0 0 0 0

2 0 0 0 4 1 0 0 1 0 0 0 0 5 0 0 0

3 0 0 0 3 0 0 0 7 0 0 0 0 9 1 0 1

4 0 0 1 3 0 0 0 4 0 0 1 0 3 2 0 1

5 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 2 0 0 0

6 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1

1 0 － － － 0 － － － 0 － － － 1 － － －

2 0 － － － 0 － － － 0 － － － 0 － － －

3 0 － － － 0 － － － 0 － － － 0 － － －

4 0 － － － 0 － － － 1 － － － 0 － － －

5 0 － － － 0 － － － 0 － － － 0 － － －

6 0 － － － 0 － － － 0 － － － 0 － － －

0 0 1 44 28 6 2 20 1 2 2 0 65 17 10 18

月
半
旬

4

5

6

7

合計

8

9

10
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d　果樹カメムシ （２０２２年調査）

北有馬 佐世保 岐宿 北有馬 佐世保 岐宿

白熱 青色

黄色
ｺｶﾞﾈ
ｺｰﾙA

黄色
ｺｶﾞﾈ
ｺｰﾙB 白熱 白熱 白熱 白熱 青色

黄色
ｺｶﾞﾈ
ｺｰﾙA

黄色
ｺｶﾞﾈ
ｺｰﾙB 白熱 白熱 白熱

黄色
ｺｶﾞﾈ
ｺｰﾙA

黄色
ｺｶﾞﾈ
ｺｰﾙB

1 1 0 0 0 0 0 0 0

2 0 0 1 0 0 0 0 0

3 0 8 3 0 3 0 0 0

4 0 0 15 0 0 0 7 4

5 0 2 22 0 0 6 3 3

6 0 10 87 0 0 35 0 3

1 0 2 21 0 0 0 5 4

2 2 0 47 0 0 10 6 6

3 1 0 9 0 0 7 2 2

4 0 2 65 0 1 1 37 28

5 0 4 66 0 2 32 13 19

6 1 6 14 0 0 4 2 3

1 0 0 15 92 0 0 1 0 0 0 9 16 0 0 1 6

2 0 0 27 83 1 0 0 0 0 0 3 2 0 0 29 1

3 0 0 34 38 0 0 1 0 0 0 0 2 0 7 4 11

4 0 3 65 52 1 0 0 0 0 0 0 12 0 12 3 8

5 0 10 42 56 4 2 0 0 0 0 0 9 2 18 1 1

6 1 5 29 87 8 8 0 1 0 0 0 4 2 0 2 6

1 0 0 45 49 3 1 1 0 0 0 0 3 1 0 0 1

2 0 0 4 10 8 0 1 0 0 0 0 4 1 1 0 0

3 0 0 3 6 2 0 0 0 0 0 0 2 1 2 0 0

4 0 0 3 1 7 1 0 0 0 0 0 0 2 0 1 0

5 1 1 7 6 7 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 2

6 1 7 0 0 13 1 1 0 0 0 0 2 4 0 0 0

1 2 3 19 45 69 4 0 0 2 0 1 24 50 28 2 0

2 0 1 12 74 35 21 3 0 1 0 0 11 26 6 0 0

3 3 1 5 19 5 34 10 0 1 0 0 0 8 9 0 0

4 7 0 10 16 20 36 188 0 0 0 0 8 5 98 0 1

5 2 0 2 34 18 34 91 1 0 0 1 20 30 73 0 0

6 6 0 12 27 15 3 101 0 0 0 0 19 0 121 0 0

1 2 0 15 48 26 16 252 0 0 0 9 13 13 162 0 1

2 0 0 6 127 6 5 128 1 0 4 52 0 0 9 0 0

3 1 3 9 173 8 0 542 0 0 0 60 1 0 49 0 8

4 0 0 0 4 0 4 64 0 0 0 2 0 1 21 0 5

5 0 0 5 35 1 8 27 0 0 4 57 7 23 15 10 2

6 1 0 15 36 0 2 26 0 0 3 106 2 5 17 1 1

1 0 0 33 8 0 0 6 18 4 2

2 0 0 0 1 0 0 1 10 0 0

3 0 0 4 5 0 0 2 24 9 8

4 0 0 0 15 0 0 0 5 4 5

5 0 0 1 4 0 0 0 0 6 2

6 0 0 0 1 0 0 0 1 28 16

32 34 456 1502 257 181 1437 3 4 26 453 161 174 648 181 159

10

合計

ﾏﾙﾎﾞｼﾋﾗﾀ
ﾔﾄﾞﾘﾊﾞｴ

諫早

4

5

6

7

8

9

月
半
旬

チャバネアオカメムシ ツヤアオカメムシ

諫早 諫早
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(4)巡回調査成績

ア　稲
（ア）早期水稲

最高 平均 最高 平均 最高 平均 最高 平均
22 5 前 37 0 0 0 37 0 0 0 37 0 0 0 37 0 0 0

後 25 0 0 0 25 0 0 0 25 0 0 0 25 0 0 0

6 前 39 0 0 0 39 0 0 0 39 0 0 0 39 0 0 0

後 25 0 0 0 25 0 0 0 25 0 0 0 25 0 0 0

7 前 39 20.5 74 2.4 39 23.1 16 1.4 39 0 0 0 39 0 0 0

後 25 20 24 1.9 25 40 10 2.4 25 0 0 0 25 0 0 0

8 前 37 - - - 35 54.3 22 4.3 35 0 0 0 35 0 0 0

最高 平均 最高 平均 最高 平均
22 5 前 37 0 0 0 37 0 0 0 37 0 0 0

後 25 0 0 0 25 0 0 0 25 0 0 0

6 前 39 0 0 0 39 0 0 0 39 0 0 0

後 25 0 0 0 25 0 0 0 25 8 2 0.1

7 前 39 0 0 0 39 0 0 0 39 28.2 100 13.3

後 25 0 0 0 25 0 0 0 25 20 100 20

8 前 35 0 0 0 35 0 0 0 35 37.1 100 21.2

最高 平均 最高 平均 最高 平均
22 6 前 39 - - - 39 - - - 39 - - -

後 25 - - - 25 - - - 25 - - -

7 前 39 - - - 39 - - - 39 - - -

後 25 0 0 0 25 0 0 0 25 0 0 0

8 前 35 11.4 10 0.3 35 0 0 0 35 2.9 1 0.03

最高 平均 最高 平均 最高 平均 最高 平均 最高 平均 最高 平均

22 5 前 37 2.7 0.02 0.00 0 0 0.02 0.00 37 0 0 0 0 0 0 0

後 25 8 0.05 0.00 0.05 0.00 0.1 0.00 25 0 0 0 0 0 0 0

6 前 39 25.6 0.05 0.00 1.1 0.06 1.1 0.06 39 23.1 0.2 0.5 0.3 0.02 0.5 0.5

後 25 64 0.1 0.01 1.6 0.2 1.7 0.2 25 100 0.3 0.03 2.8 0.9 3.1 0.9

7 前 39 35.9 0.4 0.03 1.3 0.07 1.7 0.1 39 46.2 1.0 0.06 1.2 0.1 2.1 0.2

後 25 16 0 0 0.3 0.02 0.3 0.02 25 60 0.2 0.01 0.9 0.2 1.1 0.2

8 前 35 54.3 0.3 0.03 2.2 0.2 2.4 0.2 35 37.1 0.6 0.03 1.4 0.1 2 0.1

最高 平均 最高 平均 最高 平均 最高 平均 最高 平均 最高 平均

22 5 前 37 0 0 0 0 0 0 0 37 0 0 0 0 0 0 0

後 25 0 0 0 0 0 0 0 25 16 0.1 0.01 0.02 0.00 0.1 0.01

6 前 39 0 0 0 0 0 0 0 39 51.3 0.2 0.02 0.7 0.05 0.9 0.07

後 25 16 0 0 0.2 0.01 0.2 0.01 25 68 0.2 0.02 0.8 0.2 0.9 0.2

7 前 39 15.4 0.2 0.00 0.6 0.03 0.7 0.03 39 69.2 0.3 0.05 0.5 0.08 0.8 0.1

後 25 36 0.05 0.01 0.2 0.02 0.2 0.02 25 52 0.3 0.03 1.8 0.2 2.1 0.3

8 前 35 65.7 0.4 0.02 0.9 0.1 1.2 0.1 35 45.7 0.2 0.01 0.9 0.06 1.1 0.07

被害葉
発生
圃場率

最高 平均 最高 平均

22 5 前 37 0 0 0 0 0 0

後 25 0 0 0 0 0 0

6 前 39 15.4 0 0 0 1 0.1

後 25 12 0 0 0 1 0.08

7 前 39 5.1 23.1 16 1.6 1 0.05

後 25 0 0 0 0 0 0

8 前 35 - - - - - -

最高 平均 最高 平均 最高 平均 最高 平均 最高 平均 最高 平均
22 5 前 37 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

後 25 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4 1.0 0.04 0 0

6 前 39 0 0 0 0 0 2.6 0.5 0.01 0 0 0 0 0 0 0

後 25 0 0 0 0 0 8 8 0.6 0 0 0 0 0 0 0

7 前 39 0 0 0 0 0 2.6 4 0.1 0.04 0.00 2.6 0.5 0 0 0

後 25 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

8 前 35 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

調査
圃場数

発生
圃場率

発病穂率

発病株率発生
圃場率

調査
圃場数

被害株率被害発生
圃場率

被害株率 株当虫数

縞葉枯病

トビイロウンカ

　成虫(頭/株)  幼虫(頭/株)

　成虫(頭/株)

稲こうじ病

発病株率

発生
圃場率

 　発病株率

   発病株率 調査
圃場数

調査
圃場数

発生
圃場率

発病株率調査
圃場数

調査時期 葉いもち 紋枯病

年 月
調査
圃場数

期
発生
圃場率

調査
圃場数

発生
圃場率

ばか苗病 萎縮病

   発病株率

調査時期

発生
圃場率

発病株率

調査時期 白葉枯病 ごま葉枯病

穂いもち

調査時期 ツマグロヨコバイ

もみ枯細菌病

期
発生
圃場率

   発病穂率

合計(頭/株)成虫(頭/株)

ヒメトビウンカ

発生
圃場率

幼虫(頭/株)調査
圃場数

調査時期

発生
圃場率

合計(頭/株)

年 月 期
発生
圃場率

 調査時期 イチモンジセセリ

調査
圃場数

食害株率 10㎡当り成虫数

フタオビコヤガニカメイガ

被害発生
圃場率

被害株率 株当虫数 株当虫数

調査
圃場数

被害発生
圃場率

調査
圃場数

　幼虫(頭/株)

発生
圃場率

発病株率

調査
圃場数

コブノメイガ

発生
圃場率

調査
圃場数

発生
圃場率

調査
圃場数

調査
圃場数

セジロウンカ

合計(頭/株) 幼虫(頭/株)調査
圃場数

発生
圃場率

合計(頭/株)成虫(頭/株)

年 月 期

年 月 期

年 月

調査時期

年 月 期

年 月 期

- 38 -



被害葉 被害葉

最　高 平　均
発生
圃場率 最高 平均

発生
圃場率 最高 平均

22 5 前 37 - - - 37 81.1 100 30.0 37 10.8 26 1.4

後 25 - - - 25 80 96 22.8 25 4 14 0.6

6 前 39 - - - 39 - - - 39 - - -

後 25 - - - 25 - - - 25 - - -

7 前 39 63.6 50 3.7 39 - - - 39 - - -

後 25 32 8 1.2 25 - - - 25 - - -

8 前 35 25.7 6 1.1 35 - - - 35 - - -

最  高 平  均 最高 平均 最高 平均 最高 平均

22 5 前 37 0 0 0 37 0 0 0 37 0 0 0 0 0

後 25 0 0 0 25 0 0 0 25 0 0 0 0 0

6 前 39 0 0 0 39 0 0 0 39 0 0.5 0.02 0 0

後 25 0 0 0 25 0 0 0 25 20 1 0.2 0 0

7 前 39 0 0 0 39 0 0 0 39 2.6 2 0.05 0 0

後 25 0 0 0 25 0 0 0 25 0 0 0 0 0

8 前 35 0 0 0 35 0 0 0 35 - - - - -

調査時期

調査
圃場数

被害株率

イネミズゾウムシ

調査
圃場数

株当寄生虫数調査
圃場数

被害発生
圃場率

   寄生株率発生
圃場率

発生
圃場率

アワヨトウ

発生
圃場率

調査
圃場数

   食害株率

20回振り成虫数

イネヨトウ

年 月 期

年 月 期

調査時期 イネクロカメムシ

食害株率食害株率
調査
圃場数

調査
圃場数

カメムシ類 イネゾウムシ
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(イ)普通期水稲

最高 平均 最高 平均 最高 平均 最高 平均
22 6 前 30 0 0 0 30 0 0 0 30 0 0 0 30 0 0 0

後 68 0 0 0 68 0 0 0 68 0 0 0 68 0 0 0
7 前 86 9.3 8 0.2 86 0 0 0 86 0 0 0 86 0 0 0
後 68 11.8 16 0.7 68 26.5 10 0.8 68 0 0 0 68 0 0 0

8 前 86 22.1 40 1.5 86 29.1 44 2.6 86 0 0 0 86 0 0 0
後 68 29.4 8 0.5 68 60.3 54 4.9 68 0 0 0 68 0 0 0

9 前 86 - - - 86 70.9 90 10.7 86 0 0 0 86 0 0 0
後 68 - - - 68 86.8 100 15.1 68 - - - 68 - - -

最高 平均 最高 平均 最高 平均 最高 平均
22 6 前 30 0 0 0 30 0 0 0 30 0 0 0 30 0 0 0

後 68 0 0 0 68 0 0 0 68 0 0 0 68 0 0 0
7 前 86 0 0 0 86 0 0 0 86 0 0 0 86 0 0 0
後 68 0 0 0 68 0 0 0 68 0 0 0 68 0 0 0

8 前 86 0 0 0 86 0 0 0 86 0 0 0 86 10.5 96 4.7
後 68 0 0 0 68 0 0 0 68 0 0 0 68 16.2 100 6.9

9 前 86 0 0 0 86 0 0 0 86 0 0 0 86 43.0 100 13.9
後 68 1.5 2 0.03 68 0 0 0 68 - - - 68 26.5 100 12.6

最高 平均 最高 平均 最高 平均
22 7 前 86 - - - 86 - - - 86 - - -

後 68 - - - 68 - - - 68 - - -
8 前 86 - - - 86 - - - 86 - - -
後 68 2.9 0.05 0.00 68 1.5 0.05 0.00 68 1.5 1 0.01

9 前 86 17.4 1 0.04 86 4.7 0.2 0.01 86 5.8 0.5 0.02
後 68 8.8 0.2 0.01 68 1.5 0.1 0.00 68 1.5 0.5 0.01

最高 平均 最高 平均 最高 平均 最高 平均 最高 平均 最高 平均
22 6 前 30 0 0 0 0 0 0 0 30 0 0 0 0 0 0 0

後 68 0 0 0 0 0 0 0 68 1.5 0.1 0.00 0 0 0.1 0.00
7 前 86 10.5 0.1 0.00 0.3 0.01 0.4 0.01 86 16.3 0.6 0.02 0.5 0.01 1.1 0.03
後 68 27.9 0.2 0.00 0.7 0.02 0.8 0.03 68 60.3 0.3 0.06 2.4 0.07 2.7 0.1

8 前 86 25.6 0.1 0.00 0.7 0.04 0.8 0.04 86 30.2 0.3 0.01 1.7 0.07 1.9 0.08
後 68 19.1 0.05 0.00 0.2 0.01 0.3 0.02 68 36.8 0.2 0.02 0.8 0.04 1.0 0.06

9 前 86 24.4 0.1 0.00 1 0.03 1.1 0.04 86 52.3 0.4 0.02 1.0 0.09 1.4 0.1
後 68 14.7 0 0 14.7 0.02 14.7 0.02 68 16.2 0 0 0.3 0.02 0.3 0.02

最高 平均 最高 平均 最高 平均 最高 平均 最高 平均 最高 平均
22 6 前 30 0 0 0 0 0 0 0 30 0 0 0 0 0 0 0

後 68 0 0 0 0 0 0 0 68 2.9 0.05 0.00 0 0 0.05 0.00
7 前 86 5.8 0.05 0.00 0.05 0.00 0.1 0.00 86 19.8 0.2 0.01 0.2 0.01 0.4 0.02
後 68 2.9 0.05 0.00 0 0 0.05 0.00 68 22.1 0.15 0.01 0.2 0.01 0.3 0.02

8 前 86 16.3 0.05 0.00 0.4 0.02 0.5 0.02 86 29.1 0.15 0.01 0.4 0.04 0.6 0.05
後 68 0.9 0.05 0.00 0.9 0.02 0.9 0.03 68 7.4 0.15 0.01 0.2 0.00 0.3 0.01

9 前 86 36.0 0.6 0.02 5.7 0.1 6.2 0.1 86 25.6 0.3 0.01 0.7 0.03 1 0.04
後 68 47.1 0.2 0.01 38.5 0.7 38.7 0.7 68 8.8 0.1 0.00 0.6 0.02 0.7 0.02

被害葉

発生
圃場率 最高 平均 最高 平均

22 6 前 22 0 0 0 0 0 0
後 68 0 2.9 0.2 0.00 0 0

7 前 86 7.0 18.6 28 1.0 2 0.08
後 68 5.9 63.2 14 1.9 1 0.03

8 前 86 36.0 82.6 44 7.6 12 0.6
後 68 54.4 76.5 98 9.5 4 0.5

9 前 86 - - - - - -
後 68 - - - - - -

最高 平均 最高 平均 最高 平均 最高 平均 最高 平均 最高 平均
22 6 前 22 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

後 68 0 0 0 0 0 1.5 1 0.01 0 0 0 0 0 0 0
7 前 86 0 0 0 0 0 1 4 0.05 0 0 0 0 0 0 0
後 68 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

8 前 86 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
後 68 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

9 前 86 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
後 68 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

調査時期 葉いもち

黄化萎縮病

紋枯病

期
調査
圃場数

年 月
発生
圃場率

調査時期 トビイロウンカ

　合計(頭/株)
年

稲こうじ病
調査
圃場数

発生
圃場率

発病穂率

ヒメトビウンカ

調査時期

調査
圃場数

発生
圃場率

調査
圃場数

発病穂率

ごま葉枯病
発生
圃場率

  幼虫(頭/株)   合計(頭/株)  成虫(頭/株)
ツマグロヨコバイ

萎縮病
調査
圃場数

発生
圃場率

発病株率 発病株率

調査
圃場数

発病株率

ばか苗病
調査
圃場数

発生
圃場率

 幼虫(頭/株) 調査
圃場数

発生
圃場率

　成虫(頭/株)調査
圃場数

セジロウンカ

合計(頭/株)   幼虫(頭/株)調査
圃場数

期

  合計(頭/株)  成虫(頭/株)　幼虫(頭/株)
期

調査
圃場数

発生
圃場率

被害発生
圃場率

発生
圃場率

被害発生
圃場率

 調査時期 イチモンジセセリ フタオビコヤガニカメイガ

年 月

調査時期

年 月 期

期

調査時期
発病株率

白葉枯病

発病株率

縞葉枯病
発病株率

調査
圃場数

発生
圃場率

発病株率

調査
圃場数

調査
圃場数

発生
圃場率

発生
圃場率

発生
圃場率

発生
圃場率

穂いもち もみ枯細菌病

調査
圃場数

調査
圃場数

年 月 期

調査時期

年 月

月 期

年 月
　成虫(頭/株)発生

圃場率

コブノメイガ
食害株率 10㎡当り成虫数

調査
圃場数

成虫発生
圃場率

発病株率

発病穂率

被害株率 株当虫数 被害株率 株当虫数 被害株率 株当虫数

発生
圃場率
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被害葉 被害葉

最高 平均
発生
圃場率

最高 平均
発生
圃場率

最高 平均

22 6 前 22 - - - 22 18.2 8 0.6 22 4.5 2 0.09
後 68 - - - 68 4.4 12 0.3 68 4.4 8 0.2

7 前 86 - - - 86 0 0 0 86 3.5 12 0.2
後 68 - - - 68 - - - 68 - - -

8 前 86 - - - 86 - - - 86 - - -
後 68 50 13 1.8 68 - - - 68 - - -

9 前 86 19.8 5 0.4 86 - - - 86 - - -
後 68 7.4 2 0.1 68 - - - 68 - - -

最高 平均 最高 平均 最高 平均 最高 平均
22 6 前 22 0 0 0 22 0 0 0 22 4.5 1 0.02 0 0

後 68 0 0 0 68 0 0 0 68 1.5 0.5 0.01 0 0
7 前 86 0 0 0 86 0 0 0 86 11.6 8 0.4 0 0
後 68 0 0 0 68 0 0 0 68 1.5 2 0.03 0 0

8 前 86 0 0 0 86 0 0 0 86 0 0 0 0 0
後 68 0 0 0 68 0 0 0 68 0 0 0 0 0

9 前 86 0 0 0 86 0 0 0 86 - - - - -
後 68 0 0 0 68 0 0 0 68 - - - - -

寄生株率

調査時期 カメムシ類 イネミズゾウムシ
食害株率食害株率

イネゾウムシ

調査
圃場数

調査
圃場数

20回振り成虫
数年

 株当寄生虫数発生
圃場率

イネヨトウ アワヨトウ イネクロカメムシ
調査
圃場数

調査
圃場数

発生
圃場率

調査
圃場数

寄生株率

月 期

年 月 期

調査時期
発生
圃場率

調査
圃場数

発生
圃場率

食害株率
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（ア）小麦

最高 平均 最高 平均 最高 平均 最高 平均
22 3 前 15 0 0 0 15 0 0 0 15 0 0 0 15 0 0 0

後 15 0 0 0 15 7 0 0 15 0 0 0 15 0 0 0
4 前 15 0 0 0 15 0 0 0 15 0 0 0 15 0 0 0
後 15 0 0 0 15 20 47 8.9 15 0 0 0 15 0 0 0

5 前 20 0 0 0 20 0 0 0 20 0 0 0 20 5 1 0.03
後 15 0 0 0 15 0 0 0 15 0 0 0 15 0 0 0

最高 平均 最高 平均 最高 平均
22 3 前 15 0 0 0 15 - - - 15 - - -

後 15 0 0 0 15 - - - 15 - - -
4 前 15 0 0 0 15 0 0 0 15 0 0 0
後 15 6.7 2 0.1 15 6.7 0.1 0.01 15 0 0 0

5 前 20 5 4 0.2 20 45 7 0.4 20 0 0 0
後 15 0 0 0 15 26.7 0.2 0.02 15 0 0 0

最高 平均 最高 平均
22 3 前 15 6.7 0.01 0.00 15 0 0 0

後 15 66.7 0.5 0.05 15 0 0 0
4 前 15 60 0.3 0.05 15 0 0 0
後 15 6.7 0.02 0.00 15 0 0 0

5 前 20 25 0.04 0.01 20 0 0 0
後 15 7 0.2 0.01 15 0 0 0

、

最高 平均 最高 平均 最高 平均 最高 平均
22 3 前 9 0 0 0 9 0 0 0 9 0 0 0 9 0 0 0

後 9 0 0 0 9 11.1 0.2 0.02 9 0 0 0 9 0 0 0
4 前 9 0 0 0 9 0 0 0 9 0 0 0 9 0 0 0
後 9 0 0 0 9 0 0 0 9 0 0 0 9 0 0 0

5 前 10 0 0 0 10 0 0 0 10 0 0 0 10 0 0 0

最高 平均 最高 平均 最高 平均 最高 平均
22 3 前 9 0 0 0 9 0 0 0 9 - - - 9 - - -

後 9 22.2 4 0.6 9 11.1 0.7 0.08 9 - - - 9 - - -
4 前 9 0 0 0 9 22.2 7 1.1 9 0 0 0 9 11.1 0.05 0.01
後 9 33.3 0.3 0.09 9 22.2 0.5 0.1 9 0 0 0 9 0 0 0

5 前 10 20 1 0.2 10 0 0 0 10 0 0 0 10 0 0 0

最高 平均 最高 平均
22 3 前 9 22.2 0.08 0.01 9 0 0 0

後 9 33.3 0.2 0.03 9 0 0 0
4 前 9 77.8 0.3 0.09 9 0 0 0
後 9 11.1 0.02 0.00 9 0 0 0

5 前 10 20 0.02 0.00 10 0 0 0

黒節病
発病株率 調査

圃場数
発病株率 調査

圃場数

調査
圃場数

発生
圃場率

発生
圃場率

発病株率

発生
圃場率

株腐病

調査
圃場数

発病株率
調査時期 さび病類 うどんこ病 萎縮病類

調査
圃場数

発生
圃場率

赤かび病 黒穂病類
発生
圃場率

発病株率 調査
圃場数

発病株率

発生
圃場率

イ麦類

発病株率

発生
圃場率

年 月 期
調査
圃場数

発生
圃場率

年

調査
圃場数

発生
圃場率

期
調査
圃場数

（イ）大麦

期月

 調査時期

調査時期

調査
圃場数

調査
圃場数

寄生茎率株当虫数

調査
圃場数

年 月
発生
圃場率

月 期

萎縮病類
発病株率

調査時期 さび病類 うどんこ病 斑葉病
発病株率 調査

圃場数
発生
圃場率

発生
圃場率

発病株率
年

調査
圃場数

発生
圃場率

株当虫数 株当虫数

調査時期 黒節病 株腐病

年 月
発生
圃場率

調査
圃場数

発生
圃場率

調査
圃場数

年

 調査時期 アブラムシ類 ハモグリバエ類

月 期

発生
圃場率

調査
圃場数

発生
圃場率

調査
圃場数

発生
圃場率

発病株率 発生
圃場率

発病株率

発病株率

調査
圃場数

発病株率
期

アブラムシ類 ハモグリバエ類

発病株率
黒穂病類赤かび病
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最高 平均 最高 平均 最高 平均

22 7 前 6 0 0 0 6 0 0 0 6 0 0 0

後 9 0 0 0 9 0 0 0 9 0 0 0

8 前 15 6.7 1 0.1 15 0 0 0 15 0 0 0

後 9 33.3 100 24.9 9 66.7 30 7.6 9 0 0 0

9 前 15 20 100 20 15 73.3 54 13.8 15 0 0 0

後 9 66.7 84 19.8 9 100 100 72.7 9 0 0 0

10 前 9 33 4 1 9 88.9 100 88.9 9 0 0 0

後 9 0 0 0 9 100 100 100 9 0 0 0

最高 平均 最高 平均 最高 平均 最高 平均

22 7 前 6 16.7 1 0.2 0.01 0.00 6 16.7 1 0.2 0.01 0.00

後 9 22.2 40 12 1.2 0.4 9 0 0 0 0 0

8 前 15 42.9 8 1.3 5.1 0.5 15 0 0 0 0 0

後 9 66.7 8 2.7 0 0 9 55.6 24 8 0.3 0.08

9 前 15 20 16 2.7 0.2 0.03 15 53.3 16 3.5 0.2 0.03

後 9 0 8 1.3 0.08 0.01 9 0 0 0 0 0

10 前 9 0 0 0 0 0 9 11.1 4 0.4 0.04 0.00

後 9 0 0 0 0 0 9 0 0 0 0 0

最高 平均 最高 平均 最高 平均 最高 平均

22 7 前 6 0 0 0 6 0 0 0 6 50 6 1.8 0.06 0.02

後 9 0 0 0 9 0 0 0 9 0 0 0 0 0

8 前 15 0 0 0 15 0 0 0 15 6.7 8 0.5 0.1 0.01

後 9 0 0 0 9 0 0 0 9 33.3 8 1.3 0.1 0.02

9 前 15 0 0 0 15 0 0 0 15 13.3 4 0 0 0

後 9 77.8 84 20.9 9 0 0 0 9 11.1 2 0.2 0.02 0.00

10 前 9 11.1 8 0.9 9 0 0 0 9 0 0 0 0 0

後 9 0 0 0 9 0 0 0 9 11.1 4 0 0 0

（子実調査）

月 期

ウ　大豆

年 月 期

調査時期

年

調査時期

調査
圃場数

発生
圃場率

発病株率

アブラムシ類

調査
圃場数

白変葉
発生
圃場率

寄生株率

葉焼病

調査
圃場数

発生
圃場率

発病株率

べと病

寄生株率

ウイルス病

調査
圃場数

発生
圃場率

発病株率

発生
圃場率

株当虫数

ウワバ類

調査時期 コガネムシ類

株当虫数

ハスモンヨトウ

調査
圃場数

発生
圃場率

カメムシ類（成幼虫）

調査時期 紫斑病

年 月 期
寄生株率発生

圃場率
調査
圃場数

株当虫数調査
圃場数

被害粒率 被害莢率

寄生株率

カメムシ類ﾀﾞｲｽﾞｻﾔﾀﾏﾊﾞｴ

発生
圃場率

寄生株率調査
圃場数

年 月

22 11

被害粒率期

前 0.3 3.5 6.4
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エ　かんきつ

調査 発生 調査 発生 調査 発生 調査 発生
圃場数 圃場率 最高 平均 圃場数 圃場率 最高 平均 圃場数 圃場率 最高 平均 圃場数 圃場率 最高 平均

22 3 前 36 0 0 0 - - - - 36 52.8 8 1.6 - - - -
後 - - - - - - - - - - - - - - - -

4 前 36 0 0 0 - - - - 36 44.4 36 1.8 - - - -
後 - - - - - - - - - - - - - - - -

5 前 36 0 0 0 - - - - 36 11.1 6 0.3 - - - -
後 - - - - - - - - - - - - - - - -

6 前 36 2.8 1 0.03 36 0 0 0 36 38.9 8 1.1 36 0 0 0
後 - - - - - - - - - - - - - - - -

7 前 36 5.6 2 0.1 36 0 0 0 36 41.7 18 2.3 36 13.9 14 0.6
後 - - - - - - - - - - - - - - - -

8 前 - - - - 36 2.8 16 0.4 36 30.6 20 2.1 36 11.1 52 1.9
後 - - - - 36 0 0 0 36 50 0.06 0.01 36 33.3 0.1 0.01

9 前 - - - - 36 0 0 0 36 22.2 8 0.3 36 16.7 8 0.3
後 - - - - 36 2.8 0.5 0.01 36 50 16 2.6 36 38.9 10 1.5

10 前 - - - - 36 2.8 2 0.06 - - - - 36 25 6 0.6
後 - - - - 36 0 0 0 - - - - 36 22.2 16 1.5

調査 発生 調査 発生 調査 発生
圃場数 圃場率 最高 平均 圃場数 圃場率 最高 平均 圃場数 圃場率 最高 平均

22 6 前 36 0 0 0 - - - - - - - -
後 - - - - - - - - - - - -

7 前 36 0 0 0 - - - - - - - -
後 - - - - - - - - - - - -

8 前 36 5.6 0.5 0.02 - - - - - - - -
後 36 13.9 0.08 0.01 - - - - - - - -

9 前 36 16.7 20 1.1 - - - - - - - -
後 36 47.2 46 5.4 - - - - 36 0 0 0

10 前 36 58.3 36 6.7 - - - - 36 0 0 0
後 36 66.7 88 6.3 - - - - 36 19.4 1 0.09

調査 発生 調査 発生 調査 発生 調査 発生
圃場数 圃場率 最高 平均 圃場数 圃場率 最高 平均 圃場数 圃場率 最高 平均 圃場数 圃場率 最高 平均

22 6 前 36 0 0 0 - - - - - - - - - - - -
後 - - 0 - - - - - - - - - - - - -

7 前 36 0 0 0 36 0 0 0 36 0 0 0 36 0 0 0
後 - - - - - - - - - - - - - - - -

8 前 36 0 0 0 36 0 0 0 36 0 0 0 36 0 0 0
後 36 0 0 0 36 0 0 0 36 2.8 0.01 0.00 36 0 0 0

9 前 36 0 0 0 36 0 0 0 36 11.1 4 0.2 36 0 0 0
後 36 0 0 0 36 0 0 0 36 11.1 12 0.7 36 2.8 2 0.06

10 前 36 0 0 0 36 0 0 0 36 5.6 4 0.2 36 0 0 0
後 36 0 0 0 36 0 0 0 36 2.8 4 0.1 36 2.8 0.5 0.01

調査 発生 調査 発生 調査 発生 調査 発生
圃場数 圃場率 最高 平均 圃場数 圃場率 最高 平均 圃場数 圃場率 最高 平均 圃場数 圃場率 最高 平均

22 3 前 - - - - - - - - 36 16.7 24 1.2 - - - -
後 - - - - - - - - - - - - - - - -

4 前 - - - - - - - - 36 11.1 22 0.8 36 0 0 0
後 - - - - - - - - - - - - - - - -

5 前 - - - - - - - - 36 5.6 6 0.3 36 5.6 1 0.06
後 - - - - - - - - - - - - - - - -

6 前 36 0 0 0 36 0 0 0 36 25 100 6.8 36 0 0 0
後 - - - - - - - - - - - - - - - -

7 前 36 8.3 2 0.1 36 2.8 4 0.1 36 38.9 100 18.6 36 0 0 0
後 - - - - - - - - - - - - - - - -

8 前 36 5.6 4 0.2 36 2.8 1 0.03 36 22.2 100 7.6 36 0 0 0
後 36 30.6 0.08 0.01 36 0 0 0 36 22.2 0.3 0.02 36 0 0 0

9 前 36 22.2 8 0.6 36 5.6 1 0.06 36 13.9 26 1.4 36 0 0 0
後 36 22.2 6 0.7 36 30.6 18 1.3 36 19.4 8 0.8 36 2.8 4 0.1

10 前 36 16.7 2 0.3 36 30.6 8 0.8 36 2.8 18 0.5 - - - -
後 36 5.6 4 0.2 36 30.6 16 2.4 36 16.7 72 2.9 - - - -

11 前 - - - - - - - - 36 19.4 48 4.7 - - - -
後 - - - - - - - - - - - - - - - -

調査時期 チャノキイロアザミウマ

年 月 期
果梗部 果頂部 寄生葉率 寄生新梢率

寄生果率 寄生果率 寄生果率

ミカンハダニ アブラムシ類

ナシマルカイガラムシ

年 月 期
寄生葉率

調査時期 ヤノネカイガラムシ

調査時期

年 月 期

アカマルカイガラムシ

かいよう病
発病葉率 発病果率

発病果率 発病果率 発病果率

発病果率

黒点病 灰色かび病 青かび・緑かび病

調査時期
発病葉率

年 月 期

そうか病
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オ．びわ

調査 発生 調査 発生 調査 発生
圃場数 圃場率 最高 平均 圃場数 圃場率 最高 平均 圃場数 圃場率 最高 平均

22 4 前 10 0 0 0 - - - - - - - -
5 前 10 0 0 0 10 0 0 0 10 0 0 0
6 前 10 0 0 0 10 70 12 4.8 10 0 0 0
7 前 10 0 0 0 10 100 12 5.6 10 0 0 0
8 前 10 0 0 0 10 70 16 6.2 10 0 0 0
9 前 10 10 1 0 10 80 16 5.6 10 0 0 0

調査 発生 調査 発生 調査 発生
圃場数 圃場率 最高 平均 圃場数 圃場率 最高 平均 圃場数 圃場率 最高 平均

22 4 前 10 0 0 0 10 0 0 0 10 0 0 0
5 前 10 0 0 0 10 0 0 0 10 0 0 0
6 前 10 0 0 0 10 0 0 0 10 0 0 0
7 前 10 0 0 0 10 20 2 0.3 10 80 12 4.2
8 前 10 0 0 0 10 0 0 0 10 0 0 0
9 前 10 0 0 0 10 0 0 0 10 10 4 0.4

カ．なし
調査時期 黒星病（葉） 黒星病（果実）
年 月 期 調査 発生 調査 発生 調査 発生

圃場数 圃場率 最高 平均 圃場数 圃場率 最高 平均 圃場数 圃場率 最高 平均
22 4 前 12 0 0 0 12 0 0 0 12 0 0 0

後 12 25 6 0.7 12 33.3 6 0.6 12 33.3 8 1.7
5 前 12 16.7 4 0.7 12 16.7 2 0.3 12 41.7 34 6.1
後 10 8.3 6 0.8 11 36.4 12 1.2 11 45.5 48 9.3

6 前 12 25 10 1.4 12 8.3 0.5 0.04 12 50 46 7.5
後 12 8.3 6 0.5 12 8.3 2 0.2 12 58.3 42 8.5

7 前 12 41.7 14 2.7 12 25 1 0.08 - - - -
後 12 58.3 6 1.5 12 8.3 6 0.5 - - - -

8 前 12 50 6 1.2 12 0 0 0 - - - -
後 12 16.7 10 0.9 12 0 0 0 - - - -

9 前 12 41.7 2 0.6 - - - - - - - -
後 12 33.3 20 3.3 - - - - - - - -

調査時期 輪紋病（果実） 輪紋病（葉）
年 月 期 調査 発生 調査 発生 調査 発生

圃場数 圃場率 最高 平均 圃場数 圃場率 最高 平均 圃場数 圃場率 最高 平均
22 6 前 - - - - - - - - 12 0 0 0

後 - - - - - - - - 12 0 0 0
7 前 12 0 0 0 12 0 0 0 12 0 0 0
後 12 0 0 0 12 8.3 6 0.5 12 16.7 14 1.2

8 前 12 0 0 0 12 0 0 0 12 0 0 0
後 12 0 0 0 12 0 0 0 12 16.7 4 0.5

9 前 - - - - 12 0 0 0 12 8.3 38 3.2
後 - - - - 12 0 0 0 12 50 42 7.8

調査時期
年 月 期 調査 発生 調査 発生 調査 発生

圃場数 圃場率 最高 平均 圃場数 圃場率 最高 平均 圃場数 圃場率 最高 平均
22 4 前 12 0 0 0 12 8.3 1 0.08 - - - -

後 12 0 0 0 12 8.3 2 0.2 - - - -
5 前 12 8.3 2 0.2 12 0 0 0 12 0 0 0
後 11 0 0 0 11 18.2 2 0.4 11 0 0 0

6 前 12 0 0 0 12 0 0 0 12 0 0 0
後 12 25 14 1.5 12 33.3 8 2 12 0 0 0

7 前 12 16.7 28 2.5 12 0 0 0 12 0 0 0
後 12 8.3 6 0.5 12 0 0 0 12 0 0 0

8 前 12 16.7 4 0.5 12 0 0 0 12 0 0 0
後 12 0 0 0 12 0 0 0 12 8.3 0.2 0.02

9 前 12 8.3 6 0.5 12 0 0 0 - - - -
後 12 8.3 2 0.2 12 0 0 0 - - - -

赤星病

うどんこ病

発病葉率 発病果率 発病葉率

発病果率

寄生葉率

発病葉率 発病葉率

寄生新梢率 寄生果率
ハダニ類 アブラムシ類 カメムシ類

調査時期 ナシマルカイガラムシ ナシヒメシンクイ ハマキムシ類

年 月 期
寄生枝葉率 寄生枝葉率 寄生枝葉率

調査時期 がんしゅ病 灰斑病 褐斑病

年 月 期
発病枝葉率 発病枝葉率 発病枝葉率
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キ　茶

調査 発生 調査 発生 調査 発生 調査 発生
圃場数 圃場率 最高 平均 圃場数 圃場率 最高 平均 圃場数 圃場率 最高 平均 圃場数 圃場率 最高 平均

22 4 後 － － － － － － － － 15 13.3 3 0.3 15 26.7 4 0.7
5 前 19 42.1 12 2 19 0 0 0 19 5.3 0.1 0.01 19 15.8 3 0.3
後 15 53.3 12 2.9 15 0 0 0 15 0 0 0 15 6.7 2 0.1

6 前 19 42.1 16 2.1 19 5 0.01 0.00 19 32 2 0.5 19 15.8 17.5 1.0
後 15 53.3 7 1.6 15 7 1 0.07 15 0 0 0 15 6.7 1 0.07

7 前 19 63.2 62 8.2 19 0 0 0 19 47.4 2 0.5 19 21.1 2 0.3
後 15 53.3 4 1.0 15 0 0 0 15 20 1 0.1 15 26.7 3.2 0.4

8 前 19 84.2 20 3.9 19 0 0 0 19 21 8 0.6 19 5.3 1 0.05
後 10 30 5 0.8 10 0 0 0 10 0 0 0 10 40 1.1 0.3

9 前 19 47.4 13 1.7 19 0 0 0 19 10.5 2 0.2 19 0 0 0
後 15 73.3 9 2.4 15 0 0 0 15 6.7 1 0.1 15 6.7 0.1 0.01

調査 発生 調査 発生 調査 発生 調査 発生
圃場数 圃場率 最高 平均 圃場数 圃場率 最高 平均 圃場数 圃場率 最高 平均 圃場数 圃場率 最高 平均

22 2 前 - - - - 15 13 6 0.5 - - - - - - - -
3 前 - - - - 15 47 6 1.5 - - - - 15 60 30 6.6
後 - - - - - - - - - - - - - - - -

4 前 15 33.3 8 0.9 15 53 11 2 15 26.7 7 0.9 15 26.7 7 1.4
後 15 6.7 1 0.07 15 13.3 0.2 0.01 15 33.3 5 1.3 15 26.7 1 0.1

5 前 19 89.5 46 11.3 19 15.8 2 0.3 19 47.4 10 1.7 19 26.3 5 0.5
後 15 73.3 18 3.9 15 26.7 4 0.5 15 66.7 15 3.1 15 26.7 3 0.5

6 前 19 94.7 176 20.5 19 31.6 11 1.1 19 89.5 106 23.5 19 52.6 8 1.2
後 15 100 14 5.8 15 0 0 0 15 86.7 40 11.4 15 33.3 7 1.0

7 前 19 63.2 32 4.9 19 15.8 4 0.3 19 94.7 84 20.3 19 15.8 2 0.2
後 15 66.7 41 9.0 15 0 0 0 15 100 193 41.8 15 13 3 0.2

8 前 19 63.2 25 4.8 19 21.1 9 1.2 19 100 146 50.7 19 21.1 4 0.5
後 10 60 16 3.9 10 20 6 0.7 10 100 49 25.5 10 10 2 0.2

9 前 19 57.9 8 2.0 19 10.5 5 0.5 19 78.9 48 10.1 19 0 0 0
後 15 53.3 2 0.7 15 0 0 0 15 80 44 9.3 15 0 0 0

チャノホソガ

年 月 期
病葉数／㎡ 病葉数／㎡ 巻葉数／㎡ 巻葉数／㎡

調査時期 炭疽病 もち病 チャノコカクモンハマキ

クワシロカイガラムシ

年 月 期
虫数 寄生葉率 虫数 寄生株率

調査時期 チャノミドリヒメヨコバイ カンザワハダニ チャノキイロアザミウマ
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ケ ばれいしょ
2022年（令和4年）春作

最高 平均 最高 平均 最高 平均 最高 平均
22 3 前 21 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

後 24 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
4 前 24 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
後 24 4.2 0.2 0.01 4.2 0.2 0.01 0 0 0 0 0 0

5 前 18 0 0 0 0 0 0 5.6 0.3 0.02 0 0 0
後 12 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

最高 平均 最高 平均 最高 平均 最高 平均
22 3 前 21 4.8 4 0 0 0 0 0 0 0 0

後 24 4.2 4 0 0 0 0 0 0 0 0
4 前 24 8.3 8 0 0 0 0 0 0 0 0
後 24 8.3 2 0 0 0 16.7 1 0.1 0.02 0.00

5 前 18 33.3 84 5.8 13.2 0.8 5.6 6 0.3 0.06 0.00
後 12 33.3 8 1.7 0.2 0.02 16.7 2.7 0.4 0.03 0.00

最高 平均 最高 平均 最高 平均 最高 平均 最高 平均
22 3 前 21 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

後 24 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
4 前 24 8.3 1 0.08 0 0 0 0 0 0 0 0 0
後 24 37.5 26 1.7 4.2 4 0.2 0 0 0 0 0.01 0.00

5 前 18 16.7 4 0.4 11.1 2 0.2 0 0 0 0 0.02 0.00
後 12 58.3 8 2.7 8.3 2 0.2 0 0 0 0 0 0

2022年（令和４年）秋作

最高 平均 最高 平均 最高 平均 最高 平均
22 9 後 20 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
10 前 20 0 0 0 0 0 0 5 0.2 0.01 0 0 0
10 後 20 0 0 0 0 0 0 5 0.1 0.01 0 0 0
11 前 20 0 0 0 0 0 0 10 0.3 0.03 0 0 0
11 後 20 0 0 0 0 0 0 5 1 0.05 0 0 0

最高 平均 最高 平均 最高 平均 最高 平均
22 9 後 20 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
10 前 20 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
10 後 20 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
11 前 20 20 4 0.5 4 0.3 0 0 0 0 0
11 後 20 45 28 4.8 1.3 0.2 0 0 0 0 0

最高 平均 最高 平均 最高 平均 最高 平均 最高 平均
22 9 後 20 10 8 0.7 5 12 0.6 0 0 0.1 0.01 0 0
10 前 20 15 6 0.6 40 20 2.8 0 0 2 0.1 0 0
10 後 20 20 4 0.6 45 24 4.2 0.02 0.01 0.08 0.01 0.02 0.00
11 前 20 40 14 2.1 80 14 4.4 0 0 0 0 0 0
11 後 20 35 14 1.6 40 10 2 0 0 0 0 0.02 0.00

ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ

年 月 期

調査時期

期年 月
調査
圃場数

発生
圃場率

被害株率

調査時期

年 月 期

調査時期
寄生株率

発病株率

ジャガイモガ

アブラムシ類

調査
圃場数

発生
圃場率

被害株率

ヨトウムシ類

株当虫数
その他

調査
圃場数

発生
圃場率

発生
圃場率

株当虫数
ｼﾛｲﾁﾓｼﾞﾖﾄｳ
株当虫数

年

調査
圃場数

葉巻病

発生
圃場率

ニジュウヤホシテントウ

発生
圃場率

発病株率 発生
圃場率

寄生株率 株当虫数株当虫数

発病株率
疫病

発生
圃場率

発病株率
モザイク病 青枯病

期月

発生
圃場率

月 期
寄生株率発生

圃場率

ヨトウムシ類
その他

発生
圃場率

株当虫数
被害株率被害株率

ｼﾛｲﾁﾓｼﾞﾖﾄｳ
発生
圃場率

株当虫数

疫病
発生
圃場率

発病株率
モザイク病葉巻病

株当虫数

調査
圃場数

発病株率発病株率
月 期

株当虫数

発生
圃場率

アブラムシ類 ニジュウヤホシテントウ

発生
圃場率

調査
圃場数

調査時期

ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ
ジャガイモガ

年
株当虫数

調査時期

年

青枯病
発生
圃場率

発病株率

調査時期

寄生株率
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コ きゅうり

最高 平均 最高 平均 最高 平均 最高 平均
22 11 前 8 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
11 後 10 0 0 0 0 0 0 20 1 0.1 0 0 0
12 11 0 0 0 0 0 0 18.2 2 0.3 0 0 0

23 1 9 0 0 0 0 0 0 22.2 8 0.9 0 0 0
2 9 0 0 0 0 0 0 33.3 8 1.7 0 0 0
3 前 9 0 0 0 0 0 0 66.7 60 19.6 11.1 5 0.6
3 後 8 0 0 0 0 0 0 75 66 23.8 0 0 0
4 前 5 0 0 0 0 0 0 80 67 28.4 0 0 0

最高 平均 最高 平均 最高 平均 最高 平均
22 11 前 8 0 0 0 37.5 7 1.3 0 0 0 0 0 0
11 後 10 0 0 0 30 2 0.4 0 0 0 0 0 0
12 11 0 0 0 54.5 26 5.8 0 0 0 0 0 0

23 1 9 0 0 0 55.6 22 4.3 0 0 0 0 0 0
2 9 0 0 0 55.6 87 10.9 0 0 0 0 0 0
3 前 9 0 0 0 77.8 37 8.6 0 0 0 0 0 0
3 後 8 0 0 0 50 47 6.9 0 0 0 0 0 0
4 前 5 0 0 0 80 83 32.6 0 0 0 0 0 0

最高 平均 最高 平均
22 11 前 8 0 0 0 0 0 0
11 後 10 0 0 0 0 0 0
12 11 72.7 34 9.2 0 0 0

23 1 9 88.9 90 24.2 0 0 0
2 9 100 100 40.4 0 0 0
3 前 9 100 100 63.5 0 0 0
3 後 8 75.0 100 38 0 0 0
4 前 5 100 100 24.4 0 0 0

最高 平均 最高 平均 最高 平均 最高 平均
22 11 前 8 0 0 0 12.5 0.3 0.04 62.5 38 11 0 0 0
11 後 10 0 0 0 0 0 0 30 1 0.2 0 0 0
12 11 0 0 0 0 0 0 27.3 4 0.7 0 0 0

23 1 9 22.2 1 0.2 0 0 0 22.2 2 0.3 0 0 0
2 9 0 0 0 0 0 0 11.1 1 0.1 0 0 0
3 前 9 11.1 8 0.9 0 0 0 22.2 10 1.2 0 0 0
3 後 8 12.5 7 0.9 0 0 0 50 20 3.3 0 0 0
4 前 5 0 0 0 20.0 2.0 0.4 20 20 4 0 0 0

最高 平均 最高 平均
22 11 前 8 0 0 0 0 0 0
11 後 10 0 0 0 0 0 0
12 11 0 0 0 0 0 0

23 1 9 0 0 0 11.1 3 0.3
2 9 0 0 0 0 0 0
3 前 9 0 0 0 0 0 0
3 後 8 0 0 0 0 0 0
4 前 5 0 0 0 0 0 0

褐斑病
発生
圃場率

べと病
発病葉率 発生

圃場率
発病葉率発病葉率 発生

圃場率
発生
圃場率

調査
圃場数

調査
圃場数

モザイク病 斑点細菌病
発病葉率

調査
圃場数

退緑黄化病
調査
圃場数

発生
圃場率

発病葉率

調査時期

年 月 期

調査時期

年 月 期

調査時期

年 月 期

調査時期

年 月 期

灰色かび病
発病葉率

発生
圃場率

寄生葉率発生
圃場率

寄生葉率

発生
圃場率

発病果率

コナジラミ ウリハムシ

菌核病
発生
圃場率

発病果率発生
圃場率

発病葉率 発生
圃場率

発生圃
場率

寄生葉率 発生
圃場率

寄生葉率

炭疽病 うどんこ病

寄生葉率

黄化えそ病
発生
圃場率

発病葉率

調査時期
調査
圃場数

ハスモンヨトウ ハダニ

ミナミキイロアザミウマ アブラムシ

年 月 期
発生
圃場率

寄生葉率 発生
圃場率
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サ トマト

最高 平均 最高 平均 最高 平均 最高 平均
22 11 前 8 0 0 0 0 0 0 25 1 0.2 0 0 0
11 後 8 0 0 0 0 0 0 12.5 0.2 0.03 0 0 0
12 8 25 0.2 0.03 0 0 0 12.5 0.1 0.01 0 0 0

23 1 9 11.1 0.1 0.01 0 0 0 11.1 0.1 0.01 0 0 0
2 9 11.1 0.1 0.01 0 0 0 0 0 0 0 0 0
3 前 9 11.1 1 0.1 0 0 0 0 0 0 0 0 0
3 後 9 22.2 0.1 0.02 0 0 0 0 0 0 0 0 0
4 前 9 33.3 2 0.3 0 0 0 0 0 0 0 0 0
4 後 9 22.2 2 0.3 0 0 0 11.1 2 0.2 0 0 0
5 前 9 22.2 0.2 0.03 0 0 0 0 0 0 0 0 0
5 後 9 44.4 0.5 0.1 0 0 0 0 0 0 0 0 0

最高 平均 最高 平均 最高 平均 最高 平均
22 11 前 8 0 0 0 0 0 0 0 0 0 50 10 1.6
11 後 8 0 0 0 0 0 0 0 0 0 62.5 13 3.3
12 8 0 0 0 0 0 0 0 0 0 37.5 23 4.3

23 1 9 0 0 0 0 0 0 0 0 0 44.4 10 1.9
2 9 0 0 0 0 0 0 0 0 0 55.6 10 1.9
3 前 9 0 0 0 0 0 0 0 0 0 66.7 29 4.4
3 後 9 0 0 0 11.1 0 0 0 0 0 55.6 28 6.1
4 前 9 0 0 0 44.4 1 0.2 0 0 0 55.6 55 8.3
4 後 9 0 0 0 55.6 11 1.4 0 0 0 66.7 76 12
5 前 9 0 0 0 22.2 0.5 0.1 0 0 0 88.9 98 22.5
5 後 9 0 0 0 22.2 1 0.2 0 0 0 88.9 100 35.6

最高 平均 最高 平均
22 11 前 8 0 0 0 0 0 0
11 後 8 12.5 1 0.1 0 0 0
12 8 0 0 0 0 0 0

23 1 9 0 0 0 0 0 0
2 9 0 0 0 0 0 0
3 前 9 0 0 0 0 0 0
3 後 9 0 0 0 0 0 0
4 前 9 0 0 0 0 0 0
4 後 9 0 0 0 0 0 0
5 前 9 11.1 5 0.6 0 0 0
5 後 9 0 0 0 0 0 0

疫病

年 月 期
発生
圃場率

調査時期
調査
圃場数

黄化葉巻病 モザイク病 青枯・萎凋病
発病株率

調査時期
調査圃
場数

葉かび 灰色かび病 ｱﾌﾞﾗﾑｼ ｺﾅｼﾞﾗﾐ

年 月 期

発病株率 発生
圃場率

発病株率 発生圃
場率

発病株率 発生圃
場率

発生圃
場率

発病株率 発生圃
場率

発病株率 発生圃
場率

発生圃
場率

寄生株率寄生株率

調査時期
調査圃
場数

ﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ ﾀﾊﾞｺｶﾞ類

年 月 期
発生圃
場率

寄生葉率 発生圃
場率

被害果率
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シ いちご
育苗床

最高 平均 最高 平均 最高 平均 最高 平均
22 5 前 29 3.4 1 0.03 0 0 0 0 0 0 0 0 0

後 27 7.4 2 0.1 0 0 0 0 0 0 0 0 0
6 前 30 10 18 0.8 0 0 0 0 0 0 0 0 0
後 26 7.7 12 0.8 0 0 0 3.8 1 0.04 0 0 0

7 前 30 0 0 0 0 0 0 3.3 0.00 7E-05 0 0 0
後 26 0 0 0 0 0 0 3.8 0.4 0.02 0 0 0

8 前 30 0 0 0 0 0 0 6.7 0.4 0.02 0 0 0
後 27 0 0 0 0 0 0 7.4 0.6 0.03 0 0 0

9 前 28 0 0 0 0 0 0 10.7 0.2 0.02 0 0 0

最高 平均 最高 平均 最高 平均
22 5 前 29 3.4 0.5 0.02 37.9 40 4.9 31.0 16 1.5

後 27 7.4 10 0.4 48.1 48 6.1 48.1 22 4
6 前 30 13.3 8 0.7 46.7 24 4.4 16.7 28 1.4
後 26 19.2 22 1.3 30.8 76 8.0 11.5 18 0.8

7 前 30 26.7 32 2.3 46.7 88 13.8 20.0 16 1.1
後 26 30.8 22 1.9 46.2 22 3.9 30.8 14 1.5

8 前 30 43.3 84 9.0 83.3 100 20.8 23.3 12 0.8
後 27 33.3 52 5.5 66.7 86 20.2 18.5 24 1.3

9 前 28 60.7 66 10.4 35.7 38 4.0 3.6 2 0.07

最高 平均 最高 平均 最高 平均 最高 平均
22 5 前 29 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

後 27 14.8 4 0.5 0 0 0 0 0 0 0
6 前 30 16.7 6 0.4 0 0 13.3 2 0.2 0.02 0.00
後 26 34.6 4 0.7 0.04 0.00 7.7 1 0.1 0 0

7 前 30 20 6 0.6 0.01 3E-04 16.7 14 0.7 0.02 0.00
後 26 30.8 14 1.2 0.02 8E-04 7.7 0.5 0.03 0 0

8 前 30 33.3 10 1.0 0.02 0.00 6.7 1 0.05 0 0
後 27 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

9 前 28 7.1 1 0.1 0.01 4E-04 0 0 0 0 0

最高 平均 最高 平均 最高 平均
22 5 前 29 0 0 0 0 0 6.9 8 0.3

後 27 14.8 14 1.1 2.2 0.1 40.7 40 6.2
6 前 30 13.3 14 0.9 0.02 7E-04 30 38 2.7
後 26 23.1 8 0.8 0.02 8E-04 38.5 28 3.6

7 前 30 6.7 6 0.3 0 0 43.3 54 5.2
後 26 0 0 0 0 0 57.7 30 3.1

8 前 30 10 4 0.3 0 0 16.7 10 0.8
後 27 3.7 1 0.04 0 0 3.7 2 0.07

9 前 28 7.1 4 0.2 0 0 3.6 4 0.1

萎黄病

年 月 期
発生
圃場率

調査時期
調査圃
場数

うどんこ病 炭疽病（C.acutatum） 炭疽病（G.cingulata ）
発病株率発病株率 発生

圃場率
発病株率 発生

圃場率
発病株率

調査時期
調査圃
場数

輪斑病 ハダニ類 アブラムシ類

年 月 期
発生
圃場率

発生
圃場率

調査時期
調査圃
場数

ハスモンヨトウ コガネムシ類

年

発病株率 発生
圃場率

発病株率 発生
圃場率

発病株率

株当幼虫数
月 期

発生
圃場率

被害株率

調査時期
調査圃
場数

アザミウマ類 ヒメヨコバイ類

年 月 期
発生
圃場率

被害株率

被害株率株当幼虫数 発生
圃場率

被害株率 株当幼虫数 発生圃
場率
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本圃

最高 平均 最高 平均 最高 平均
22 9 後 26 11.5 2.4 0.1 0 0 0 0 0 0

10 前 27 14.8 0.4 0.04 0 0 0 0 0 0
10 後 27 3.7 10.0 0.4 0 0 0 0 0 0
11 前 27 3.7 4.0 0.1 0 0 0 0 0 0
11 後 26 0 0 0 0 0 0 0 0 0
12 前 27 11.1 0.3 0.03 0 0 0 0 0 0
12 後 27 3.7 1.0 0.04 0 0 0 0 0 0

23 1 前 26 11.5 2.0 0.1 0 0 0 0 0 0
1 後 27 3.7 0.5 0.02 0 0 0 0 0 0
2 前 27 18.5 3.0 0.2 0 0 0 0 0 0
2 後 27 11.1 0.1 0.01 0 0 0 0 0 0
3 前 27 7.4 0.1 0.01 0 0 0 0 0 0
3 後 26 7.7 0.2 0.01 0 0 0 0 0 0
4 前 26 3.8 0.3 0.01 0 0 0 0 0 0
4 後 27 0 0 0 0 0 0 4 1 0.02

最高 平均 最高 平均 最高 平均
22 9 後 26 - - - - - - - - -

10 前 27 - - - - - - - - -
10 後 27 - - - - - - - - -
11 前 27 0 0 0 0 0 0 0 0 0
11 後 26 0 0 0 3.8 0.3 0.01 7.7 0.2 0.01
12 前 27 0 0 0 0 0 0 3.7 0.1 0.00
12 後 27 0 0 0 3.7 0.3 0.01 0 0 0

23 1 前 26 4 0.2 0.01 7.7 0.2 0.01 0 0 0
1 後 27 0 0 0 22.2 2 0.3 7 0.2 0.01
2 前 27 0 0 0 3.7 0.5 0.02 0 0 0
2 後 27 0 0 0 18.5 0.5 0.06 0 0 0
3 前 27 0 0 0 11.1 0.2 0.02 0 0 0
3 後 26 0 0 0 30.8 1 0.1 0 0 0
4 前 26 0 0 0 23.1 2 0.2 0 0 0
4 後 27 0 0 0 14.8 1 0.1 0 0 0

最高発株 平均発株 最高発株 平均発株 最高発株 平均発株 虫数最高 虫数平均
22 9 後 26 23.1 64 4.8 23.1 50 4.5 30.8 12 1.1 0.04 0.00

10 前 27 25.9 56 3.1 40.7 48 3.4 44.4 12 2.4 0.04 0.01
10 後 27 29.6 52 4.0 40.7 50 6.1 51.9 20 2.2 0.02 0.02
11 前 27 33.3 34 3.6 40.7 60 6.1 14.8 18 0.9 0 0
11 後 26 30.8 12 1.5 53.8 40 10.5 11.5 6 0.4 0 0
12 前 27 18.5 4 0.5 59.3 84 12.2 11.1 2 0.2 0 0
12 後 27 11.1 12 0.6 44.4 100 11.2 7.4 8 0.3 0.02 0.00

23 1 前 26 15.4 18 1.0 46.2 66 11.1 3.8 6 0.2 0.02 0.00
1 後 27 22.2 40 2.8 70.4 30 6.3 3.7 10 0.4 0.06 0.00
2 前 27 11.1 32 1.4 51.9 46 6.4 7.4 4 0.2 0.02 0.00
2 後 27 18.5 16 1.3 55.6 64 6.7 3.7 0.5 0.02 0 0
3 前 27 25.9 32 3.3 44.4 80 7.8 0 0 0 0 0
3 後 26 19.2 10 0.8 46.2 40 7.8 0 0 0 0 0
4 前 26 19.2 26 2.5 42.3 94 15 0 0 0 0 0
4 後 27 22.2 22 1.4 48.1 78 15.1 0 0 0 0 0

最高発株 平均発株 虫数最高 虫数平均 最高発株 平均発株 虫数最高 虫数平均
22 9 後 26 0 0 0 0 0 - - - - -

10 前 27 0 0 0 0 0 - - - - -
10 後 27 0 0 0 0 0 - - - - -
11 前 27 7.4 4 0.2 0.04 0.00 0 0 0 0 0
11 後 26 0 0 0 0 0 3.8 1 0.04 0.01 0.00
12 前 27 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
12 後 27 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

23 1 前 26 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
1 後 27 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
2 前 27 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
2 後 27 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
3 前 27 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
3 後 26 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
4 前 26 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
4 後 27 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

最高発株 平均発株
22 9 後 - - - -

10 前 - - - -
10 後 16 12.5 3 0.2
11 前 25 12 4 0.4
11 後 26 26.9 6 0.9
12 前 27 25.9 10 0.8
12 後 27 11.1 2 0.2

23 1 前 26 15.4 16 0.7
1 後 27 29.6 9 0.9
2 前 27 37.0 11 1.0
2 後 27 44.4 6 1.2
3 前 27 63.0 19 3.4
3 後 26 65.4 29 5.1
4 前 26 76.9 38 6.5
4 後 27 77.8 32 8.4

調査時期
調査圃場
数

アザミウマ類（花）

年 月 期
発生圃場
率

寄生花率

調査時期
調査圃場
数

ｵｵﾀﾊﾞｺｶﾞ（葉） ｵｵﾀﾊﾞｺｶﾞ（果）

年 月 期
発生圃場
率

寄生株率 株当虫数 発生圃場
率

被害株率 株当虫数

調査時期
調査圃場
数

ｱﾌﾞﾗﾑｼ ﾊﾀﾞﾆ ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ

年 月 期
株当虫数発生圃場

率
寄生株率 発生圃場

率
寄生株率 発生圃場

率
被害株率

調査時期
調査圃場
数

うどんこ病（果） 灰色かび病 菌核病

年
発生圃場
率

発病果率
月 期

発生圃場
率

発病果率 発生圃場
率

発病果率

調査時期
調査圃場
数

炭疽病 萎黄病 うどんこ病（葉）

年 月 期
発生圃場
率

発病株率 発生圃場
率

発病株率 発生圃場
率

発病株率
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ス レタス

最高 平均 最高 平均 最高 平均 最高 平均
22 9 後 6 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

10 前 7 28.6 0.2 0.04 0 0 0 0 0 0 0 0 0
10 後 11 0 0 0 9.1 1 0.1 0 0 0 0 0 0
11 前 15 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
11 後 15 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
12 15 0 0 0 6.7 0.2 0.01 0 0 0 0 0 0

最高 平均 最高 平均
22 9 後 6 0 0 0 0 0 0

10 前 7 0 0 0 0 0 0
10 後 11 0 0 0 0 0 0
11 前 15 0 0 0 0 0 0
11 後 15 6.7 0.2 0.01 0 0 0
12 15 6.7 0.2 0.01 0 0 0

最高 平均 最高 平均 最高 平均 最高 平均
22 9 後 6 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

10 前 7 0 0 0 14.3 2 0.3 0 0 0 0 0
10 後 11 0 0 0 9.1 6 0.5 0 0 0 0 0
11 前 15 0 0 0 26.7 10 1.5 0 0 0 0 0
11 後 15 0 0 0 46.7 12 2.2 0 0 0 0 0
12 15 0 0 0 33.3 62 6.7 0 0 0 0 0

最高 平均 最高 平均
22 9 後 6 0 0 0 0 0

10 前 7 0 0 0 0 0
10 後 11 0 0 0 0 0
11 前 15 0 0 0 0 0
11 後 15 13.3 6 0.5 0.1 0.01
12 15 0 0 0 0 0

寄生株率 株当虫数

調査時期
調査圃場
数

オオタバコガ

年 月 期
発生圃場
率

寄生株率 株当虫数

発生圃場
率

発生圃場
率

発病株率

調査時期
調査圃場
数

ネキリムシ アブラムシ ハスモンヨトウ

年 月 期
発生圃場
率

寄生株率 発生圃場
率

寄生株率 発生圃場
率

調査時期
調査圃場
数

菌核病 すそ枯病

年 月 期
発生圃場
率

発病株率

灰色かび病

年 月 期
発生圃場
率

調査時期

調査圃場
数

萎黄病 斑点細菌病 腐敗病
発病株率発病株率 発生圃場

率
発病株率 発生圃場

率
発病株率
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セ たまねぎ

最高 平均 最高 平均 最高 平均 最高 平均
22 11 前 8 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

11 後 16 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
12 16 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

23 1 16 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
2 前 16 0 0 0 0 0 0 13 0.1 0.01 0 0 0
2 後 16 0 0 0 0 0 0 25 0.5 0.06 0 0 0
3 前 16 0 0 0 0 0 0 50 0.5 0.08 6.3 1 0.06
3 後 4 0 0 0 0 0 0 75 0.1 0.06 0 0 0

最高 平均 最高 平均 最高 平均 最高 平均
22 11 前 8 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

11 後 16 0 0 0 0 0 0 12.5 36 3.8 0 0 0
12 16 0 0 0 0 0 0 37.5 32 5.8 12.5 4 0.4

23 1 16 0 0 0 0 0 0 50 48 7.6 0 0 0
2 前 16 0 0 0 0 0 0 62.5 48 12.8 18.8 1 0.2
2 後 16 0 0 0 0 0 0 75 40 15.5 0 0 0
3 前 16 0 0 0 0 0 0 50 100 22.8 6.3 4 0.3
3 後 4 0 0 0 25 0.05 0.01 75 48 24 0 0 0

発病株率

年

白色疫病萎黄病
発生
圃場率

発病株率 発生
圃場率

調査時期

年 月
調査
圃場数期

調査時期

月 期
調査
圃場数

発生
圃場率

発病株率発病株率
黒班病

発生
圃場率

寄生株率発生
圃場率

さび病 アザミウマ類
発生
圃場率

ボトリチス葉枯病べと病

寄生株率
アブラムシ類

発病株率発生
圃場率

発生
圃場率

発病株率
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ソ ブロッコリー

最高 平均 最高 平均 最高 平均 最高 平均
22 9 前 4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 - - -

9 後 12 0 0 0 0 0 0 0 0 0 - - -
10 前 8 25 6 0.9 0 0 0 0 0 0 - - -
10 後 12 0 0 0 0 0 0 0 0 0 - - -
11 前 12 8.3 4 0.3 0 0 0 0 0 0 0 0 0
11 後 12 8.3 2 0.2 0 0 0 0 0 0 0 0 0
12 12 16.7 6 0.8 0 0 0 0 0 0 0 0 0

最高 平均 最高 平均 最高 平均 最高 平均
22 9 前 4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

9 後 12 8.3 4 0.3 0 0 0 0 0 0 0
10 前 8 0 0 0 0 0 33.3 8 2.7 0.1 0.03
10 後 12 16.7 8 1 4.0 0.3 41.7 16 4.4 0.2 0.06
11 前 12 16.7 12 1.3 0.4 0.05 8.3 4 0.3 0.04 0.00
11 後 12 8.3 8 0.7 6.5 0.5 8.3 8 0.7 0.1 0.01
12 12 8.3 4 0.3 0.04 0.00 16.7 4 0.4 0.04 0.00

最高 平均 最高 平均 最高 平均 最高 平均 最高 平均
22 9 前 4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

9 後 12 33.3 8 1.7 0.3 0.05 0 0 16.7 20 2 0.2 0.02
10 前 8 33.3 4 1 4.8 0.6 2 0.3 0 0 0 0 0
10 後 12 8.3 4 0.3 1.8 0.2 0 0 41.7 12 3 5.6 0.7
11 前 12 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
11 後 12 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
12 12 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

最高 平均 最高 平均 最高 平均 最高 平均
22 9 前 4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

9 後 12 8.3 1 0.08 0.01 0.00 0 0 0 0 0
10 前 8 25 8 1.3 0 0 25 8 1.3 0.08 0.02
10 後 12 16.7 8 1 0 0 8.3 4 0.3 0.04 0.003
11 前 12 16.7 6 0.5 0.2 0.02 0 0 0 0 0
11 後 12 0 0 0 0 0 16.7 4 0.7 0.04 0.01
12 12 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

最高 平均 最高 平均 最高 平均 最高 平均 最高 平均
22 9 前 4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

9 後 12 25 20 2.2 0.2 0.03 0 0 0 0 0 0 0 0
10 前 8 8.3 12 1 0.3 0.03 0 0 0 0 0 0 0 0
10 後 12 41.7 8 2 0.08 0.02 0 0 0 0 0 0 0 0
11 前 12 16.7 4 0.7 0.04 0.01 0 0 0 0 0 0 0 0
11 後 12 16.7 4 0.7 0.04 0.01 0 0 0 0 0 0 0 0
12 12 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

最高 平均 最高 平均 最高 平均 最高 平均
22 9 前 4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

9 後 12 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
10 前 8 0 0 0 0 0 8.3 4 0.3 0 0
10 後 12 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
11 前 12 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
11 後 12 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
12 12 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

調査時期
調査圃
場数

アオムシ コナジラミ類

年 月 期
発生圃
場率

寄生株率 株当虫数 発生
圃場

寄生株率 白化症

調査時期
調査圃
場数

ウワバ類 ハイマダラノメイガ ネキリムシ類

年 月 期
発生圃
場率

寄生株率 株当虫数 発生
圃場

寄生株率 株当虫数 被害株率発生
圃場

調査時期
調査圃
場数

シロイチモジヨトウ オオタバコガ

年 月 期
発生圃
場率

寄生株率 株当虫数 発生
圃場

寄生株率 株当虫数

花蕾腐敗病

調査時期
調査圃
場数

ハスモンヨトウ ヨトウガ

年 月 期
発生圃
場率

寄生株率 株当虫数 白変葉数 発生
圃場

寄生株率 株当虫数

調査時期
調査圃
場数

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 コナガ

年 月 期
発生圃
場率

寄生株率 株当虫数 発生
圃場

寄生株率 株当虫数

発病株率
調査時期

調査圃
場数

黒腐病（葉）
発生圃
場率

発病株率 発生圃
場率

発病株率 発生圃
場率

年 月 期
発生圃
場率

発病株率
軟腐病（葉） べと病（葉）
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タ　　アスパラガス

年 月 期 最高 平均 最高 平均 最高 平均
22 5 前 12 0 0 0 58.3 63 12.7 0 0 0

6 前 12 0 0 0 50 91 12.7 0 0 0
7 前 12 8.3 0 0 50 91 13.3 0 0 0
8 前 12 8.3 2 0.2 50 24 5.6 0 0 0
9 前 12 50 81 17.9 50 207 27.8 0 0 0
10 前 9 66.7 35 10.2 44.4 67 19.2 0 0 0

調査時期 調査
圃場数

斑点性病害

発生
圃場率

発病株率 発生
圃場率

虫数/10カ所
（褐斑病・斑点病）

アザミウマ類

発生
圃場率

寄生幼虫数

ハスモンヨトウ
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（５）病害虫発生予察調査業務委託による調査成績

ア　普通作

（フェロモントラップ調査）

コブノメイガ (2022年）

調査期間 頭 調査期間 頭 調査期間 頭 調査期間 頭

6/27 設置 7/1 設置 6/17 設置 6/29 設置

7/1 0 7/7 0 6/22 0 7/14 0

7/4 0 7/12 1 6/28 0 7/25 35

7/8 0 7/17 0 7/7 0 8/5 2

7/12 0 7/22 0 7/13 0 8/25 9

7/19 0 7/27 2 7/20 0

7/26 0 8/1 3 7/25 4

8/1 3 7/27 2 7/29 0

8/5 1 8/1 3 8/5 3

8/10 3 8/8 0 8/9 1

8/18 9 8/11 4 8/16 5

8/24 5 8/16 12 8/22 1

8/29 10 8/21 3 8/26 1

8/26 6 8/31 3

8/31 1

注）数値は調査期間内に誘殺されたトラップ１基当たりの雄成虫数

長崎市琴海 対馬市豊玉大村市鬼橋 佐々町
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イ　野菜花き　フェロモントラップ調査　（2022年）

調査
月日

調査
月日

調査
月日

調査
月日

6/1 設置 6/25 設置 6/1 設置 6/1 設置
6/8 20 7/1 126 6/6 31 6/10 46
6/15 27 7/4 7 6/10 39 6/20 7
6/23 29 7/8 10 6/15 46 6/27 31
6/29 45 7/11 29 6/20 8 7/6 14
7/4 27 7/15 10 6/24 50 7/20 22
7/8 20 7/20 62 6/30 104 7/27 21
7/15 51 7/25 15 7/5 12 8/3 10
7/20 49 7/29 12 7/11 24 8/12 23
7/26 45 8/1 0 7/15 28 8/19 36
8/1 38 8/4 2 7/20 128 8/30 32
8/5 17 8/8 0 7/25 100 9/9 28
8/11 25 8/12 4 7/29 21 9/20 47
8/15 16 8/17 10 8/1 13 9/27 61
8/19 22 8/22 3 8/8 24 10/5 34
8/24 29 8/26 8 8/10 6 10/12 80
8/29 45 8/29 3 8/16 6 10/24 91
9/5 35 9/2 0 8/19 70 11/4 71
9/9 26 9/5 0 8/25 65 11/11 85
9/16 40 9/7 17 8/30 36 11/22 93
9/20 36 9/9 0 9/1 11 11/28 66
9/23 17 9/12 0 9/5 45
9/28 40 9/16 9 9/12 135
10/4 46 9/21 15 9/16 37
10/11 43 9/26 0 9/26 152
10/14 23 9/30 0 10/3 206
10/21 18 10/5 11 10/11 329
10/24 15 10/11 9 10/25 599
10/27 20 10/17 17 11/7 370
11/4 32 10/24 10 11/11 81
11/10 12 10/28 11 11/21 206
11/16 15 11/1 0 11/29 259
11/21 9 11/4 0
11/24 16 11/10 21
11/29 10 11/15 36

11/21 13
11/25 0
11/30 0

大村市武留路 諫早市森山町 雲仙市吾妻 南島原市南有馬

ハスモンヨトウ
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ウ きゅうり
数値は管内の発生概況（５段階評価：多（５）、やや多（４）、並（３）、やや少（２）、少（１））、なし（０）

年 月 最高 平均 最高 平均 最高 平均 最高 平均 最高 平均 最高 平均
22 10 0 2 2 4 4 0 0 2 2 0 0 4 4

10 1 0 0 0 0 0 0 2 2 0 0 4 4
11 1 3 3 3 3 2 2 3 3 1 1 3 3
11 1 3 3 3 3 2 2 3 3 1 1 3 3
12 1 3 3 3 3 0 0 2 2 0 0 3 3
12 1 3 3 3 3 0 0 2 2 0 0 3 3

23 1 1 3 3 3 3 0 0 3 3 0 0 3 3
1 1 3 3 3 3 0 0 3 3 0 0 3 3
2 1 3 3 3 3 0 0 2 2 3 3 3 3
2 1 3 3 3 3 0 0 2 2 3 3 3 3
3 1 0 0 4 4 0 0 3 3 0 0 4 4
3 1 0 0 3 3 0 0 2 2 0 0 4 4

年 月 最高 平均 最高 平均 最高 平均 最高 平均 最高 平均 最高 平均
22 10 1 2 2 4 4 4 4 3 3 4 4 3 3

10 1 2 2 4 4 4 4 2 2 4 4 3 3
11 1 3 3 4 4 4 4 3 3 2 2 2 2
11 1 3 3 4 4 4 4 3 3 2 2 2 2
12 1 2 2 4 4 3 3 0 0 3 3 3 3
12 1 3 3 3 3 3 3 0 0 3 3 3 3

23 1 1 3 3 4 4 3 3 3 3 4 4 4 4
1 1 3 3 4 4 3 3 3 3 4 4 4 4
2 1 3 3 4 4 3 3 3 3 3 3 3 3
2 1 3 3 4 4 2 2 3 3 3 3 2 2
3 1 2 2 3 3 3 3 0 0 4 4 4 4
3 1 2 2 2 2 2 2 1 1 4 4 3 3

エ トマト
数値は管内の発生概況（５段階評価：多（５）、やや多（４）、並（３）、やや少（２）、少（１））、なし（０）

年 月 最高 平均 最高 平均 最高 平均 最高 平均 最高 平均 最高 平均
22 11 2 3 2.5 0 0.0 3 3.0 0 0 1 1 3 2

11 2 3 3.0 0 0.0 3 3.0 0 0 1 1 3 2
12 2 3 3.0 0 0.0 3 3.0 0 0 3 2.5 3 3
12 2 3 3.0 0 0.0 3 3.0 0 0 3 3.0 3 3.0

23 1 2 3 3.0 0 0.0 3 2.5 0 0 3 2.0 3 2.0
1 2 3 3.0 0 0.0 3 3.0 0 0 3 2.5 3 3.0
2 2 3 3.0 0 0.0 3 1.5 0 0 3 2.5 3 3.0
2 2 3 3.0 0 0.0 3 1.5 0 0 3 3.0 3 3.0
3 2 3 3.0 0 0.0 3 1.5 0 0 3 2.5 4 3.5
3 2 4 3.5 0 0.0 3 1.5 1 1 3 3.0 4 3.5

年 月 最高 平均 最高 平均 最高 平均 最高 平均 最高 平均
22 11 2 3 3 3 3 3 3 0 0 3 2

11 2 3 3 3 3 3 3 0 0 3 2
12 2 3 2 3 3 3 3 1 1 3 2
12 2 3 2 3 3 3 3 1 1 3 2

23 1 2 3 3 3 3 3 3 3 2 3 2
1 2 3 2 3 3 3 3 3 3 3 2
2 2 3 2 4 4 3 3 3 3 3 2
2 2 3 2.0 4 2.0 3 3 3 2.5 3 1.5
3 2 3 2.5 4 3.5 3 3 3 2.5 3 2.0
3 2 3 3.0 0 4.0 3 3 3 3.0 3 2.5

べと病調査時期 調査
地区数

調査時期 調査
地区数

調査時期 調査
地区数

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 コナジラミ類 ハモグリバエ類 灰色かび病（果実） タバコガ類（果実）

黄化葉巻病 ﾓｻﾞｲｸ病 青枯病 萎凋病類 疫病

褐斑病 うどんこ病

葉かび病

アザミウマ類 ｺﾅｼﾞﾗﾐ類 ウリハムシ 灰色かび（果実） 菌核病（果実）

黄化えそ病 斑点細菌病退緑黄化病

アブラムシ類

調査時期 調査
地区数
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オ 　いちご育苗床
　数値は管内の発生概況（５段階評価：多（５）、やや多（４）、並（３）、やや少（２）、少（１））

年 月 最高 平均 最高 平均 最高 平均 最高 平均 最高 平均

21 6 4 3 1.8 3 0.8 3 1.0 4 2.5 3 1.3

4 3 2.0 3 0.8 4 2.0 4 3.0 3 1.3

7 4 3 2.8 3 1.0 3 2.0 4 3.3 3 2.0

3 4 3.0 3 1.0 3 2.0 3 3.0 3 2.0

8 3 4 3.3 3 0.8 3 1.8 3 2.5 4 1.5

2 4 3.3 3 0.8 3 1.8 4 3.3 3 2.0

9 2 4 3.8 3 1.0 3 1.5 4 3.0 4 2.8

1 5 4.0 3 1.0 3 1.5 4 3.0 4 2.3

年 月 最高 平均 最高 平均 最高 平均 最高 平均

21 6 3 3 2.3 4 2.8 3 2.3 4 2.8

4 3 2.3 4 3.0 3 2.0 5 3.3

7 4 4 2.3 4 3.3 4 3.3 4 3.5

2 3 2.0 4 3.3 3 3.0 4 3.5

8 3 4 2.8 4 3.3 3 2.0 3 1.8

2 4 2.8 3 2.8 3 2.3 3 1.8

9 2 4 2.5 5 3.3 3 2.5 3 2.3

1 4 2.3 4 2.8 3 2.3 3 2.3

ク いちご本圃
数値は管内の発生概況（５段階評価：多（５）、やや多（４）、並（３）、やや少（２）、少（１））

（ア）葉

年 月 最高 平均 最高 平均 最高 平均 最高 平均 最高 平均 最高 平均

22 10 3 4 2.7 2 0.7 3 1.0 4 3.0 3 2.0 4 2.3

3 4 2.7 2 1.0 3 1.3 4 2.7 4 2.7 4 2.3

11 3 4 2.7 3 1.0 3 1.3 4 3.0 4 2.7 4 3.0

3 4 2.7 3 1.3 3 1.0 4 2.7 4 3.0 4 3.0

12 3 4 2.3 3 1.3 3 1.3 3 2.3 4 2.7 4 3.0

3 4 2.3 3 1.3 3 1.7 3 2.0 3 2.3 4 3.3

23 1 3 3 1.7 3 1.3 3 1.3 3 2.0 3 2.3 4 3.0

3 3 2.0 3 1.3 3 1.3 3 1.3 3 2.0 4 3.0
2 3 3 1.7 3 1.3 3 1.3 1 0.3 3 2.0 4 3.7

3 3 2.0 3 1.3 3 1.7 1 0.3 3 1.7 4 3.7
3 3 3 2.0 3 1.7 3 2.0 2 0.7 3 2.7 4 4.0

3 3 2.0 3 1.7 3 1.7 3 1.0 3 2.3 4 3.3

（イ）果実

年 月 最高 平均 最高 平均 最高 平均 最高 平均 最高 平均
22 10 3 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0.0 1 0.3

3 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0.0 1 0.3
11 3 0 0.0 1 0.3 1 0.3 2 1.3 3 2.0

3 0 0.0 2 1.3 1 0.7 1 1.0 3 1.7
12 3 1 0.3 3 1.7 2 1.0 2 1.3 3 2.3

3 1 0.3 3 1.7 2 1.0 2 1.3 3 2.3
23 1 3 1 0.3 3 2.0 2 1.0 2 1.0 3 1.3

3 2 1.0 4 2.7 2 1.0 2 0.7 3 1.7
2 3 2 1.3 4 2.7 2 1.3 1 0.3 3 2.0

3 2 1.3 4 2.7 2 1.3 2 0.7 3 2.0
3 3 4 2.0 4 2.3 2 1.3 0 0.0 3 2.7

3 2 1.3 4 3.3 3 2.0 0 0.0 3 3.0

調査時期 調査
地区数

調査時期

調査時期 調査
地区数

調査時期

ｱｻﾞﾐｳﾏ類

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 ハダニ類

ｳﾄﾞﾝｺ病 灰色かび病

ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ萎黄病

菌核病 タバコガ類

ハダニ類ｱﾌﾞﾗﾑｼ類

アザミウマ類

調査
地区数

炭疽病 ｳﾄﾞﾝｺ病

ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ

ヒメヨコバイ類

うどんこ病調査
地区数

炭疽病 萎黄病 輪斑病
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キ アスパラガス
　数値は管内の発生概況（５段階評価：多（５）、やや多（４）、並（３）、やや少（２）、少（１））

年 月
22 6 1 0 0 3 3 2 2

1 0 0 4 3 3 3
7 1 4 4 3 3 3 4

1 4 0 4 3 3 3
8 1 4 4 3 3 4 4

1 4 4 4 3 4 3
9 1 4 4 4 3 4 4

1 4 4 4 3 4 4
10 1 4 4 4 3 4 4

1 4 4 4 3 4 4

ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ ハダニ類
調査時期 調査

地区数
斑点病 褐斑病 アザミウマ類 コナジラミ類
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ケ　果樹カメムシ類　フェロモントラップ調査（黄色コガネコール）（2022年）

月 半旬 チャバネアオ ツヤアオ チャバネアオ ツヤアオ
カメムシ カメムシ カメムシ カメムシ

1 3.3 0 3.3 3 0 3

2 3.3 0 3.3 5 0 5

3 11 0 11 3 0 3

4 15 0 15 4 0 4

5 15 0 15 17 0 17

6 9 0 9 28 0 28

1 10 0 10 12 0 12

2 9 0 9 35 0 35

3 5 0 5 30 0 30

4 2 0 2 16 0 16

5 3 0 3 22 0 22

6 1.2 0 1.2 37 0 37

1 1 0 1 26 0 26

2 1 0 1 55 0 55

3 13.3 0 13.3 48 0 48

4 13.3 0 13.3 28 0 28

5 13.3 0 13.3 7 0 7

6 3 0 3 2 0 2

1 3 0 3 4 0 4

2 - - 0 5 0 5

3 6 0 6 2 0 2

4 24 3 27 1 0 1

5 3 2.4 5.4 0 0 0

6 3.8 3 6.8 1 0 1

1 3.8 3 6.8 3 0 3

2 3.8 3 6.8 3 0 3

3 1 0 1

4 0 0 0

5 0 0 0

6 0 0 0

179.1 14.4 194 398 0 398合計

西海市西彼町 南島原市有家町

計 計

6

7

8

9

10
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（６）その他の調査成績   

ア ヒメトビウンカ

（ア）調査目的

   ヒメトビウンカの越冬世代ならびに第１世代の発生状況を明らかにし、縞葉枯病の防除対策の  

参考に資する。

（イ）調査方法

  ａ  越冬世代調査：２０２２年(令和４年)２月２８日～３月７日に動力散粉機を用い、吹き出し

法により１０㎡当りの生息数を調査した。

  ｂ  第１世代調査：２０２２年(令和４年)５月６日～５月２６日に捕虫網を用いて２０回すくい

取りにより生息数を調査した。

（ウ）調査結果

  第１表 ヒメトビウンカの越冬状況

   

齢別構成（％）

若齢 中齢 老齢

長崎市手熊 3/2 ｽｽﾞﾒﾉﾃｯﾎﾟｳ 1 41.0 45.3 12.7 11.6

長崎市長浦町 3/7 ｽｽﾞﾒﾉﾃｯﾎﾟｳ 0 5.1 54 40.5 46.5

諫早市多良見町 2/28 ｽｽﾞﾒﾉﾃｯﾎﾟｳ 0 14.1 64.8 21.1 19.2

諫早市小野 3/4 ｽｽﾞﾒﾉﾃｯﾎﾟｳ 3 15.8 50.0 31.6 7.3

諫早市森山 3/4 ｽｽﾞﾒﾉﾃｯﾎﾟｳ 12 47.4 28.2 12.8 14.6

雲仙市国見町 3/4 ｽｽﾞﾒﾉﾃｯﾎﾟｳ 3 35.2 40.0 21.6 10.8

雲仙市吾妻町 3/4 ｽｽﾞﾒﾉﾃｯﾎﾟｳ 20 45.7 31.0 3.0 16.4

佐世保市長畑 3/3 ｽｽﾞﾒﾉﾃｯﾎﾟｳ 0 3.2 43.5 53.2 14.9

佐世保市針尾 3/3 ｽｽﾞﾒﾉﾃｯﾎﾟｳ 0 6.6 56.6 36.7 15.3
4 21.3 47.4 27.5 17.0

10㎡当
り 頭 数成虫

調査植物 幼   虫

平均

調 査 地 点 名 採集日
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第２表 ヒメトビウンカ（第１世代）の発生状況

齢別構成（％） 20回

当たり

若齢 中齢 老齢 頭数

長崎市琴海戸根 5/10 ｽｽﾞﾒﾉﾃｯﾎﾟｳ 30.2 53.1 15.9 0.8 51.6
長崎市外海町神ノ浦 5/2 ｽｽﾞﾒﾉﾃｯﾎﾟｳ 14 29 0.0 57 0.2
西海市大瀬戸町 5/2 ｽｽﾞﾒﾉﾃｯﾎﾟｳ 68 12 0.9 18.8 3.0
諫早市小船越 5/16 小麦 64.9 29.7 4.1 1.3 79.7

諫早市小野 5/17 小麦 37.3 53.7 8.7 0.3 67.0

諫早市森山 5/17 小麦 29.7 45.8 19.3 5.2 24.5

諫早市多良見町 5/9 ｽｽﾞﾒﾉﾃｯﾎﾟｳ 15.0 60.0 20.0 5.0 2.1

大村市岩松 5/20 ｽｽﾞﾒﾉﾃｯﾎﾟｳ 0 50.8 3.4 45.8 5.9

東彼杵町三根 5/23 ｽｽﾞﾒﾉﾃｯﾎﾟｳ 20.2 37.5 13.5 28.8 8.7
雲仙市吾妻町 5/18 ｽｽﾞﾒﾉﾃｯﾎﾟｳ 30 40 27 3.7 9.8

雲仙市国見町神代 5/23 小麦 41.8 48.8 6.1 3.3 23.7
佐世保市長畑 5/6 ｽｽﾞﾒﾉﾃｯﾎﾟｳ 54.1 35.1 9.0 1.8 4.3

佐世保市針尾 5/6 ｽｽﾞﾒﾉﾃｯﾎﾟｳ 55.6 25.9 14.8 3.7 0.8

松浦市志佐 5/9 ｽｽﾞﾒﾉﾃｯﾎﾟｳ 38.2 8.8 8.8 44 1.4

平戸市紐差 5/10 小麦 89 9.0 0.9 1.4 7.6

五島市野々切 5/20 小麦 47 45.3 7.5 0.0 6.6

五島市富江町山手 5/20 小麦 0.0 50.0 50.0 0.0 1

五島市岐宿川原 5/20 小麦 26 47 25.7 1.4 8.2

五島市富江町岳 5/20 小麦 0 0 0 0 0
壱岐市芦辺町 5/12 小麦 0 93 7.4 0 1.1
対馬市厳原町久和 4/20 ｽｽﾞﾒﾉﾃｯﾎﾟｳ 0 0 0 0 0.0
対馬市厳原町久根 4/20 ｽｽﾞﾒﾉﾃｯﾎﾟｳ 0 0 33.3 66.7 0.0

45.0 39.2 10.4 5.4 8.5

調 査 地 点 名 採 集 日 調 査 植 物 幼     虫
成虫

平均

第３表  ヒメトビウンカ（第１世代）の生息密度の推移

調査年度 H２９ H３０ R１ R２ R３ R４ 平年

生息密度（頭） ９．８ ６．０ ９．８ ２．４ １．０ ５．６ ８．５

   注）平年値は平成２４～令和３年の平均値（最大・最小値除く）
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イ カメムシ類のヒノキにおける寄生状況調査

（ア）調査時期：令和４年７月２０、２２日及び８月２２、２３日

（イ）調査方法：ヒノキのきゅう果が着生している枝を１地点につき１０枝以上選び、枝の先端か

       らきゅう果を覆うように捕虫網をかぶせ、その上から棒で５回程度たたいて、寄生

しているカメムシを落下させ、種別、齢別に計測した。

（ウ）調査結果

ア）７月下旬調査

表１ ヒノキのきゅう果におけるカメムシ類の寄生状況（令和４年７月２０、２２日調査）

調査地点 成虫 老齢 中齢 若齢 計 成虫 老齢 中齢 若齢 計

諫早市多良見町東園 1.3 0 0.3 0 1.6 0.3 0 0 0 0.3 2 70.0

　　　　〃　　　　　佐瀬 1.8 0 0 0 1.8 1.8 0.1 0 0 1.9 3.7 90.0

長与町岡 0.78 0.11 0 0 0.89 0.3 0.2 0 0 0.6 1.4 77.8

時津町子々川 1.6 0.5 0.8 0.3 3.2 0.1 0.1 0 0 0.2 3.4 90.0

西海市西彼町小迎 2.0 0.22 0.44 0 2.67 0 0 0 0 0 2.7 88.9

　〃　　西海町木場 0.33 0.33 0.11 0 0.78 0.1 0.1 0 0 0.2 1.0 66.7

諫早市長田 1.0 0 0.13 0.63 1.75 0.63 0 0 0.13 0.75 2.5 62.5

大村市今村 1.5 0 0 0 1.5 0 0 0 0 0 2 60.0

東彼杵町赤木 0.75 0.13 0.75 0 1.63 0.3 0 0 0 0.3 1.9 75.0

雲仙市瑞穂町伊福 1.6 0 0.6 0.6 2.8 0.3 0.4 0.1 0.5 1.3 4.1 100

　〃　　国見町百花台 1.6 0 0 0 1.6 0 0 0 0 0 1.8 70.0

南島原市有家町新切 2.2 0.5 0.4 1.6 4.7 0.1 0 0 0 0.1 4.8 90.0

　〃　北有馬町田平名 0.8 0 0 0 0.8 0.1 0 0 0 0.1 0.9 50.0

佐世保市宮 0.71 0 0 0 0.71 0 0 0 0 0 0.7 71.4

　〃　　針尾 0.17 0.17 0.83 0.17 1.33 0 0.2 0.3 0 0.5 1.8 33.3

平均 1.2 0.1 0.3 0.2 1.8 0.3 0.1 0.03 0.04 0.4 2.2 73.0

チャバネアオカメムシ(頭/枝) ツヤアオカメムシ(頭/枝)
合計

寄生
枝率

表２ 果樹カメムシ類の寄生状況およびヒノキのきゅう果着生量の年次別推移（７月下旬）

年度 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 平年 R4

寄生虫数（頭/枝) 2.8 3.4 2.5 0.6 0.3 2.6 4.9 2.6 0.6 0.5 2.1 2.2

きゅう果着生量 3.0 2.2 3.5 1.0 2.3 3.5 2.9 3.5 2.1 2.3 2.7 4.0

* きゅう果着生量は、程度を5段階（多：5, やや多：4, 中：3, やや少：2, 少：1）として達観調査した
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イ）８月下旬調査

表１ ヒノキのきゅう果におけるカメムシ類の寄生状況（令和４年８月２２、２３日調査）

調査地点
成虫 老齢 中齢 若齢 計 成虫 老齢 中齢 若齢 計

諫早市多良見町東園 2.2 0 0.1 0 2.3 0 0 0 0 0 2.3 80

　　　　〃　　　　　佐瀬 2.2 0.2 0 0 2.4 1.4 0 0 0 1.4 3.8 80

長与町岡 0.8 0 0.5 0.4 1.7 0.2 0 0 0 0.2 1.9 70

時津町西時津 0.7 0.1 0.2 0.3 1.3 0.1 0.1 0 0 0.2 1.5 90

西海市西彼町小迎 4.3 0.2 0.1 0.1 4.7 0.1 0 0 0 0.1 4.8 90

　〃　　西海町木場 0.8 0.2 0 0 1.0 0 0.1 0.0 0 0.2 1.2 100

諫早市長田 2.2 0.0 0.0 0 2.2 0.1 0 0 0 0.1 2.3 70

大村市今村 0.9 0 0 0 0.9 0.3 0 0 0 0.3 1.2 71

東彼杵町赤木 1.5 0 0.1 0.1 1.7 0 0 0 0 0 1.7 80.0

雲仙市瑞穂町伊福 1.6 0 0 0 1.6 0 0 0 0 0 1.6 50

　〃　　国見町百花台 1.5 0 0 0 1.5 0 0 0 0 0 1.5 60

南島原市有家町新切 1.4 0.1 0.5 0 2.0 0 0 0 0 0.3 2.3 70.0

　〃　北有馬町田平名 0.4 0 0 0 0.4 0 0 0 0 0 0.4 30

佐世保市宮 1.0 0.2 0.2 0 1.4 0.3 0 0.3 0.5 1.1 2.5 100

　〃　　針尾 0.4 0.6 0.5 0.1 1.6 0.1 0 0 0 0.1 1.7 80

平均 1.5 0.1 0.1 0.1 1.8 0.2 0.0 0.0 0.0 0.3 2.1 74.8

チャバネアオカメムシ(頭/枝) ツヤアオカメムシ(頭/枝)

合計
寄生
枝率

表２ 果樹カメムシ類の寄生状況の年次別推移（８月下旬）

年度 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 平年 R4

寄生虫数（頭/枝) 1.6 1.1 4.8 0.2 2.1 4.5 0.8 2.6 2.3 0.7 2.2 2.1

ウ ヒノキのきゅう果における口針鞘（カメムシの吸汁痕）

（ア）採集日：令和４年７月２０日、２２日及び８月２２日、２３日

（イ）調査方法

  カメムシ類の寄生調査時に、各調査地点につき５枝以上から３０果以上のヒノキきゅう果を採集し

た。採集したきゅう果は、一度凍結させた後に電子レンジで軟化させ、きゅう果表面の縫合部に形成

された口針鞘を実体顕微鏡下で計数した。
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表１ ヒノキきゅう果における口針鞘数及び被害果率

口針鞘数
（本／果）

被害果率
（％）

口針鞘数
（１果当たり）

被害果率
（％）

諫早市多良見町東園 2.8 73.3 14.6 100

諫早市多良見町佐瀬 3.1 56.7 13.9 100

長与町岡 2.0 63.3 10.3 100

時津町西時津 3.5 86.7 8.3 96.7

西海市西彼町小迎 2.2 83.3 10.0 100

西海市西海町木場 1.8 40.0 9.3 86.7

諫早市長田 0.4 26.7 11.0 96.7

大村市今村 2.5 66.7 11.1 100

東彼杵町赤木 3.0 90.0 13.9 100

雲仙市瑞穂町伊福 7.5 86.7 9.2 100

雲仙市国見町百花台 2.2 53.3 24.0 100

南島原市有家町新切 3.0 70.0 11.1 100

南島原市北有馬町田平名 2.4 73.3 11.5 96.7

佐世保市宮 0.3 23.3 15.3 93.3

佐世保市針尾 0.4 13.3 10.0 96.7

平均 2.5 60.4 12.2 97.8

調査地点

7月20,22日採集 8月22,23日採集

・調査果数は１地点につき３０果                          
     ・ヒノキきゅう果からの離脱の目安となる口針鞘数は、きゅう果１果当たり２５本以   
      上とされている

表２ 口針鞘数の推移

７月下旬 ８月下旬 ９月上旬

令和４年 2.5 12.4
平均値(H24～R3) 3.0 11.7

令和３年 1.2 7.4
令和２年 2.4 12.9
令和元年 1.1 7.1
平成30年 9.7 21.9
29年 2.0 8.2 15.3
28年 0.8 6.5
27年 6.2 14.3
26年 1.2 9.5
25年 2.4 14.3
24年 2.7 15.3

エ チャバネアオカメムシの越冬量調査

（ア）落葉採集時期：令和５年１月１９、２３日

（イ）調査方法：調査地点は南向きの樹林地（シイ、カシ等）を選び、１㎡当たりの地表面の落葉

を３ヶ所採集した。採集した落葉は約２０㎜目のふるいにかけて、通過した落葉をバットに集

め、約２５℃で７～８日間静置後、落葉中の個体数を計数した。
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表１ チャバネアオカメムシ越冬量調査結果

No 調査地点 虫数/m2（頭） 開方位
標高
（㎡）

果樹園からの
距離（ｍ）

樹林地を形成す
る主要な樹種

1 佐世保市針尾 0.33 北 55 20m（ミカン） シイ、カシ

2 佐世保市宮 0 南 215 80m（ミカン） シイ、カシ、クヌギ

3 西海市小迎 0.33 北西 35 15m（ミカン） シイ、カシ

4 西海市丹納 0 北 85 70m（ミカン） シイ、カシ

5 東彼杵町赤木 0.67 北西 105 15m（ミカン） シイ、カシ

6 大村市鬼橋 0 南東 180 隣接（ミカン） シイ、カシ

7 大村市今村 0.33 東 140 隣接（ミカン） シイ、カシ

8 長与町岡 0 北西 120 30m(ミカン） シイ、カシ

9 時津町西時津 0 南西 50 30m(ミカン） シイ、カシ

10 諫早市東園 0.33 北 70 隣接（ミカン） シイ・カシ

11 諫早市佐瀬 0.33 北東 65 30m(ミカン） シイ・カシ

12 諫早市長田 0 西 245 50m(ミカン） シイ、カシ

13 雲仙市国見町百花台 0 東 275 80m（ナシ） ヒノキ、シイ

14 雲仙市瑞穂町伊福 0.33 西 130 20m(ミカン） シイ、カシ

15 南島原市有家町新切 0 北西 290 120m(ミカン） ヒノキ、シイ

16 南島原市北有馬町己 0 北西 125 30m(ミカン） シイ、カシ

平均 0.17

落葉採集日：令和５年１月１９,２３日

各調査地点は１m×１mの範囲を３箇所ずつ調査した

表２ 過去１０年間のチャバネアオカメムシ越冬量調査結果

調査年 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 平年

虫数
（頭／㎡）

0.41 0.42 0.25 0.02 0.17 0.35 0.06 1.56 0 0.04 0.17 0.33

※平年値は過去１０年間の平均
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オ 令和４年度温州みかん果実の病害虫発生状況調査結果

１ 調査の目的

温州みかんの収穫果実の病害虫被害状況を調査し、当年の病害虫発生状況を的確に把握すること

で、改善技術作成や防除指導の参考にする。

２ 調査概要

（１）対象産地

諫早市（多良見）、西海市、大村市、雲仙市（瑞穂）、佐世保市

（２）対象農家

  各産地の防除暦に準じた防除を行っている生産者１地区３名を選定

（３）調査対象品種

各産地の主要な品種（原口早生、宮川早生、興津早生、させぼ温州等）

（４）調査時期

令和４年１１月１１～２２日（うち４日間）

（５）調査項目

  そうか病、かいよう病、黒点病（前期型、後期型）、灰色かび病、すす病、ヤノネカイガラムシ、

ナシマルカイガラムシ、アカマルカイガラムシ、訪花性害虫、チャノキイロアザミウマ（果梗部、果

頂部）、ハナアザミウマ類、サビダニ、ミカンハダニ、カメムシ類、風ずれ、その他

（６）調査方法

１生産者あたり２００個の果実を任意に抽出して病害虫の被害状況を肉眼により観察した。ただ

し、調査対象は家庭選果前の果実とした。調査は被害程度別に行い、調査項目ごとに被害果率、被害

度を算出した。

３ 調査結果及び考察

（１）かいよう病

地点により差があるものの、平年より発生が多かった。前年の発生が多く伝染源となる越冬菌が多

い状態であったと推定され、主要な感染時期の強風雨により発病葉からの感染が助長されたためと考

えられた。

（２）そうか病

今回の調査では被害果の発生を確認できなかったものの、春季～収穫前までの圃場における調査で

は、葉、果実ともに平年よりやや多い状況であったので、越冬菌による発芽期からの感染に注意し、

初期感染の予防を徹底する必要がある。

（３）黒点病

前期型病斑は平年に比べやや多く、後期型病斑は平年よりやや少ない発生であった。総合的には平

年並であったと考えられる、このような様相となった要因は、７月中旬および８月中旬に曇天が続き

降水量も非常に多く、降雨状況に応じて実施すべき薬剤散布が十分にできなかった園地があったと考

えられた。

  また、前述の降雨のあった時期を除けば、梅雨期から乾燥傾向の気象が続き、枯れ枝が増加した園

が散見され、感染源となったと考えられた。
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（４）灰色かび病

平年に比べ多い発生であった。感染期にあたる５月中旬に曇天が続き、降水量も平年より多かった

ことが要因として考えられた。

（５）すす病

  平年並の発生であった。

（６）チャノキイロアザミウマ

果梗部の被害は平年に比べやや少なく、果頂部の被害は平年並の発生であった。

（７）ミカンハダニ

平年に比べやや多い被害であった。要因として９月下旬以降、降雨が少なく増殖が助長されたと考

えられた。

（８）カイガラムシ類（アカマルカイガラムシ、ナシマルカイガラムシ、ヤノネカイガラムシ）

アカマルカイガラムシは平年よりやや少なかった。ナシマルカイガラムシは平年よりやや多かっ

た。ヤノネカイガラムシは認められなかった。

（９）ハナアザミウマ類

平年より多い発生であった。９月下旬以降の降水量が少なく、発生が助長されたと考えられた。ま

た、同時防除されるカメムシ類の発生が少なかった園では防除圧が低かったことも要因であった。

（10）訪花性害虫
  平年並の発生であった。

（11）サビダニ
平年よりやや多い発生であった。９月下旬以降の降水量が少なく、発生が助長されたと考えられた。

（12）カメムシ類
  フェロモントラップによる調査では、新世代成虫の発生は平年並と見られ、被害の発生が懸念され

たが、今回の調査では被害の発生は認められなかった。

（13）風ずれ
  平年並の発生であった。

（14）薬害
  発生は認められなかった。

（15）その他
  主な症状として、日焼け、生傷（押し傷、刺し傷）が見られ、平年並の発生であった。



- 70 -

前
期

後
期

果
梗

果
頂

諫早市 被害果率(%) 0.7 0 40.0 41.5 39.2 0.3 3.2 6.7 12.3 11.3 0 0.8 0 0.8 0.7 1.0 0 19.2 0.5

（多良見） 被害度 0.1 0 7.7 7.5 7.2 0.05 0.5 1.0 2.3 1.9 0 0.1 0 0.1 0.1 0.1 0 2.8 0.2

西海市 被害果率(%) 0 0 17.2 17.7 22.3 0 4.3 3.3 0 0 0.3 0.7 0 0.7 0.5 8.5 0 23.3 5.8

（西彼） 被害度 0 0 4.0 3.0 3.9 0 0.8 0.6 0 0 0.05 0.1 0 0.1 0.1 1.5 0 3.4 1.0

被害果率(%) 0 0 29.7 13.7 17.7 0 1.8 1.3 1.2 1.8 1.8 2.8 0 0.5 0.5 0.8 0 38.8 1.7

被害度 0 0 5.0 2.5 2.8 0 0.3 0.2 0.2 0.4 0.4 0.5 0 0.1 0.1 0.1 0 6.2 0.2

雲仙市 被害果率(%) 7.5 0 10.2 8.2 28.7 1.0 4.2 3.0 6.7 0.3 0.3 0.2 0 2.0 0 0 0 44.0 0.7

（瑞穂） 被害度 1.6 0 1.7 1.5 6.6 0.1 0.7 0.9 1.4 0.05 0.1 0.02 0 0.6 0 0 0 9.1 0.1

被害果率(%) 1.7 0 3.2 13.2 23.8 0 0.3 1.0 1.5 0.8 0 0 0 0.8 0.5 3.2 0 48.0 1.3

被害度 0.2 0 0.5 2.2 3.9 0 0 0.1 0.2 0.2 0 0 0 0.1 0.2 0.5 0 7.8 0.2

被害果率(%) 2.0 0 20.0 18.8 26.3 0.3 2.8 3.1 4.3 2.9 0.5 0.9 0 1.0 0.4 2.7 0 34.7 2.0

被害度 0.4 0 3.8 3.3 4.9 0.04 0.4 0.6 0.8 0.5 0.1 0.2 0 0.20 0.09 0.5 0 5.9 0.3

被害果率(％) 0.4 0.1 11.7 28.3 11.3 0.2 4.4 3.2 0.5 1.4 1.9 0.41 0.01 0.6 0.1 0.07 0.03 40.9 1.2

被害度 0.08 0.03 2.8 6.6 2.1 0.0 0.8 0.6 0.1 0.3 0.5 0.07 0.002 0.1 0.04 0.01 0.01 8.3 0.2

  Ａ（４）：被害が著しく目立つもの   Ｂ（３）：被害が目立つもの   Ｃ（２）：被害がやや多く見られるもの   Ｄ（１）：被害が散見されるもの

    　　　　       

※ホコリダニの平年値は、R３年調査より項目設定したため、前年の数値を記載
※※その他の項は、日焼け、刺し傷、押し傷などが該当

表　令和４年度温州みかん果実の病害虫発生状況調査結果

地区名

調
査
項
目

か
い
よ
う
病

そ
う
か
病

黒点病
灰
色
か
び
病

カ
メ
ム
シ
類

風
ず
れ

訪
花
性
害
虫

ホ
コ
リ
ダ
ニ

す
す
病

ﾁｬﾉｷｲﾛｱｻﾞﾐｳﾏ
ハ
ナ
ア
ザ
ミ
ウ
マ
類

ミ
カ
ン
ハ
ダ
ニ

ア
カ
マ
ル
カ
イ
ガ
ラ
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４ 発生予察情報の発表

（１）発生予察情報等の発表

病害虫発生予報（毎月１回、１５日頃発表）

病害虫発生予察警報・注意報・特殊報・防除情報・技術情報・速報（随時発表）

表 令和４年度病害虫発生予察情報の発表状況（R4.4.1～R5.3.31）

種 類 予 報 警 報 注意報 特殊報 防除情報 技術情報 速 報 合計

回 数 12 0 5 3 14 4 0 38

（２）発生予察情報の提供方法

メールとＦＡＸにより関係機関に配信

区    分
配信先箇所数と配信方法別

備考
合計 メ ー ル ＦＡＸ

長崎県関係 ３２ ３２ ０

県内農業共済組合 １１ １１ ０

県内農協 ５５ ０ ５５

県内関係団体 １５ １０ ５

九州各県防除所・試験研究機関 １２ １２ ０

県内市町 ３５ ３５ ０

国関係機関・県外関係団体 ８ ７ １

合  計 １６８ １０７ ６１

（３）病害虫防除所ホームページアクセス数

年 度 Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ H２５ H２６ H２７

アクセス数（回） 15,279 15,668 13,598 14,645 12,919 13,202 12,901

年  度 H２８ H２９ H３０ R1 R２ R３ R４

アクセス数（回） 13,690 13,182 11,945 13,682 16,101 16,111 12,863
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（４）情報（警報、注意報、特殊報）の内容

                                                       令和４年５月１８日

                                                          

                                       長崎県病害虫防除所長

令和４年度病害虫発生予察 注意報第１号

茶 チャノミドリヒメヨコバイ

１．発生地域（対象地域） 県内全域

２．発生程度 多

３．注意報発令の根拠

５月前期の巡回調査（１９筆）の結果、たたき落とし虫数（Ａ４版トレイ）は１１.３頭（平年

２.１頭）、発生圃場率は８９.５％（平年５８.３％）であった（図１、２）。
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４．防除対策

（１）二番茶・三番茶の萌芽～開葉初期に重点的に防除を行う。

（２）中切り等の更新園、摘採中止園、幼木園などでは、茶芽生育期間が長いため被害が継続し、樹

勢へ及ぼす影響が大きいことから、特に注意する。

（３）薬剤抵抗性発達防止のため、同一系統（令和４年長崎県病害虫防除基準Ｐ４３０～４３３の

「作用機構による分類（ＩＲＡＣ）」参照）の薬剤を連用しない。

注 意 報
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                                                         令和４年７月１９日

                                                          

                                       長崎県病害虫防除所長

令和４年度病害虫発生予察注意報第２号

かんきつ かいよう病

１．発生地域（対象地域） 県内全域

２．発生程度 多

３．注意報発令の根拠

７月前期の巡回調査（３６筆）の結果、発病葉率は２.３％（平年 ０.１％）、葉での発生圃場

率は４１.７％（平年 ９.４％）、発病果率は０.６％（平年 ０.０％）、果実での発生圃場率は

１３.９％（平年 ２.４％）と平年より多い発生であった（図１、２、３、４）。
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４．防除対策

（１）発病枝や葉は伝染源となるのでできるだけ除去する。

（２）強風による傷から感染しやすいので、今後の気象状況に注意し、台風が予想される場合は台風

注 意 報
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接近前に薬剤散布を行う。

（３）銅剤は高温期に散布すると薬害を生じることがあるため注意する。また、薬害防止のため農薬

のラベルに従い、炭酸カルシウム水和剤（クレフノン等）を混用する。

（４）各品種による耐病性は下表のとおりである。耐病性が弱い品種は特に注意する。

表 かいよう病に対する各品種の耐病性（長崎県病害虫防除基準より）

耐病性 品 種 名

弱い グレープフルーツ、ネーブル

やや弱い ナツダイダイ、宮内イヨカン、天草、ありあけ

中程度 温州みかん、清見、不知火、南香

強い ハッサク、ポンカン、ユズ、キンカン、日向夏
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  令和４年８月１８日

注 意 報

長崎県病害虫防除所長

令和４年度病害虫発生予察 注意報第３号

いちご ハダニ類（ナミハダニ、カンザワハダニ）

１．発生地域（対象地域） 県内全域

２．発生程度 多

３．注意報発令の根拠

（１）８月前期の育苗床での巡回調査（３０筆）の結果、寄生株率は２０.８％（平年 １１.０％）、

発生圃場率は８３.３％（平年 ５０.２％）と平年より高かった（図１、２）。

（２）気象予報（福岡管区気象台、令和４年８月１８日発表）によると、向こう１か月の気温は平年

より高い見込みであり本虫の発生に好適である。
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４．防除対策

（１）本圃で多発すると防除が困難になるため、本圃へ持ち込まないよう定植前の防除を徹底する。

株冷・夜冷処理を行う場合は、入庫前に薬剤防除を徹底する。

（２）下葉の裏に多く寄生するので、薬液が葉裏に十分かかるように丁寧に散布する。

（３）古葉を摘葉後に防除すると効果的である。摘葉した葉を圃場内に放置すると周辺株へハダニが

移動するため、速やかに圃場外に持ち出し密閉処分する。

（４）薬剤抵抗性発達防止のため、同一系統（令和４年長崎県病害虫防除基準Ｐ２１６～２１８の

「作用機構による分類（ＩＲＡＣ）」参照）の薬剤を連用しない。

  薬剤感受性低下の恐れが少ない気門封鎖剤を積極的に活用するが、卵に対する効果が低いので５

～７日おきに連続散布を行なう。

（５）天敵による防除を予定している場合は、薬剤によっては天敵に長期間影響を与えるものがある

ので、薬剤の選択と使用時期に注意する。
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  令和４年８月３０日

注 意 報

長崎県病害虫防除所長

令和４年度病害虫発生予察 注意報第４号

普通期水稲 紋枯病

１．発生地域（対象地域） 県内全域

２．発生程度 多

３．注意報発令の根拠

（１）８月後期の巡回調査（６８筆）の結果、発病株率は４.９％（平年 １.２％）、発生圃場率は

６０.３％（平年 １９.３％）と平年より高かった（図１、２）。

（２）気象予報（福岡管区気象台、令和４年８月２５日発表）によると、向こう１か月の気温は平年

より高く、降水量も平年並または多い見込みであり、本病の発生に好適である。
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図１ 紋枯病の発病株率の推移            図２  紋枯病の発生圃場率の推移

４．防除対策

（１）本病は上位葉が発病すると収量低下などの被害が生じるので、特に生育が旺盛で過繁茂となっ

ている圃場など上位葉への進展が懸念される圃場では薬剤散布を徹底する。薬剤散布は株元に薬

剤が十分付着するよう丁寧に行う。

（２）薬剤散布にあたっては、農薬の使用基準を遵守する。
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  令和４年１２月１５日

注 意 報

長崎県病害虫防除所長

令和４年度病害虫発生予察 注意報第５号

いちご ハダニ類（ナミハダニ、カンザワハダニ）

１．発生地域（対象地域） 県内全域

２．発生程度 多

３．注意報発令の根拠

１２月前期の巡回調査（２７筆）の結果、寄生株率は１２.２％（平年 ７.１％）、発生圃場率

は５９.３％（平年 ４１.２％）であり（図１、２）、一部多発圃場が認められた。

４．防除対策

（１）早期発見、早期防除に努める。また、防除効果を高めるため薬剤散布前に古葉を除去し、薬液

が葉裏に十分かかるよう丁寧に散布する。

（２）薬剤の選定にあたっては、使用時期などラベルをよく確認し、ミツバチや天敵のカブリダニ類

等への影響を考慮する。

（３）薬剤抵抗性発達防止のため、同一系統（令和４年長崎県病害虫防除基準Ｐ２１６～２１９「作

用機構による分類（ＩＲＡＣ）」参照）の薬剤の連用を避け、薬剤感受性低下の恐れが少ない気

門封鎖剤や異なる系統の薬剤によるローテーション散布を行う。

（４）除去した茎葉は圃場内に放置せず、すみやかに処理し、圃場内の環境整備に努める。
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令和４年４月５日

                              （令和４年４月７日一部修正）

特 殊 報

長崎県病害虫防除所長

令和４年度病害虫発生予察 特殊報第１号

１ 害虫名    トマトキバガ（チョウ目キバガ科）

         Tuta absoluta（Meyrick）

２ 発生確認及び被害状況

令和４年３月、県内のばれいしょ圃場周辺に設置したトマトキバガの侵入警戒トラップにおい

て、本虫と疑われる成虫が誘殺された。その成虫を門司植物防疫所に同定を依頼したところ、ト

マトキバガであることが確認された。

現在、県内の農作物における本種幼虫の発生及び被害は認められていない。

３ 国内外の発生状況

   本種は南アメリカ原産であるが、平成１８年にスペインへの侵入が確認され、ヨーロッパ、ア

フリカ、中央アメリカ、西アジア、アラビア半島、インド、ネパール、東南アジアに分布を拡大

しており、令和３年５月までに新たに台湾、中国、中央アジア諸国などで発生が確認されている。

   また、国内では令和３年１０月に熊本県で初めて確認され、同年１２月に宮崎県で、令和４年

３月には鹿児島県、大分県、福岡県においても確認されている。

４ 形態および生態等の特徴

（１）形態

成虫は翅を閉じた静止時で体長５～７ｍｍ（前翅長５ｍｍ弱、開翅※１約１０ｍｍ）。前翅は灰

褐色で黒色斑が散在する。後翅は一様に淡黒褐色である（図１）。

幼虫は終齢で約８ｍｍに達する。体色は淡緑色～淡赤白色で、前胸の背面後縁に狭い黒色横帯

を有する（図２）。

※１ 翅を左右に広げたときの両方の翅の先端から先端までの長さ

（２）生態

ア １年に複数回の世代が発生し、繁殖能力が高い。発生世代数は環境条件によって異なり、南

米では年に１０～１２世代発生することが報告されている。

  イ 卵から成虫になるまでの期間は２４～３８日程度で、気温が低い時期は更に期間が延びる。

また、発育下限温度は８℃と推定されている。

ウ 成虫は夜行性で、日中は葉の間に隠れていることが多い。

エ 雌は一生のうちに平均で約２６０個の卵を産み、寄主植物の葉の裏面などに産み付ける。

  オ 幼虫は１齢から４齢までの生育ステージがあり、土中や葉の表面で蛹化する。

（３）被害

  ア トマトの被害が確認されており、葉の内部に幼虫が潜り込んで食害し、葉肉内に孔道が形成

される（図３）。食害部分は表面のみ残して薄皮状になり、白～褐変した外観となる。果実で

は、幼虫が穿孔侵入して内部組織を食害するため、果実表面に数ｍｍ程度の穿孔痕が生じると
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ともに、食害部分の腐敗が生じ、果実品質が著しく低下する（図４）。

イ 海外では、ばれいしょの地上部を加害し、塊茎は直接加害しないとされてきたが、近年、フ

ランスでばれいしょ塊茎への直接加害も報告されている。

（４）寄主植物

  トマト、ナス、タバコ、バレイショなどのナス科植物が主要な寄主植物であるが、マメ科のイ

ンゲンマメも寄主植物として確認されている。

（５）その他

   海外では、ピレスロイド系やジアミド系などの殺虫剤に対する抵抗性を獲得した個体群の発生

が報告されている。

５ 防除対策

（１）現在、トマトキバガに対する登録農薬はないが、植物防疫法第２９条第１項に基づく措置とし

て、別紙に記載された農薬による防除を行う。なお、薬剤防除にあたっては、薬剤抵抗性発達防

止のため、異なる系統の薬剤によるローテーション散布を行う。

（２）圃場内をよく見回り、見つけ次第捕殺する。

（３）被害葉や被害果は圃場内から持ち出すとともに、野外に放置せずに速やかに適切に処分する。

また、掘り取ったいもは長く圃場に放置せず、残りいもも適正に処分する。

図１ 誘殺されたトマトキバガ成虫

【図２～４：熊本県農業研究センター生産環境研究所 原図】

図２ トマトキバガの幼虫          図３ 幼虫によるトマトの被害葉
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図４ 幼虫によるトマトの被害果
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令和４年９月１６日

特 殊 報

長崎県病害虫防除所長

令和４年度病害虫発生予察 特殊報第２号

１ 害虫名   ネギハモグリバエＢ系統

         Liriomyza chinensis Kato

２ 発生作物   ねぎ

３ 発生確認及び被害状況

令和４年７月、島原地域の露地栽培ネギ圃場においてハモグリバエ類による激しい食害が発生

し、葉の白化症状が認められた（写真１、２）。被害様相が、従来のネギハモグリバエの被害と異

なっており、他都府県で発生が認められているネギハモグリバエＢ系統によるものと類似してい

たことから、採集した幼虫を病害虫防除所において羽化させ、国立研究開発法人 農業・食品産

業技術総合研究機構野菜花き研究部門に遺伝子解析を依頼した結果、従来の系統（以下Ａ系統）

とは異なるＢ系統と同定された。

４ 国内の発生状況

   Ｂ系統は、平成２８年に京都府で初めて確認され、これまでに本州、四国、九州の３３都府県

から特殊報が発表されており、九州では、福岡県、佐賀県、大分県、鹿児島県で確認されている。

５ 形態および生態等の特徴

（１）形態

  成虫の体長は２～３ｍｍで胸部と腹部は黒く、その他の部分は淡黄色である（写真３）。幼虫

はうじ虫状で、成長すると体長約３～４ｍｍに達する。蛹は体長約３ｍｍで褐色、俵状である

（写真４）。形態によるＡ系統とＢ系統の識別は困難である。

（２）生態

成虫が葉の組織内に産卵し、ふ化した幼虫は葉の内部に潜り込んで葉肉を食害する。幼虫は成

長すると葉から脱出し、地表面または土中で蛹になる。

（３）被害の特徴

Ｂ系統は、Ａ系統と同様に幼虫が葉に潜り込んで葉肉を食害し、不規則な白線状の食害痕を形

成する。Ａ系統に比べて１葉当たりの寄生虫数が多く集中的に加害するため、食害が進展すると

食害痕同士が合わさり、葉が白化症状を呈する（写真２）。

６ 防除対策

（１）両系統は、形態での識別は困難であるため、ハモグリバエ類の被害を認めたら、ネギハモグリ

バエまたはハモグリバエ類に登録のある薬剤による発生初期の防除を徹底する。なお、薬剤抵抗

性発達防止のため、同一系統薬剤（令和４年長崎県病害虫防除基準Ｐ２７２～   ２７３の「作用

機構による分類（ＩＲＡＣ）」参照）は連用しない。

（２）被害葉及び収穫残さは、本虫の発生源となるので圃場から持ち出し、適切に処分する。
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写真３ ネギハモグリバエ成虫

写真１ 被害の発生状況

写真２ 葉の白化症状

写真４ ネギハモグリバエ蛹
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令和４年１０月１９日

特 殊 報

長崎県病害虫防除所長

令和４年度病害虫発生予察 特殊報第３号

１ 病害虫名 和名 トビイロシワアリ（アリ科フタフシアリ亜科シワアリ属）

学名 Tetramorium tsushimae

２ 発生作物 カンキツ

３ 発生経過及び状況

令和４年８月下旬に佐世保市のカンキツ幼木園の枯死および樹勢低下した樹で、地際部および根

部表皮の剥離、せん孔などの症状が見られ、これらの症状が発生している樹に共通してアリ類の発

生が認められた。

アリ類の形態および樹体の症状から、平成２９年に静岡県が特殊報を発表したトビイロシワ

アリおよび同種による加害の疑いがあると考えられた。

捕獲虫は、形態的特徴からトビイロシワアリと推定されたため、門司植物防疫所長崎出張

所へ同定を依頼した結果、トビイロシワアリであることが判明した。

４ 被害

苗木及び若木において、主幹地際部に土を盛り営巣し、樹体表皮を食害、くぼんだ食害痕やせん

孔痕を形成する（写真１）。被害が進むと外皮が帯状に削り取られた食害痕となる。

根部の被害の場合、表皮が腐敗・剥離する。甚だしい食害を受けた樹は、落葉し、枯死する場合

がある。

国内では平成２９年に静岡県でカンキツへの被害が報告されており、その他にアブラナ科野

菜、ナス、トマト、芝等において本種の被害が報告されている。

本県でも、平成２２年にばれいしょの被害について特殊報を発表している。

５ 特徴

（１）分布

国内では北海道、本州、四国、九州、対馬、屋久島に分布し、西南日本では普通にみられ

る種である。海外では中国、極東ロシアに分布する。

（２）形態

働きアリの体長は2.5mm前後（写真２）、体色は褐色から黒褐色である。頭部の表面はほ

ぼ平行に縦走する顕著な皺に覆われ（写真３）、胸部は弱い網目状の皺が縦走する（写真

４）。

また、フタフシアリ亜科の特徴である２節の腹柄がみられる。

（３）生態

比較的乾燥した場所を好み、日当たりの良い裸地や植物の根元、石下などに営巣する。

巣の規模は大きく、一つの巣に多数の女王を有する。

雑食性で、昆虫、雑草の子実や発芽直後の芽、植物の甘露、樹液などを摂食する。



- 84 -

６ 防除対策

（１）令和４年１０月現在、本種に対する登録農薬はない。

（２）深耕やかん水による巣の破壊など、物理的・耕種的防除に努める。

（３）深植により接ぎ木部が土中にある場合は、土を掘り、接ぎ木部を露出させる。

   

写真１ 地際部の食害痕        写真２ 成虫（働きアリ 体長２.５ｍｍ）

写真３ 成虫（頭部）             写真４ 成虫（背面）

腹柄
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５ 特に問題となった病害虫の発生状況、原因解析及び防除対策
                                                                

対象作物：イネ

病害虫名：いもち病

発生程度：早期  葉いもち 並      普通期 葉いもち 並

         穂いもち 並          穂いもち 並

１． 発生 経過 と原 因解 析

（葉 いも ち）

・早 期水 稲で は７ 月２ 半旬 から 発生 を認 め、 一部 多発 圃場 がみ られ たが 、平 年並 の発

生で 推移 した

・普 通期 水稲 では ７月 ３半 旬に 発生 を認 め、 平年 並の 発生 で推 移し た。

（早 期・ 葉い もち の発 生推 移）

   
（普 通期 ・葉 いも ちの 発生 推移 ）

（穂 いも ち）

・早 期水 稲で は８ 月２ 半旬 から 発生 を認 め、 一部 多発 圃場 がみ られ たが 平年 並の 発生

であ った 。

・普 通期 水稲 では ８月 ６半 旬か ら発 生を 認め 、９ 月前 期に かけ て発 生圃 場率 は平 年よ

り高 かっ たが 、発 生程 度は 並で あっ た。
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（早 期・ 穂い もち の発 生推 移）

     

（普 通期 ・穂 いも ちの 発生 推移 ）

２． 防除 対策 等対 応内 容

・県 内全 域で 、い もち 剤を 含む 箱施 薬剤 の施 用が 実施 され てい る。

・早 期水 稲で は、 ７月 中下 旬（ 出穂 期～ 穂揃 い期 ）の 薬剤 防除 実施 。

・普 通期 水稲 では 、８ 月下 旬～ ９月 上旬 （出 穂～ 穂揃 い期 ）の 薬剤 防除 （フ ェリ ムゾ

ン・ フサ ライ ド剤 、カ スガ マイ シン 剤、 トリ シク ラゾ ール 剤等 ）の 実施 。

・予 察情 報や ＢＬ ＡＳ ＴＡ Ｍ（ ＨＰ 上） での 提供 。

３． 問題 とな った 点

特に なし

４． 今後 の課 題

・穂 いも ちの 適期 防除 の徹 底（ 穂ば らみ 期と 穂揃 い期 の２ 回防 除）

・適 正施 肥の 励行
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対象作物：イネ

病害虫名：トビイロウンカ

発生程度：早期：やや少        普通期：やや少

１発生経過

（１）飛来

・６月１７日に予察灯（諫早市）で初誘殺を確認した。その後、６月４半旬、７月４半旬に飛来

を確認し、平年並の飛来量であった。

（２）発生～増殖

（早期水稲）

・６月５半旬に巡回調査において圃場での発生を確認し、発生圃場率は平年より高く推移した。

株当り虫数は７月前期まで平年並の発生であったものの、その後平年よりやや少なく推移した

（図１，２）。

（普通期水稲）

・７月２半旬に巡回調査において圃場での発生を確認し、７月前期の発生圃場率・株当たり虫数

は平年並であったが、７月後期以降、平年よりやや少なく推移した（図３，４）。

（３）被害の状況

・９月中旬頃から普通期早植で坪枯れの発生を確認し始めたが、やや少ない発生であった。

・９月下旬から１０月上旬にかけてトビイロウンカ幼虫の増殖がみられ、普通期晩生品種での被

害が懸念される。

２原因解析

（早期）

図１ 発生圃場率の推移 図２ 株当たり虫数の推移

図４ 株当たり虫数の推移図３ 発生圃場率の推移
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・飛来量は平年並であった。

・出穂後の斑点米カメムシ類と同時防除で密度が減少したと考えられる。

（普通期）

・飛来量は平年並であった。

・県内全域でのトリフルメゾピリム剤の普及。

３早期水稲における加害程度、時期と減収被害の関係（要防除密度）について

・坪枯れの発生は確認されなかった（早期水稲における要防除密度設定なし）。

４防除対策等対応内容

（１）予察調査及び情報発信

・予察灯（４地点）、ネットトラップ（２地点）の調査データをＨＰ上で提供。

・巡回調査：月２回（２～３半旬及び５～６半旬、県内概ね６０～９０圃場）

・予察圃場：（無防除圃場）調査月３回（１、３、５半旬）

・上記調査結果に基づき、普通期水稲については７月２２日に防除情報を発表した。

（２）防除指導

・上記情報により適期防除や株元への丁寧な薬剤散布、圃場の見回りの徹底を促した。

・各地域においては防除検討会に出席し、適期防除指導を行った。また、農協と普及組織が連携

して生産者や無人ヘリ防除組織に対し、防除所が提供する情報をもとに防災無線やチラシ等に

より伝達し、防除指導を行った。

○防除の実施状況

（早期水稲）

・全域でいもち病、紋枯病、カメムシ類と同時防除で７月中下旬（出穂期～穂揃い期）の薬剤防

除実施。防除薬剤はシラフルオフェン剤、エトフェンプロックス剤、ジノテフラン剤が主体。

（普通期水稲）

・県内全域で箱施薬剤（トリフルメゾピリム）の施用。

・本田１回目の防除は普通期早植地域では８普通期移植地域では８月１～２半旬、２回目は８月

６半旬～９月１半旬、３回目は９月２～３半旬の３回防除を基本に行われた。

・防除薬剤について、本田１回目はブプロフェジン剤、スルホキサフロル剤、エトフェンプロッ

クス剤等、２回目、３回目はシラフルオフェン剤、エトフェンプロックス剤、ジノテフラン剤

が主体。

５ 問題となった点

・増殖に好適高温が続いた（７～９月）。

６ 今後の課題等

・箱施薬剤の適正な処理方法。

・コスト・防除効果を考慮した本田防除体系の検討。

・有効薬剤の開発（特に本田防除薬剤）。

・臨機防除を確実にできる体制の確立。

・株元に薬剤が十分付着するような薬剤散布の徹底。

７ その他、飛来性害虫（コブノメイガ、セジロウンカ、ヒメトビウンカ）の状況について、必要

に応じて追記。

・セジロウンカ：初飛来は６月１半旬で、飛来量・飛来回数は平年よりやや少なかった。圃場で

の発生について、早期水稲は平年並、普通期水稲は少ない発生であった。

・ヒメトビウンカ：早期水稲では平年並の発生、普通期水稲ではやや少なかった。

・コブノメイガ：飛来量は平年並で、圃場での発生について、早期水稲では平年よりやや少なか

った。普通期水稲では発生圃場率はやや高く、食害株率はやや多く、特に８月下旬から９月に

かけて一部地域においては圃場の生息量は多い圃場もみられたが、収量に影響を及ぼす程度で

はなく、平年並の発生であった。
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対象作物：イネ

病害虫名：斑点米カメムシ

発生程度：早期水稲 並        普通期水稲 やや少

１．イネカメムシ（必須）

①発生経過

・県北地域の普通期水稲圃場において８月２半旬発生を認めた。その後、８月

５半旬、９月２半旬にも発生を認め、被害穂もみられた。

②原因解析

・不明。

③防除対策等対応内容

・発生している地域においてはエトフェンプロックス、ジノテフラン剤等の薬剤防除指導。

④問題となった点

・これまで特に問題となっていなかったが、本年多発圃場を確認、その後各地で散見されており、

今後注意が必要である。

・８月上旬以降急激に発生が増加した。

・斑点米カメムシ類と防除のタイミングが異なるため、現状の防除体制では対応困難である。

⑤今後の課題等

・既発地での発生動向と防除対策。品種混在地域での発生消長確認（特に早期水稲地域から普通期

水稲早生地域）

２．その他の斑点米カメムシ

①発生経過と原因解析

・イネ科雑草におけるすくいとり調査については平年よりやや少なかった。

・早期水稲においては７月２半旬に発生を確認し、一部多発生の圃場があったが、その後平年並の

発生で推移した。

・普通期水稲においては８月５半旬に発生を確認し、一部やや多い発生の圃場があったが、その後

平年よりやや少ない発生で推移した。

（早期水稲における発生推移）
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（普通期水稲における発生推移）

②防除対策等対内容

・予察情報による情報提供

・圃場周辺の雑草

・早期、普通期ともに穂ぞろい期以降にエトフェンプロックス剤、シラフルオフェン剤、ジノテフ

ラン剤、エチプロール剤等による防除の実施。

③問題となった点

・一部の地域で発生したイネカメムシと防除適期が異なる。

④今後の課題等

・イネカメムシと斑点米カメムシ類が混在している地域での防除体制の検討。
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対象作物：かんしょ

病害虫名：サツマイモ基腐病

発生程度：―

１． 発生 経過

・令 和２ 年１ ０月 に、 県内 のか んし ょ生 産者 から 立枯 症状 が発 生し てい ると の相 談が

あり 、現 地調 査し たと ころ 、地 際部 の茎 及び 藷梗 が暗 褐色 に腐 敗す る症 状が 認め ら

れた 。圃 場か ら検 体を 採取 し、 九州 沖縄 農業 研究 セン ター に同 定依 頼し た結 果、 本

県で は未 確認 のサ ツマ イモ 基腐 病で ある と判 明。 令和 ２年 １１ 月５ 日に 特殊 報を 発

出。

・令 和３ 年８ 月、 別の 地区 でか んし ょが 持ち 込ま れ、 所内 で同 定す ると とも に、 九州

沖縄 農業 研究 セン ター に同 定依 頼し た結 果、 サツ マイ モ基 腐病 と判 明し た。 また 、

同年 １１ 月に も別 の２ 地区 から 持ち 込み があ り、 所内 で同 定し た結 果、 サツ マイ モ

基腐 病と 判明 した 。

・本 年度 につ いて は現 在の とこ ろ新 規発 生地 区で の発 生は 確認 され てい ない 。

２． 原因 解析

・汚 染苗 の使 用

・排 水不 良に よる 大雨 後の 浸冠 水

３． 対応 内容

・令 和２ 年度 、確 認地 域に おい て普 及組 織や 市町 村、 農協 関係 者で 対策 会議 を実 施。

農研 機構 刊行 のマ ニュ アル 「サ ツマ イモ 基腐 病の 発生 生態 と防 除対 策（ 令和 元年 度

版） 」に 沿っ て、 対策 を指 導。 併せ て発 生圃 場生 産者 にも 、次 年度 の作 付け に関 し

て指 導を 行っ た。

・２ 月に まん 延防 止の 通知 文書 を関 係機 関に 通知 、 また注 意 喚 起 の 啓 発 資 料 を作 成 し 、

農 協 や 直 売 所 等 に送 付 し た。

・令 和３ 年度 、新 たに 発生 した 地域 にお いて は、 普及 組織 の担 当者 に、 農研 機構 刊行

のマ ニュ アル 「サ ツマ イモ 基腐 病の 発生 生態 と防 除対 策（ 令和 ２年 度版 ）」 に沿 っ

て、 対策 を指 導し 、普 及組 織か ら生 産者 へ対 策を 周知 した 。

・県 内関 係者 に向 けて 、指 導文 書や マニ ュア ルを 用い 対策 を周 知し た。

４． 問題 とな った 点

・休 作・ 輪作 等の 代替 圃場 の確 保が 困難 であ った 。

５． 今後 の課 題

・健 全苗 の確 保及 び定 植前 の苗 消毒 の徹 底。

・有 効薬 剤の 登録 推進 。

・圃 場対 策の 推進 （輪 作の 推進 、排 水対 策）
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対象作物：いちご

病害虫名：炭疽病

発生程度：Ｒ３年産本圃：並、Ｒ４年産育苗圃：並

１． 発生 経過 と原 因解 析

【本 圃（ Ｒ3年産 ）】

・ 定植 直後 から 発生 が認 めら れ、11月 に一 旦増 加し たが 全体 とし ては 平年 並み の発 生

であ った 。一 部発 生の 多い 圃場 があ った 。

・ 育苗 後期 の多 雨に より 、防 除が 不十 分と なり 、潜 在感 染株 が増 加し たと 考え られ た

。

【育 苗圃 （Ｒ4年 産） 】

・ 平年 より 早く5月 上旬 に発 生を 確認 した 。そ の後 、８ 月末 まで 平年 並み の発 生で 推

移し た。

・4月の 高温 や４ 月下 旬の 多雨 によ り早 く発 生し たと 考え られ た。 6月中旬 以降 は7月

中旬 を除 き、8月 上旬 まで 降雨 が少 なか った 。

２． 防除 対策 等対 応内 容

・ 生産 対策 会議 や地 域振 興協 議会 にお いて 発生 状況 につ いて 関係 機関 への 情報 提供 に

より 防除 対策 の徹 底を 図っ た。

３． 問題 とな った 点

・ 育苗 後期 の多 雨に より 定植 前の 防除 が不 十分 とな った 。

４． 今後 の課 題

・ 雨除 け育 苗の 推進
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対象作物：イチゴ

病害虫名：ハダニ類

発生程度：Ｒ3年産本圃 やや多、Ｒ4年産育苗圃 やや多

１．発生経過

・Ｒ3年産本圃では、11月まで平年並み、12月以降やや多～多で推移した。

・Ｒ4年産育苗圃では、育苗初期からやや多い発生で梅雨期に減少し、8月に急増した。8月後期以

降は減少し平年並みとなった。

２．原因解析

【本圃（Ｒ3年産）】

・育苗期に発生が多かった。育苗後期から本圃初期の防除は徹底されたが、本圃への持ち込みがや

や多く、１０月に気温が高く推移したため増殖量が多くなった。

【育苗圃（Ｒ4年産）】

・Ｒ３年産本圃での発生が多く、Ｒ4年産育苗圃での発生も多くなった。その後、防除により減少

した。

３．薬剤感受性に関して

・R3年産の本圃において県内４地点で６薬剤の感受性検定を実施した。

・シエノピラフェン、ピフルミドは全地点、エマメクチンは３地点、アバメクチンは１地点で感受

性低下の傾向が認められた。

・フルキサメタミド、アシナノピルは全地点で感受性低下を認めなかった。

４．防除対策等対応内容

・注意報（R3年12月15日）、防除情報（R4年1月17日）を発表し、防除が困難となる本圃後期前の密

度低下を図るため防除徹底を喚起した。

・防徐情報（R4年7月19日）、注意報（R4年8月18日）を発表し、本圃へのハダニ類の持ち込み低減

を図るよう喚起した。

５．問題となった点

・主要薬剤における薬剤感受性の低下

・天敵に影響の少ない有効薬剤が不足し、ゼロ放飼が難しく、天敵の有効活用できない。
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・気門封鎖剤が活用されているが、連続散布に労力や薬剤コストがかかるため不十分になる場合が

ある。

６．今後の課題等

・育苗期の防除徹底による本圃への持ち込み防止

・気門封鎖剤の有効活用

・薬剤感受性のモニタリング及びローテーション散布の徹底

・高濃度炭酸ガスを用いた防除体制の検討・整備

・育苗期の土着天敵温存防除体系の現地における検討・普及
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対象作物：トマト

病害虫名：トマト黄化葉巻病

発生程度：並

１． 発生 経過 と原 因解 析

・１ １月 下旬 に発 生を 確認 し、 一部 多発 圃場 があ った が、 全体 とし ては 期間 を通 して

平年 並～ やや 多の 発生 で推 移し た。

・10月の 気温 が高 く、 その 後の タバ ココ ナジ ラミ 類の 発生 が多 くな った 。

２． 防除 対策 等対 応内 容

・ 防除 情報 （Ｒ3年12月15日、Ｒ4年1月17日） を発 表し 、タ バコ コナ ジラ ミ類 の防 除

徹底 を喚 起し た。

・ 防除 情報 （Ｒ4年5月18日） を発 表し 、作 付終 了後 のタ バコ コナ ジラ ミの 施設 外へ の

飛散 防止 対策 の徹 底を 喚起 した 。

３． 問題 とな った 点

・耐 病性 品種 と感 受性 品種 が混 在し て作 付け され てい る地 域で は、 防除 に対 する 生産

者の 意識 に差 異が 生じ 、地 域全 体で 取り 組む 防対 策が 難し い場 合が ある 。

４． 今後 の課 題等

・ 耐病 性品 種導 入時 の地 域全 体の 防除 体制 の維 持

・ タバ ココ ナジ ラミ の薬 剤感 受性 のモ ニタ リン グ
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対象作物：トマト

病害虫名：黄化病

発生程度：―

１． 発生 経過

・ 長崎 県で は、 令和 ３年 ２月 に施 設ミ ニト マト にお いて 発生 が初 めて 確認 され た。

・ 大玉 トマ トで は、 これ まで に発 生を 確認 して いな い。

２． 防除 対策 等対 応内 容

・ 特殊 報を 令和 ３年 ８月 に発 表し 、黄 化葉 巻病 に準 じた 防除 対策 を行 うよ う周 知し た

。

３． 問題 とな った 点

・ 現在 、発 生予 察調 査の 対象 とし てい ない ため 、県 内の 発生 状況 の把 握が でき てい な

い。

・ トマ ト黄 化葉 巻病 の耐 病性 品種 の導 入が 進ん でい る地 域で は、 タバ ココ ナジ ラミ に

対す る防 除圧 が低 下す る傾 向に ある 。

４． 今後 の課 題

・ 県内 主要 産地 を対 象と した 調査 の実 施及 びそ の結 果に 応じ た現 地へ の防 除指 導
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対象作物：きゅうり（促成）

病害虫名： ミナミキイロアザミウマ、黄化えそ病

発生程度：ミナミキイロアザミウマ  やや少

     黄化えそ病        並

１．発生経過

・ミナミキイロアザミウマは１月から発生が見られ、２月を除き発生圃場率が低く推移した。平年

より少ない発生であった。寄生葉率は、３月前期にピークとなり平年よりやや高くなったが、それ

以外の期間は平年より低く推移し、平年よりやや少ない発生であった（図１、２）。

・黄化えそ病は、巡回調査圃場においては発生が確認できなかった（図３、４）。

２．原因解析

・定植時の薬剤処理、天敵資材（スワルスキーカブリダニ等）の導入

３．防除対策等対応内容

・予察情報を主体とした情報提供

４．問題となった点

  特になし

５．今後の課題等

・促成栽培におけるスワルスキーカブリダニを活用した防除体系の推進。
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図４ キュウリ黄化えそ病 発生圃場率の推移
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対象作物：きゅうり（促成）

病害虫名：退緑黄化病

発生程度：多

１．発生経過

・退緑黄化病は12月から発生を認め、発病株率と発生圃場率は平年より高く推移した（図１、２）

。

２．原因解析

・定植時期の１か月の気温は平年より高く、降水量は平年の10％と少なかったことから、コナジラ

ミ類の活動が活発で、生育初期からコナジラミ類の寄生が多かった。

・発病株の抜き取りの徹底がなされていない

・栽培終期の防除不足と栽培終了後の蒸し込み処理の不徹底。

３．防除対策等対応内容

・令和4年1月17日、2月15日に防除情報を発出し、情報共有および注意喚起を行った。

４．問題となった点

・産地内できゅうりの作付けが周年化され、地域内のコナジラミ類の伝染環を断ち切るのが困難で

ある。

５．今後の課題等

・有効薬剤の登録推進
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対象作物：タマネギ

病害虫名：べと病

発生程度：  並

１ 発生経過

・一次感染株の初確認は１月１４日と早かったが発生量は少なく、その後の発生の増加は見られな

かった。

・二次感染株は連作圃場を中心に３月上旬に発生を確認した。その後は発生の増加は見られたが、

平年並の発生量にとどまった。

２ 原因解析

・育 苗期 は晴 天に 恵ま れて 気温 が高 く、10月 の降 水量 は平 年の10％ 程度 とか なり 少な

かっ たこ とで 健苗 育成 につ なが り、 一次 感染 株の 発病 は少 なか った 。

・２月は気温が低く降水量も少なかったことから、二次感染の拡大につながらなかった。

３ 防除対策等対応内容

・令 和４ 年２ 月１ ５日 に防 除情 報を 発出 し、 発病 株の 抜き 取り や薬 剤防 除の 徹底 、発

病株 の適 正な 処分 等、 防除 対策 につ いて 周知 を図 った 。

・ １月 上旬 より 主産 地に おい て定 点圃 場を 巡回 し、 一次 感染 株の 発生 状況 を調 査し 情

報共 有を 行っ た。

・ 本年 産の 発生 状況 を踏 まえ 次年 度防 除対 策を 関係 機関 と連 携し 協議 し、 防除 暦の 見

直し を行 った 。

４ 問題となった点

・一次感染株の見分けが難しく、抜き取りの徹底が不十分であった。

  

５ 今後の課題等

・多発生圃場においては作付け圃場の変更による連作の回避等、発生リスクに応じた対策を実施し

、一次感染株の抜き取りの徹底を再度周知する必要がある。

・予防防除の徹底および地域一斉防除への取組強化。
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対象作物：果樹共通

病害虫名：果樹カメムシ類（チャバネアオカメムシ、ツヤアオカメムシ）

発生程度：前半（７月以前）少  後半（８月以降）並

飛来時期：前半（７月以前）並  後半（８月以降）並

１ 発生経過

（１）チャバネアオカメムシの越冬量調査結果では、平年より少なかった（令和４年２月調査；

０.０４頭／㎡、平年０.３７頭／㎡）。

（２）フェロモントラップによる誘殺量は越冬世代（４月～７月）は平年より少なかったが、当年

世代（８月～１０月）は平年並であった（図１）。

（３）予察灯の誘殺量は平年並～やや多く推移した（図２）。

（４）ヒノキきゅう果の寄生虫数は７月下旬、８月下旬ともに平年並であった（表１、２）。

図１ チャバネアオカメムシ・ツヤアオカメムシの誘殺状況（黄色コガネコール）
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２ 原因解析

（１） 越冬量は平年より少なかった。前年の当年世代の発生量が少なく越冬量も少なかったと

考えられる。

（２） ヒノキきゅう果の着生量は平年より多く、当年世代の増殖に好適な環境であったことか

ら、越冬世代は少なかったものの、当年世代の発生は平年並となった（図1、図2、表1）。

３ 防除対策等対応内容

３月１５日 技術情報 越冬量調査結果について

８月 ５日 技術情報 当年世代の飛来予測について

９月 ２日 技術情報 当年世代のヒノキ上の寄生状況および口鞘数の状況

４ 問題となった点

  予測より飛来の開始が早い園が見受けられた。８月中旬の強風雨によりヒノキから強制的に離

脱させられた一部の成虫によるものと思われる。
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図２ チャバネアオカメムシ・ツヤアオカメムシ類誘殺状況（予察灯；白色、青色）
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表１　ヒノキ樹（きゅう果着生枝）における果樹カメムシ類の寄生状況  （令和４年７月２０,２２日調査）

成虫 老齢 中齢 若齢 計 成虫 老齢 中齢 若齢 計

令和４年 1.2 0.1 0.3 0.2 1.8 0.3 0.1 0.0 0.0 0.4 2.2 4.0

平年 0.7 0.2 0.4 0.5 1.8 0.1 0.1 0.1 0.0 0.3 2.1 2.7

* きゅう果着生量は、程度を5段階（多：5, やや多：4, 中：3, やや少：2, 少：1）として達観調査した

チャバネアオカメムシ(頭/枝) ツヤアオカメムシ(頭/枝)
合計

きゅう果
着生量

*

表２　ヒノキ樹（きゅう果着生枝）における果樹カメムシ類の寄生状況　（令和４年８月２２、２３日） 

成虫 老齢 中齢 若齢 計 成虫 老齢 中齢 若齢 計

令和４年 1.5 0.1 0.1 0.1 1.8 0.2 0 0 0 0.3 2.1

平年 1.2 0.2 0.3 0.2 1.9 0.3 0 0 0 0.3 2.2

合計
チャバネアオカメムシ(頭/枝) ツヤアオカメムシ(頭/枝)
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５ 今後の防除対策

  飛来が見られる園では、ジノテフラン水溶剤等による防除

６ 果樹園への飛来予測方法と確認方法

（１）対象種

  チャバネアオカメムシ、ツヤアオカメムシ

（２）県内の飛来予測と確認方法

  ①越冬量の状況

   ・越冬量（チャバネのみ）、春～初夏のフェロモントラップ･予察灯誘殺数、ナシ果実の被害

推移で、前期発生型は確認している。

後期発生型は、フェロモントラップと予察灯誘殺数および発生予察調査で確認。

  ②ヒノキきゅう果結実量と口針鞘数による予測とその確認

・ヒノキきゅう果結実量は県の医師会が調査している花粉量のデータを参考にしながら、７月

５半旬のビーティング調査時に確認している。

・７月５半旬の口針鞘数の予測式を用い予測し、８月下旬にもビーティングおよび口針鞘数の

調査を実施し、推移を確認している。

③予察灯とフェロモントラップでの誘殺状況とほ場での被害

・前期･後期発生型とも誘殺数が増加する時期を園への飛来開始時期の参考とし、誘殺のピー

ク時期を被害果の発生増加時期の参考として、予察灯およびフェロモントラップデータをＨ

Ｐに掲載している。掲載時には果樹担当普及員等にメールで情報提供している。

・圃場での被害については、巡回調査以外では病害虫防除員および普及指導員等から情報収集

を行っている。

（３）改善方向

  ①飛来予測方法：７月下旬、８月下旬以外のビーティングおよび口針数調査の実施およびビー

ティング時のきゅう果着生量の広域調査の実施について検討する。

  ②確認方法：９月上～中旬にビーティング調査を行う。
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対象作物：キウイフルーツ

病害虫名：キウイフルーツかいよう病（Psa3）

発生程度：無

１ 発生 経過

  過去 （平 成２ ８年 ）に 発生 が確 認さ れ、 伐採 後、 感受 性の 低い 品

種に 転換 した 園地 およ び同 一生 産者 の他 の園 （計 ２園 ）に つい て追

跡調 査を 実施 した が、 発生 は認 めら れな かっ た。

２ 原因 解析

  

３ 防除 対策 等対 応内 容

４ 問題 とな った 点

５ 伐採 等対処済み圃場での再発・多発した事例

  現在の所、再発は確認されていない。

６ 今後 の課 題

  現在 、再 発は 確認 され てい ない が、 どの 程度 の期 間、 調査 継続 が必 要か を検 討す べ

きか 。
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対象作物：茶

病害虫名：カンザワハダニ

発生程度：並

１ 発生 経過

２月 上旬 から 発生 が確 認さ れ、 ４月 上旬 まで の発 生は 平年 より や

や多 かっ たが 、４ 月下 旬以 降、 平年 並～ やや 少な い発 生で 推移 した （ 図１ 、２ ）。

２ 原因 解析

  前年 の秋 季の 発生 量が 平年 より やや 多く 、越 冬量 が多 かっ たた め春 季の 発生 が平 年

より やや 多か った もの の、 その 後は 、定 期的 な防 除や 降雨 によ る減 少に より 発生 が抑

制さ れた と考 えら れる 。

３ 防除 対策 等対 応内 容

  発生 予察 予報 によ る注 意喚 起

４ 問題 とな った 点

  一部 の地 域で は、 カン キツ の栽 培園 と茶 園が 混在 して おり 、カ ン

キツ 園の ミカ ンハ ダニ の薬 剤感 受性 検定 にお いて 、感 受性 が低 下し

てい る剤 があ るた め、 茶で も共 通し て使 用さ れる 剤に つい ては 感受

性の 低下 が懸 念さ れる 。

５ 今後 の課 題

感受 性の 低下 を回 避す るよ うな 防除 体系 の徹 底。
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６　防除対策推進上の問題点及びその対策

農作物 病害虫名 問題点 対策

水稲 トビイロウンカ

（普通期）
・９月下旬から１０月上旬にかけて高温により、トビイロウ
ンカの増殖がみられ、普通期晩生品種の一部圃場で坪
枯が見られた。

・穂揃期のカメムシ類との同時防除以
降の臨機防除を確実にできる体制の
確立。

かんきつ かいよう病

・前年の発生も平年より多く、越冬病斑が多くなり伝染源
が多かったと考えられる。
・３月中下旬、４月下旬、７月中旬の多雨、８月中旬の多
雨。
・台風の接近（９月上中旬）による強風雨。

・台風接近等の強風雨襲来前の無機
銅水和剤による防除
・発病枝葉の除去
・防風対策の強化

茶 チャトゲコナジラミ

・天敵の増加で本虫の発生が沈静化するが、初発生か
ら7年経過しても天敵の発生が少ない。

・8月秋芽開葉期（２～３葉期）ジア
フェンチウロン水和剤、臨機防除で9
月フェンピロキシメート・ブプロフェジ
ン水和剤、10月下旬～11月上旬（す
そ部重点）にマシン油乳剤による防
除の実施。
・天敵利用の検討

いちご ハダニ類

・主要品種「ゆめのか」は、従来品種に比べ茎葉が大き
く株が繁茂しやすく、新品種「恋みのり」は葉先端部が
内側に巻き込まれる特性があるため、薬剤が付着しにく
いため防除効果が不十分となりやすい。
・高齢の生産者等ではハダニ類の発見が遅れ、発生初
期の防除が遅れ多発を招いている。
・薬剤感受性の低下により、化学農薬の散布だけでは
防除が困難になっている。
・天敵の活用を図っているが、天敵防除体系の効果より
高めるために必要な天敵への影響が少ない有効薬剤
が少ない。

・化学農薬のみに頼らない防除技術
のさらなる普及推進（天敵、気門封鎖
剤、高濃度炭酸ガス処理等）
・新規有効薬剤の登録推進。

たまねぎ べと病

・越年罹病株の抜き取りの必要性は生産者にも認知さ
れているが、生産者や植付時期の違いにより発生程度
は異なり、発病は圃場間差が大きく、一部多発圃場が
見られた。越年罹病株の発病がここ数年早くなってお
り、連作圃場における菌密度の増加が懸念される。
・薬剤の連続散布により生産者の作業負担、経費負担
が増加している。

・積算温度による越年罹病株の初発
時期を推定し、発生時期に応じた対
策の徹底を図る。
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７ 検定結果

（１）薬剤抵抗性害虫検定

ヒメトビウンカ薬剤感受性検定                                       

試験目的

長崎県における縞葉枯病の発生は、近年では平成２０年が多発生であった。この年の発生要因と

しては、縞葉枯病を媒介するヒメトビウンカの土着個体群とは薬剤感受性が異なる海外個体群が多

飛来したことによるものとされている。土着個体群と飛来個体群が交雑可能であることから、今後、

薬剤感受性の動向に変化が生じることが懸念されるため、薬剤感受性を明らかにし、今後の防除対

策の一助とする。

試験方法

１） 供試虫 ：長崎市手熊、佐世保市針尾で令和４年３月にヒメトビウンカを採集し、累代飼育１

～５世代後の長翅雌成虫を用いた。

２） 供試薬剤：トレボン（エトフェンプロックス）、スタークル（ジノテフラン）

３） 検定方法：微量局所施用法による。バーカード社の手動アプリケータを用いて１頭あたり、0.08
マイクロリットルのアセトンに溶かした薬液を長翅雌成虫の頭部から胸部に塗布し、

その後、少量の芽だしイネ苗と共にプラスチック容器に入れた。各薬剤処理  ２４

時間後に生死の判定を行い、苦悶して脚を動かすもののつかまってはいられない個体

は死虫とした。なお１薬剤の反復は１５頭前後×３反復とした。このデータをもとに、

半数致死薬量（LD50値）を算出した。

結果

１）トレボン（エトフェンプロックス）

佐世保市針尾個体群の LD50値は前年から増加し高く、感受性は低い傾向であった。

２）スタークル（ジノテフラン）

佐世保市針尾個体群の LD50値は前年からわずかに高くなったが、感受性の低下は認められなかっ
た。

長崎市手熊個体群の LD50値は前年と変わらず、感受性の低下は認められなかった。

表 ヒメトビウンカに対する各薬剤の薬剤感受性

地域 月日 LD５０ ｂ LD５０ ｂ
長崎市手熊 3.2 - - 7.8 1.4
佐世保市針尾 3.3 89.2 1.8 5.4 1.1
長崎市手熊 3.3 85.3 1.5 5.7 1.4
佐世保市針尾 3.6 54.6 1.7 1.4 1.2

年次
採集 トレボン スタークル

　　　　　R4

(参考）　R3

LD50値の単位はμg/g。ｂはプロビット回帰曲線の傾き
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かんきつのミカンハダニの薬剤感受性検定

１．目的

長崎県内のかんきつ栽培地域に分布するミカンハダニについて、各種殺ダニ剤（常用濃度および

３倍希釈濃度）に対する薬剤感受性を調査し、今後の防除対策の参考とする。

２．検定概要

１）採集地、採集月日、処理月日および判定月日

２）検定場所：農林技術開発センター発生予察室（病害虫防除所）

３）検定方法：リーフディスク法

採集したミカンハダニ雌成虫をミカン葉片に１葉片あたり１０～１５頭接種し、２～３日間産

卵させた後、雌成虫を取り除き、直ちに葉片を所定濃度の薬液に１０秒間浸漬した。薬剤処理７日

後に未ふ化卵数、死亡幼虫数および生存幼虫数を調査した。

なお、処理期間中の室温は 25℃に設定した。
４）供試薬剤および供試濃度

３．結果および考察

１）ダニオーテフロアブル

すべての地点で常用濃度、３倍希釈濃度とも補正死亡率９７％以上と高い感受性を示した。

２）バロックフロアブル

雲仙市（瑞穂）、東彼杵町（赤木）で常用濃度、３倍希釈濃度ともに感受性が低かった。

３）メビウスフロアブル

東彼杵町（赤木）、雲仙市（瑞穂）で常用濃度、３倍希釈濃度ともに感受性が低かった。

有効成分のうちエトキサゾールはバロックフロアブルと同成分であり、バロックフロアブル

の感受性が大きく低下している地点では同様に感受性の低下が見られた。

処理月日
産卵日数
（日）

判定月日
処理後日数
（日）

西海市丹納 8/15 8/15 8/18 3 8/25 7

長与町岡 8/31 8/31 9/2 2 9/9 7

諫早市佐瀬 8/31 8/31 9/2 2 9/9 7

諫早市長田 8/12 8/12 8/15 3 8/22 7

雲仙市瑞穂 10/4 10/4 10/6 2 10/13 7

佐世保市宮 6/7 6/7 6/9 2 6/16 7

東彼杵町赤木 10/4 10/4 10/6 2 10/13 7

備考採集地 採集月日 接種月日

薬剤浸漬 調査

含有率 登録希釈倍数

（％） （倍）
ダニオーテフロアブル アシノナピル 20 33 2000～3000
バロックフロアブル エトキサゾール 10 10B 2,000～3,000

メビウスフロアブル
エトキサゾール
アバメクチン

7.5
1.8

10B
6

2,000～3,000

スターマイトフロアブル シエノピラフェン 30 25A 2,000～3,000
ダニコングフロアブル ピフルブミド 20 25B 2,000～4,000
ダニゲッターフロアブル スピロメシフェン 30 23 2,000

3倍希釈濃度

供試希釈倍数（倍）

常用濃度
供試薬剤名

IRAC
code有効成分

3,000
2,000

2,000

2,000
2,000
2,000

9,000
6,000

6,000

6,000
6,000
6,000
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４）スターマイトフロアブル

採集地７地点中、西海市（丹納）、佐世保市（宮）を除く５地点で常用濃度、３倍希釈濃度と

もに感受性が低く、諫早市（佐瀬）では、３倍希釈濃度で補正死亡率が１０％を下回った。

５）ダニコングフロアブル

すべての地点で概ね高い感受性を示したが、東彼杵町（赤木）の３倍希釈濃度で補正死亡率が

８０％を下回った。

６）ダニゲッターフロアブル

東彼杵町（赤木）で常用濃度、３倍希釈濃度ともに感受性が低かった。長与町（岡）で３倍希

釈濃度での感受性が低かった。

表 令和４年度かんきつのミカンハダニ薬剤感受性検定結果（補正死亡率）

供試薬剤

濃度

常用 100 100 100 100 99.4 94.3
３倍 100 100 100 100 98.0 95.5
常用 100 100 100 61.8 100 97.5
３倍 100 100 92.1 60.9 98.9 82.6
常用 100 100 99.4 52.7 100 100
３倍 100 95.8 96.7 6.1 100 99.2
常用 100 99.0 100 59.1 99.5 98.5
３倍 100 96.8 100 56.5 100 99.0
常用 100 63.9 63.6 54.7 100 100
３倍 100 50.5 42.8 47.1 97.6 98.8
常用 100 97.7 100 100 100 100
３倍 97.7 98.9 92.5 100 100 100
常用 100 75.9 72.2 63.7 100 77.2
３倍 99.2 85.5 66.5 74.4 77.7 74.8

注１）セルの塗りつぶし部分：補正死亡率が90％以下

注２）補正死亡率＝（（各処理区の卵・幼虫死亡率－無処理区の卵・幼虫死亡率）／（１００－無処理区の卵・幼虫死亡率））×１００

東彼杵町(赤木）

佐世保市（宮）

雲仙市（瑞穂）

諫早市（佐瀬）

諫早市（長田）

スターマイト

フロアブル

ダニコング

フロアブル

ダニゲッター

フロアブル

長与町（岡）

ダニオーテ

フロアブル

バロック

フロアブル

西海市（丹納）

メビウス

フロアブル
採集地
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（２）いちごナミハダニの薬剤感受性検定

１．試験目的

いちごの重要害虫であるナミハダニについては、近年多発傾向にある。本虫は一部の薬剤に対する感

受性が低下しており、防除対策を立てる上ではその動向に注意する必要がある。

そこで、各種薬剤に対する感受性検定を行い、薬剤抵抗性発達防止への取り組みの参考とする。

２．検定概要

１）採集地区および実施日等

市町名 地区 採集日 接種日 処理日 判定日

雲仙市 瑞穂 ベンチ 4月19日 4月19日 4月21日 4月28日

大村市 松原 地床 5月24日 5月24日 5月27日 6月3日

諫早市 飯盛 ベンチ 5月20日 6月13日 6月15日 6月22日

長崎市 早坂 ベンチ 6月16日 7月6日 7月8日 7月15日

長崎市 早坂 7月19日 7月21日 7月28日

２）供試薬剤および供試希釈倍数

常用濃度 3倍希釈濃度

ニッソラン水和剤 ヘキシチアゾクス 10 10Ａ 2000～3000 2000 6000

カネマイトフロアブルアセキノシル 15 20B 1000～1500 1000 3000

モベントフロアブル スピロテトラマト 22.4 23 500 500 1500

アファーム乳剤 エマメクチン安息香酸 1 6 2000 2000 6000

アグリメック アバメクチン安息香酸 1.8 6 500～1000 500・1000※ 1500・3000

グレーシア乳剤 フルキサメタミド 10 30 2000 2000 6000

ダニオーテフロアブルアシノナピル 20 33 2000 2000 6000

供試希釈倍数
薬剤名 有効薬剤

成分量
（％）

ＩＲ
ＡＣ

登録希
釈倍数

３）検定方法  リーフディッピング法

インゲン苗の初生葉２×４㎝の葉片を切り出し、雌成虫を１０～１５頭接種し、２日間産卵させた後、

雌成虫を取り除き、卵数を計数した。直ちに葉片ごと卵を所定濃度の薬液（展着剤添加）に約１０秒間

浸漬した。薬剤処理７日後に生存虫数と死亡虫数（ふ化後死亡幼虫および未ふ化卵）を調査し、次式

により補正死虫率を算出した。

補正死虫率＝｛（無処理区の生存率－処理区の生存率）/ 無処理区の生存率｝×100

３．結果

１）ニッソラン水和剤

すべての地区で常用濃度、３倍希釈濃度ともに補正死虫率は低かった。

２）カネマイトフロアブル

大村市（松原）、諫早市（飯盛）の常用濃度では補正死虫率は９０%以上であったが、他地

区では４０％以下であった。３倍希釈濃度ではすべての地区で補正死虫率は低かった。

３）モベントフロアブル

  大村市（松原）の補正死虫率は９０％以上で高かったが、他地区では常用濃度、３倍希釈

濃度ともに補正死虫率は８０%以下であった。
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４）アファーム乳剤

雲仙市（瑞穂）の補正死虫率は９０％以上であったが、他地区では８０％以下であった。

５）アグリメック

長崎市(早坂)では補正死虫率は高かったが、他地区では常用濃度、３倍希釈濃度とも補正

死虫率は６５～８６%と低かった。

６）グレーシア乳剤

雲仙市(瑞穂)の常用濃度と３倍希釈濃度は８０％以下であったが、他地区では９５%以上で

高かった。

７）ダニオーテフロアブル

  すべての地区で常用濃度、３倍希釈濃度とも補正死虫率は高かった。

表　令和４年度いちごナミハダニ薬剤感受性検定結果(補正死虫率） (%)

ニッソラン
水和剤

カネマイト
フロアブル

モベント
フロアブル

アファーム
乳剤

アグリメック
※

グレーシア
乳剤

ダニオーテ
フロアブル

常用 0.0 37.0 78.4 80.1 100 100 100

３倍 25.1 24.2 70.0 51.8 100 99.4 100

常用 64.7 100 93.7 66.5 84.5 100 100

３倍 45.8 87.2 92.6 76.7 69.9 96.1 100

常用 25.2 90.7 50.7 41.5 65.2 100 100

３倍 0.0 82.6 43.5 71.9 71.3 100 100

常用 0.0 36.2 69.5 91.1 85.6 70.6 100

３倍 0.0 0.0 63.3 97.4 85.9 75.9 100

補正死虫率９０％以下はセルを塗りつぶした。
補正死虫率が0以下になったセルは「0.0」と表示した。
表中の数値はハウス単位で採取したハダニの結果であり、各地域全体の感受性を反映したものではない。
※アグリメックの常用濃度は長崎、諫早は500倍、大村、瑞穂は1000倍で、3倍希釈濃度は1500倍、3000倍で
　それぞれ実施した。

雲仙市
(瑞穂）
10日後

長崎市
（早坂）

大村市
(松原）

諫早市
（飯盛）
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（２） ウイルス検定

○イネ縞葉枯病ウイルス

   ア 目 的

     ヒメトビウンカのイネ縞葉枯病ウイルス保毒の実態を明らかにし、今後の防除対策に資する。

   イ 採集及び検定方法

   （ア）供試虫の採集

      越冬世代：２０２２年（令和４年） ２月６半旬～３月２半旬  

          第１世代：２０２２年（令和４年） ４月４半旬、５月１半旬～５半旬

   （イ）検定方法

      簡易エライザ法により、越冬世代は３月下旬、第１世代は６月上旬に検定を行った。    

   ウ 結果の概要

    第１表 越冬世代の各地点における保毒虫率

       

長崎市手熊 56 0 11.6
長崎市琴海町 92 0 46.5
諫早市多良見町 92 0 19.2
諫早市森山 92 0 14.6
諫早市小野 70 0 7.3
雲仙市国見町 92 0 10.8
雲仙市吾妻町 92 1.1 16.4
佐世保市針尾 92 0 15.3
佐世保市長畑 92 0 14.9

合 計 （ 平 均 ） 770 0.1

調 査 地 点 検定虫数
保毒虫率
（％）

生息量
（頭/10㎡）

       

       第２表 過去の越冬世代の保毒虫率の推移

  調査年度  H２９ H３０ R１ R２ R３ R４ 平年

保毒虫率（％） ０．５ ０．８ ０．４ ０．３ ０ ０．１ ０．７

            注）平年値は平成２５～令和４年の平均（最大・最小値を除く）
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第３表 第１世代の各地点における保毒虫率

採 集 地 点 検定虫数
保毒虫率
( ％ )

生 息 量
(20回すくいと
り当たり頭数）

長崎市琴海戸根 94 1.1 51.6
長崎市外海町神ノ浦 - - 0.2
西海市大瀬戸町 51 0 3.0
諫早市小船越 94 0 79.7
諫早市小野 94 0 67.0
諫早市森山 94 0 24.5
諫早市多良見町 - - 2.1
大村市岩松 66 0 5.9
東彼杵町三根 78 0 8.7
雲仙市吾妻町 88 1.1 9.8
雲仙市国見町神代 94 0 23.7
佐世保市長畑 77 0 4.3
佐世保市針尾 - - 0.8
松浦市志佐 32 0 1.4
平戸市紐差 40 0 7.6
五島市野々切 30 0 6.6
五島市富江町山手 - - 1.0
五島市富江町岳 - - 0
五島市岐宿川原 32 0 8.2
壱岐市芦辺町 - - 1.1
対馬市厳原町久和 - - 0
対馬市厳原町久根 - - 0.0

県全体 964 0.2 8.5

平年値 － 0.5 8.1

*保毒虫率については、30頭以上捕獲した調査地点のみ算出

第４表 過去の第１世代の保毒率の推移

調査年度 H２９ H３０ R１ R２ R３ R４ 平年

保毒虫率（％） ０．１ ０．４ ０．４ ０ ０．２ ０．２ ０．５

            注）平年値は平成２５～令和４年の平均（最大・最小値を除く）



８　病害虫診断　（2022年4月～2023年3月診断）

作物名 月日（依頼日） 発生場所 品種（台木） 診断結果

水稲 2022/7/7 波佐見町 にこまる 薬害

水稲 2022/6/7 諫早市 水田 ﾏﾙｶﾞﾀｺﾞﾐﾑｼの一種

水稲 2022/6/10 島原市 なつほのか 移植後は問題なし

水稲 2022/6/13 雲仙市 ヒノヒカリ 病害虫によるものではない。

水稲 2022/7/7 諫早市 ヒノヒカリ イネクロカメムシ

水稲 2022/6/15 長与町 ヒノヒカリ 病害によるものではない。

水稲 2022/6/17 雲仙市 にこまる 苗立枯病

水稲 2022/7/6 大村市 なつほのか 非病原性要因

水稲 2022/7/7 波佐見町 なつほのか 除草剤の影響

水稲 2022/7/5 諫早市 ヒノヒカリ 不明

水稲 2022/7/20 諫早市 ヒノヒカリ いもち病

水稲 2022/7/22 諫早市 さがびより いもち病

水稲 2022/8/19 諫早市 なつほのか 紋枯病

水稲 2022/8/23 波佐見町 なつほのか 非病原性要因

水稲 2022/8/24 波佐見町 なつほのか 非病原性要因

水稲 2022/8/31 諫早市 にこまる ばか苗病

水稲 2022/9/5 諫早市 にこまる 虫害等

水稲 2022/9/26 諫早市 なつほのか 株枯れ

水稲 2022/9/26 諫早市 ヒノヒカリ 株枯れ

小麦 2023/3/1 雲仙市 長崎W2号 縞萎縮病

大豆 2022/10/19 波佐見町 不明 立枯病

かんしょ 2022/4/15 五島市 べにはるか サツマイモ軟腐病

かんしょ 2022/4/18 諫早市 べにはるか 不明

かんしょ 2022/5/12 五島市 高系 サツマイモ炭腐病に酷似

かんしょ 2022/7/19 諫早市 紅はるか 不明

かんしょ 2022/7/28 諫早市 不明 サツマイモ基腐病

かんしょ 2022/9/12 雲仙市 紅はるか つる割病及びサツマイモ基腐病

かんしょ 2022/10/24 長崎市 べにあずま、金時 不明

かんしょ 2022/11/7 諫早市 シルクスイート サツマイモ基腐病

かんしょ 2022/11/7 ― シルクスイート 非病原性要因

えごま 2022/7/13 高来町 黒えごま ベニフキノメイガの加害

えごま 2022/7/13 諫早市 黒えごま(熊本県選抜） ナミハダニ

えごま 2022/7/13 諫早市(№３） 黒えごま(熊本県選抜） ベニフキノメイガ

えごま 2022/9/8 諫早市 黒えごま 青枯病

ラッカセイ 2022/5/30 諫早市 不明 チャノキイロアザミウマ
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作物名 月日（依頼日） 発生場所 品種（台木） 診断結果

アスパラガス 2022/4/25 雲仙市吾妻町 ウェルカム 不明

アスパラガス 2022/5/12 諫早市 ウェルカム 不明

アスパラガス 2022/6/21 南島原市 ウェルカム 不明

アスパラガス 2022/6/27 琴海町 ウェルカム 株腐病

アスパラガス 2022/7/15 波佐見町 ウェルカム 株腐病

アスパラガス 2022/7/22 諫早市 ウェルカム 水分不足による葉先枯れ

アスパラガス 2022/7/26 諫早市 不明 不明

アスパラガス 2022/8/4 川棚町 ウェルカム シロイチモジヨトウ

アスパラガス 2022/8/30 波佐見町 ウェルカム 褐斑病

いちご 2022/4/4 雲仙市愛野町 恋みのり 疫病

いちご 2022/4/18 大村市 ゆめのか 不明

いちご 2022/4/25 松浦市 不明 白絹病

いちご 2022/5/13 西海市 ゆめのか 炭疽病、輪斑病

いちご 2022/5/13 諫早市 ゆめのか 炭疽病、萎凋病

いちご 2022/5/13 長崎市 ゆめのか 害虫(種不明)により食害と腐生菌

いちご 2022/5/17 大村市 ゆめのか 不明

いちご 2022/5/24 西海市 ゆめのか 不明

いちご 2022/6/2 愛野町 恋みのり 不明

いちご 2022/6/7 長崎市 ゆめのか 不明

いちご 2022/6/8 諫早市 ゆめのか 炭疽病

いちご 2022/6/20 吾妻町 ゆめのか、恋みのり 炭疽病

いちご 2022/6/23 諫早市 ゆめのか 生理障害

いちご 2022/6/27 諫早市 ゆめのか 萎黄病

いちご 2022/6/27 長崎市琴海戸根 ゆめのか 非病原性要因

いちご 2022/7/7 長崎市 琴のしずく 非病害性要因

いちご 2022/7/11 長崎市 ゆめのか クロケシツブチョッキリの被害

いちご 2022/7/15 雲仙市 ゆめのか 炭疽病

いちご 2022/7/15 雲仙市 ゆめのか クロケシツブチョッキリの被害

いちご 2022/7/25 雲仙市 ほしうらら 炭疽病

いちご 2022/7/27 雲仙市 恋みのり 輪斑病及び、炭疽病

いちご 2022/7/28 西海町 ゆめのか 不明

いちご 2022/8/3 長崎市 ゆめのか 炭疽病、不明

いちご 2022/8/3 諫早市 ゆめのか 萎黄病

いちご 2022/8/9 雲仙市 恋みのり 輪斑病

いちご 2022/8/10 西海市 こいのか 排水不良による根痛み

いちご 2022/8/16 吾妻町 恋みのり 疫病
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作物名 月日（依頼日） 発生場所 品種（台木） 診断結果

いちご 2022/8/17 吾妻町 ゆめのか 炭疽病

いちご 2022/8/18 雲仙市 ゆめのか 萎黄病

いちご 2022/8/22 諫早市 ゆめのか 非病原性要因

いちご 2022/8/29 大村市 ゆめのか 炭疽病

いちご 2022/9/8 大村市 ゆめのか 不明および非病害性要因

いちご 2022/9/20 諫早市 ゆめのか 不明

いちご 2022/9/26 飯盛町 不明 非病害性要因

いちご 2022/9/27 長崎市 不明 不明

いちご 2022/9/28 長崎市 ゆめのか 不明

いちご 2022/9/28 長崎市 ゆめのか 不明

いちご 2022/9/28 長崎市 ゆめのか 不明

いちご 2022/9/29 愛野町 ゆめのか 非病害性要因

いちご 2022/10/3 高来町 ゆめのか 炭疽病

いちご 2022/10/20 西海市 ゆめのか 萎黄病または炭疽病

いちご 2022/10/28 雲仙市 ゆめのか 炭疽病

いちご 2022/11/8 愛野町 恋みのり 非病原性要因

いちご 2022/11/25 大村市 ゆめのか 非病害性要因

いちご 2022/12/1 雲仙市 恋みのり 根腐れ

いちご 2022/12/6 大村市 ゆめのか 炭疽病

いちご 2022/12/23 吾妻町 不明 ネグサレセンチュウ

いちご 2023/1/5 長崎市 さちのか シロイチモンジヨトウ

いちご 2023/1/16 愛野町 ゆめのか 不明

いちご 2023/1/16 愛野町 ゆめのか 炭疽病

いちご 2023/2/.17 雲仙市吾妻町 ゆめのか ネグサレセンチュウ

いちご 2023/3/3 南島原市加津佐町 恋みのり 萎凋病

いちご 2023/3/29 雲仙市 ゆめのか 腐生的にかび発生

いちご 2023/3/31 諫早市飯盛町 ゆめのか 萎凋細菌病

カーネーション 2022/10/11 大村市 アバルト（ST) 立枯病

キャベツ 2022/10/6 高来町 銀次郎 苗立枯病

きゅうり 2022/5/16 諫早市 ニーナZ（RK-3) 青枯病

きゅうり 2022/7/7 諫早市 頼尽 黄化えそ病

きゅうり 2022/7/25 諫早市 不明 黄化えそ病

きゅうり 2022/10/24 飯盛町 真聖 黄化えそ病

ゴーヤ 2022/9/26 小長井町 百根（百成レイシ雅） 非病害性要因

さといも 2022/9/14 諫早市 ①大和早生、②地域在来種 ①乾腐病　②茎腐病

ジャンボシシト
ウ

2022/6/21 南島原市 宝楽シシトウ 黄化えそ病
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作物名 月日（依頼日） 発生場所 品種（台木） 診断結果

しょうが 2022/7/8 南島原市 八郎 腐敗病

しょうが 2022/7/14 南島原市 不明 腐敗病

しょうが 2022/7/29 東彼杵町 不明 腐敗病

しょうが 2022/8/3 諫早市 土佐イチ 腐敗病

しょうが 2022/10/25 佐世保市 土佐系 根茎腐敗および白星病

スナップエンド
ウ

2022/12/19 島原市 ニムラ カメムシ類の吸汁害

だいこん 2022/11/8 北有馬町 カラフルファイブ そうか病

だいこん 2023/1/13 大村市 福味２号 不明

タマネギ 2022/8/22 南島原市 不明 細菌性病害

たまねぎ 2022/4/4 諫早市 七宝 べと病、ボトリチス葉枯症

たまねぎ 2022/4/27 南島原市 七宝
べと病
アザミウマ類

たまねぎ 2022/11/7 諫早市 不明 不明

たまねぎ 2022/12/12 諫早市 不明 紅色根腐病

たまねぎ 2022/12/27 有家町 1625 乾腐病

たまねぎ 2023/1/13 千々石町 不明 不明

たまねぎ 2023/1/13 諫早市 スーパーアップ 不明

たまねぎ 2023/1/17 諫早市 レクスター べと病

たまねぎ 2023/1/20 諫早市 スーパーアップ 不明

たまねぎ 2023/3/2 諫早市 不明 べと病

トマト 2022/6/10 島原市 凛々子 黄化葉巻病

トマト 2022/6/16 南島原市 凛々子
黄化葉巻病
モザイク病

トマト 2022/6/24 大村市 かれん
ネコブセンチュウ
根腐萎凋病または萎凋病

トマト 2022/6/24 諫早市 不明（加工用トマト） 黄化葉巻病

トマト 2022/10/11 大村市 かれん（グランシールド） 不明

トマト 2022/10/20 大村市 かれん（グランシールド） 青枯病

トマト 2022/10/27 川棚町 感激73（がんばる根トリパー） 不明

トマト 2023/1/12 西海市大島町 感激（トリパー） 不明

トマト 2023/1/12 西海市大島町 ファースト（トリパー） 黄化葉巻病

ニガウリ 2022/7/14 平戸市 不明 炭疽病

にがうり 2022/6/7 平戸市 沖縄長れいし つる割病

にら 2022/6/21 諫早市 ハイパーグリーンベルト 不明

にんじん 2022/4/18 島原市 翔誉 非病源性要因

にんにく 2022/4/7 諫早市 不明 非病原性要因

はくさい 2022/12/6 諫早市 不明 ワタアブラムシの寄生

はくさい 2023/1/26 雲仙市小浜町 長崎白菜 軟腐病、べと病

はくさい 2023/1/26 雲仙市小浜町 きごころ８５ 軟腐病、尻腐病
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作物名 月日（依頼日） 発生場所 品種（台木） 診断結果

ばれいしょ 2022/4/6 加津佐町 ニシユタカ 黒あし病・軟腐病

ばれいしょ 2022/4/8 諫早市 アイユタカ 非病原性要因

ばれいしょ 2022/4/28 平戸市 ニシユタカ 夏疫病

ばれいしょ 2022/7/19 諫早市 メークイン 乾腐病または生理障害

ピーマン 2022/6/1 大村市 不明 尻腐症

ブロッコリー 2022/8/31 雲仙市 SK9-099 乾燥による枯れ

ブロッコリー 2022/9/5 雲仙市 SK9-099 不明

ブロッコリー 2022/10/11 諫早市 サマードーム 黒すす病・花蕾腐敗病

ブロッコリー 2022/11/18 波佐見町 こんにちは 非病原性要因

ブロッコリー 2023/3/31 雲仙市小浜町 恵鱗 非病害性要因

ほうれんそう 2023/1/30 雲仙市 クロノス モザイク病

ミニトマト 2022/8/1 東彼杵町
エコスイート（台木ｸﾞﾘｰﾝｾｰﾌﾞ)
葉、果実の萎れ。

不明

ミニトマト 2022/8/5 諫早市 MKS－T820（キングバリア） 活着不良

ミニトマト 2022/8/19 諫早市 小鈴エル（キングバリア） 高音障害、ﾋﾟｼｳﾑ属菌による立枯

ミニトマト 2022/8/22 諫早市 小鈴エル（キングバリア） 不明

ミニトマト 2022/8/23 吾妻町 CF小鈴（グリ－ンセーブ） 青枯病

ミニトマト 2022/8/29 諫早市 小鈴クイーン（キングバリア） 青枯病

ミニトマト 2022/8/29 諫早市 CF小鈴（キングバリア） 青枯病

ミニトマト 2022/9/5 諫早市 小鉢クイーン（キングバリア） 茎えそ細菌病

ミニトマト 2022/9/16 諫早市 小鈴エル（グリーンフォース） 青枯病

ミニトマト 2022/11/8 諫早市 CF小鈴（台木不明） 非病原性要因

ミニトマト 2022/11/28 大村市 ｼｼﾘｱﾝﾙｰｼﾞｬ（ｷﾝｸﾞﾊﾞﾘｱ） 青枯病

ミニトマト 2023/1/20 千々石町 小鈴キング（フォルテ） 葉かび病

ミニトマト 2023/1/20 諫早市 小鈴キング（フォルテ） 葉かび病

ミニトマト 2023/1/23 諫早市 ＣＦ小鈴（グリーンホース） 不明

ミニトマト 2023/2/22 諫早市 小鈴キング（がんばる根ﾌｫﾙﾃ） 株腐病の疑い

ミニトマト 2023/3/28 諫早市 ミニトマト（キングバリア） 青枯病

メロン 2022/5/30 大村市 不明 不明

メロン 2022/6/29 諫早市 ムーンライト べと病

メロン 2023/3/8 諫早市小長井町 肥後グリーン（パワー） 非病害性要因

唐人菜 2022/11/5 雲仙市 不明 非病害性要因

白ねぎ 2022/6/27 島原市 名月 白絹病

白ねぎ 2022/6/27 島原市 名月 べと病

白ねぎ 2022/11/14 雲仙市 不明 腐敗病

アボカド 2022/5/13 南島原市南有馬町 不明 紋羽病に酷似

アボカド 2022/5/13 南島原市 不明 紋羽病菌
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作物名 月日（依頼日） 発生場所 品種（台木） 診断結果

イチジク 2022/11/16 諫早市 イチジク サビダニ類

カキ 2022/9/30 多良見町 千秋 不明

カキ 2022/12/12 諫早市 不明 ヒモミノガ

カンキツ 2022/6/16 伊木力 伊木力 ニセナミハダニまたはカンザワハダニ

カンキツ 2022/7/26 東彼杵町 せとか 深植え、乾燥等による樹勢低下

かんきつ 2022/9/13 佐世保市 温州みかん（早生）
トビイロシワアリ

かんきつ 2022/9/21 長与町 させぼ温州（カラタチ） 症状からトビイロシワアリの可能性が高い。

かんきつ 2022/12/6 北有馬町
森田ﾈｰﾌﾞﾙ（台木：ｶﾗﾀﾁ
中間台：南津海）

ヒメヨコバイ類

かんきつ 2022/12/28 長与町 せとか（露地） ヤガ類

かんきつ 2023/1/23 壱岐市 麗紅（台木：カラタチ）
ホコリダニ
不明

ナシ 2022/8/12 諫早市 不明 炭疽病

ブドウ 2022/7/13 長与町 シャインマスカット スリップス類による被害

ブドウ 2022/8/19 諫早市 シャインマスカット うどんこ病

ブルーベリー 2022/8/30 南島原市 ブライトウェル、プレミア 過湿による根腐れ

みかん 2022/8/1 西海市 原口早生 ﾏﾙｶｲｶﾞﾗﾑｼ類の発生（ｱｶﾏﾙ､ﾅｼﾏﾙ）

みかん 2022/9/9 多良見町 青島系 アカマルカイガラムシ

みかん 2022/10/27 諫早市 青島 不明

レモン 2022/8/8 多良見町 不明 ヨコバイ類の被害

カーネーション 2022/10/11 大村市 アバルト（ST) 立枯病

カーネーション 2022/11/2 諫早市
ひめかれん
だいすき、カンナ

ナミハダニ

ガーベラ 2022/7/13 諫早市 ローズ色品種 株枯病

ガーベラ 2023/1/31 諫早市 スチュアート アザミウマ類

ガーベラ 2023/1/31 諫早市 レアビー 不明

きく 2022/8/12 大村市 白扇 ハダニ類

きく 2022/10/21 長崎市 精の一世、明杯 不明

きく 2023/2/20 平戸市 精興の誠 非病害性要因

シクラメン 2022/8/17 長崎市 不明 炭疽病

スターチス 2022/5/17 愛野町 ブルーインパルス 不明

トルコギキョウ 2022/5/26 諫早市 不明 アザミウマ類

ハス（花） 2022/8/1 長崎市 不明 イネクロカメムシ

ベロニカ 2022/4/18 諫早市 不明 非病害性要因

ホオズキ 2022/8/12 大村市 不明 白絹病

ほおずき 2022/6/22 松浦市 小実系統 非病害性要因

ほおずき 2022/8/8 諫早市 不明 ハダニ
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  年 件　数 割合(%)

H   ３ 36 16.9

H   ４ 57 26.8

H   ５ 0 0

H   ６ 2 0.9

H   ７ 85 39.9

H   ８ 0 0

H 　９ 11 5.2

H １０ 0 0

H １１ 19 8.9

H １２ 3 1.4

H １３ 213 100

H １４

H １５ 表４  作物別依頼件数 (R3年4月～R4年3月）

H １６ 割合（％）

H １７(1～3月） 1 35 16.4

H １７年度 2 142 66.7

H １８年度 3 16 7.5

H １９年度 4 20 9.4

H ２０年度 5 0 0

H ２１年度 6 0 0

H ２２年度 213 100

H ２３年度

H ２４年度 表５　病害虫区分別件数 (R3年4月～R4年3月）

H ２５年度 割合(%)

H ２６年度 1 病害 96 45.1

H ２７年度 2 34 16

H ２８年度 3 2 0.9

H ２９年度 4 0 0

H ３０年度 5 39 18.3

H ３１年度
R １年度 6 42 19.7

R ２年度 213 100

R ３年度

R 4年度

第６表　病原体種類別件数  (R02年4月～R03年３月）

割合(%)

1 67 69.8

  割合(%) 2 19 19.8

0 （ 16 ） 0.0 3 0 0

0 （ 29 ） 0.0 4 10 10.4

0 （ 22 ） 0.0 96 100

28 （ 24 ） 18.4

31 （ 23 ） 20.4

24 （ 26 ） 15.8

16 （ 30 ） 10.5

13 （ 19 ） 8.6

10 （ 19 ） 6.6

19 （ 18 ） 12.5

3 （ 9 ） 2.0

622

件　　　数

ウイルス

件　　　数

細菌（放線菌を含む）

非病原性要因
（生理障害、他）

    区　　　　　　　分

不明

550

479

        　計

ファイトプラズマ

糸状菌

3

その他

件　　　　数

野菜(ばれいしょ含む)

花き、緑花木、シバ等

薬害

計

農業共済組合

265

衛生害虫

表１  年間診断依頼件数の推移 

   区　　　　　　　分

1187 個人

  依頼件数 対前年比(%)

表３  依頼者区分別件数 (R3年4月～R4年3月）

農産園芸課技術普及班

全農ながさき

農業協同組合

振興局

その他県機関

2

4

5

6

99

民間機関

10

107

81 9

市町8

77

7

5

6

4

件　　　数

476

月

107

213 103

9

8

10

2

R4.1

11

12

286 112

 　　H3～H16 ： 暦年として集計

表２  月別依頼件数

普通作

作　　　　　　　物

109

果樹

7

157

86

90

144

123

計

105

害虫(ｾﾝﾁｭｳを含む）

その他

103

   区　　　　　　　分

95

113

計

78

93 茶

562 106

53

528

520 93

207

428

272

524 121

472

459

92

113

123

481

122

160

144

563

313

334

521

406

499

206 78

255

247 81

305 72

89424

434
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Ⅵ 農薬安全使用対策事業（令和４年度）

１ 農薬安全対策推進及び農薬危害防止等対策事業

（１）農薬の適正使用・危被害防止に関する協議、研修及び指導

ア 農薬による危被害防止及び適正・安全使用等について農業者、農業団体、関係機関及び農薬販売者等

  へ研修、指導、助言を行った。

イ 研修会、協議会等の参加及び指導実績

項目 時期（開催場所） 内容 対象者（人数）

農薬管理指導士更新研

修会並びに農薬安全対

策講習会

本土地区：7 月 4 日

離島地区：6 月 28 日

WEB 会議

（長崎市他県下 6 会

場）     

         

・「農薬の安全・適正使用と

危害防止」及び「農薬適正

使用」               

・ゴルフ場における農薬安

全使用及び農薬販売につい

て               

・毒物・劇物の取扱について

・クロルピクリンの安全使用

について                 

・新安全防除運動について          

・農薬安全使用一声運動に

ついて                

・当面の病害虫防除対策に

ついて

市町、農薬販売業者、

造園業者、農協職員、

ゴルフ場農薬取扱担当

者等             

230 名

作物保護に関する講義 4 月 15 日～6 月 27 日

（5 回）

（諫早市）

・農作物被害を引き起こす

病害虫の基礎的な理論、作

物保護の方策と技術につい

て

農業大学校学生          

35 名

農薬に関する講義 6 月 27 日、7 月 14 日  

（諫早市）

・農薬行政、農薬取締法、関

係法令、農薬の一般知識、

農薬のリスクと安全性評

価、農薬の安全・適正使用、

安全使用のための知識、使

用上の諸注意、飛散防止対

策等について

農業大学校学生          

35 名

作物保護に関する実験 7 月 14 日、8 月 31 日

（諫早市）

・水稲並びに果樹における

病害虫の生態、特徴、観察

法、防除法等作物保護に必

要な実験

農業大学校学生          

35 名

新規就農予定者病害虫

防除・農薬適正使用研修

１期生

7 月 1 日、5 日

2 期生

11 月 21 日

（諫早市）

・病害虫防除、農薬の基礎、

農薬の安全・適正使用につ

いて

新規就農予定者     

15 名

(1 期生 14 名、2 期生

1 名)
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営農指導員農薬適正使

用研修

11 月 16 日

      （長崎市）

・農薬の基礎、農薬の安全・

適正使用について

営農指導員       

31 名

農薬管理指導士養成

及び更新研修

養成研修・更新研修：

10 月 19 日

（諫早市他

県下 6 会場）

・農薬の安全使用、危被害

防止対策について   

農薬管理指導士

新規予定者

     20 名

更新者

         32 名

みつばち連絡協議会 県北：書面開催

島原：未開催.

・農薬散布等による

みつばち事故防止について

養蜂組合、耕種農家、

関係機関

         18 機関

農業技術協議会（病害

虫・植物調整剤部門）

10 月 31～11 月 7 日

      Web 会議

・防除基準化する病害虫防

除技術、農薬の安全性等の

検討

JA 全農長崎、農薬販

売協同組合、県                 

延べ 132 名

病害虫防除暦作成検討

会

10～12 月   （各地） ・病害虫の発生状況、防除

対策、農薬選定及び農薬の

適正使用

各地域農業振興協議

会等

農薬販売者・大口使用者

立入検査

3 月 16 日（佐世保市）

3 月 23～25 日

     （長崎市他）

・農薬販売業者、大口使用

者に対する指導取締

農薬販売業者 116 者

ゴルフ場      8 者

長崎県高等学校農業教

育研究会栽培部会技術

講習会

8 月 19 日

（諫早市）

・農薬の基礎、農薬の安全・

適正使用について

県内農業系高校の教

員

          8 名
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Ⅶ 植物検疫事業

１．令和４年度ミバエ類等侵入警戒調査事業

１）調査方法        

（１）調査時期   ミカンコミバエ種群、ウリミバエ、チチュウカイミバエ：４～１１月

          アリモドキゾウムシ                 ：６～１０月

           （五島市のアリモドキ調査は、６～９月）       

（２）調査回数    ミバエ類     ：毎月２回

           アリモドキゾウムシ：毎月１回

（３）トラップの種類 ミバエ類誘引トラップ（スタイナー型）

アリモドキゾウムシ誘引トラップ（ロート型）

（４）誘引剤の種類   ミカンコミバエ種群、ウリミバエ  ：ユーゲルアＤ８

チチュウカイミバエ        ：メドフライコール

アリモドキゾウムシ ：ルアーⅡ

                          （アリモドキゾウムシ用）

（５）誘引剤の交換  毎月１回

２．実施結果

ミカンコミバエ種群、ウリミバエ、チチュウカイミバエ及びアリモドキゾウムシは、誘殺されな

かった（表１）。

昨年度のミカンコミバエ種群誘殺に伴う初動対応に準じて追加した１１地点のトラップは、通常

設置のトラップと同様に調査を実施した（表１）。

また、植物防疫法の改正に伴う令和５年度からの設置計画の見直しに準じて、９月下旬より新た

に１０地点のトラップを追加した（調査は１０月から）。それに伴い、４月から設置を開始したト

ラップの一部（３地点）の調査を９月末で終了した（表１、２）。

   追加調査のトラップにおいても、ミカンコミバエ種群、ウリミバエは誘殺されなかった（表２）。
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表１　ミバエ類等侵入警戒調査結果（通常調査２０２２年）

ミカンコミバエ種群 ウリミバエ チチュウカイミバエ アリモドキゾウムシ

1 南島原市 口之津町 JA島原雲仙口之津支店 0 0 0 ー

2 諫早市 多良見町 ＪＡ長崎せいひ南部営農経済センター 0 0 0 ー

3 諫早市 小船越町 農林技術開発センター病害虫発生予察室 0 0 0 ー

4 大村市 鬼橋町 農林技術開発センター果樹・茶研究部門 0 0 0 ー

5 東彼杵郡 東彼杵町 東彼杵町役場 0 0 0 ー

6 長崎市 西海町 農業共済組合西彼杵支所 0 0 0 ー

7 西海市 西彼町 ＪＡ長崎せいひ　西彼統括支店 0 0 0 ー

8 佐世保市 広田 全農ながさき県北広域物流センター（※９月まで） 0 0 0 ー

9 五島市 福江町 五島振興局農業振興普及課 0 0 0 ー

10 島原市 深江町 ー ー ー 0

11 〃 ー ー ー 0

12 西海市 西海町 ー ー ー 0

13 〃 ー ー ー 0

14 諫早市 貝津町 ー ー ー 0

15 〃 ー ー ー 0

16 五島市 堤町 ー ー ー 0

17 〃 ー ー ー 0

18 雲仙市 愛野町 農林技術開発センター中山間営農研究室 0 0

19 雲仙市 国見町 JA島原雲仙北部農機センター 0 0

20 島原市 西八幡町 島原振興局農林水産部敷地内 0 0

21 南島原市 有家町 JA島原雲仙東部基幹営農センター 0 0

22 長崎市 宮崎町 ＪＡ長崎せいひ三和支店・川原びわ集出荷場 0 0

23 西海市 大瀬戸町 西海市役所大瀬戸コミ二ティセンター 0 0

24 松浦市 志佐町 JAながさき西海松浦営農経済センター 0 0

25 平戸市 紐差町 JAながさき西海平戸経済センター（※９月まで） 0 0

26 佐世保市 吉井町 県北振興局農林部敷地内 0 0

27 佐世保市 針尾中町 JAながさき旧針尾支店（９月まで） 0 0

28 北松浦郡 小値賀町 小値賀町役場 0 0

29 壱岐市 芦辺町 壱岐振興局農業振興普及課敷地内 0 0

30 対馬市 厳原町 対馬振興局農業振興普及課敷地内 0 0

合計 0 0

※No.８、２５、２７のトラップは９月までで終了し、移設

誘　殺　数
設　置　場　所NO

※「－」：調査対象外

表２　ミバエ類等侵入警戒調査結果（追加調査２０２２年）

誘　殺　数

ミカンコミバエ種群 ウリミバエ

1 西海市 西海町 JA長崎せいひ西海支店 0 0

2 東彼杵郡 波佐見町 JA長崎県央波佐見ライスセンター 0 0

3 東彼杵郡 川棚町 JA長崎県央北部営農センター 0 0

4 西彼杵郡 時津町 JA長崎せいひ久留里営業所 0 0

5 西彼杵郡 長与町 長与町役場 0 0

6 長崎市 飯香浦町 JA長崎せいひ日吉支店 0 0

7 諫早市 高来町 JA長崎県央高来支店 0 0

8 平戸市 岩の上町 平戸市役所 0 0

9 北松浦郡 佐々町 佐々町役場 0 0

10 南松浦郡 新上五島町 五島振興局上五島駐在 0 0

合計

※１０月から調査開始

NO 設　置　場　所
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（２）スイカ果実汚斑細菌病侵入警戒調査

ア．調査方法

収穫期調査：茎葉および果実について病徴の有無を目視により調査した。

育苗期調査：スイカ等ウリ科植物（台木含む）を対象に病徴の有無を目視により調査した。

イ．調査結果

１）収穫期調査

令和４年６月２１日 島原市 ４圃場 計１６，０００株

生育期の調査において本病および類似症状の株は確認されなかった。

２）育苗期調査

令和５年１月２６日 諫早市 スイカ苗 ３品種 １，８１０本

              メロン苗 １品種 ２６，７６０本

大村市 スイカ苗  ５品種 ２２，９００本

    メロン苗  ４品種 ６，３９８本

    キュウリ苗 １品種    ２４０本

   育苗期の調査において本病の苗は確認されなかった。

ウ．病害診断

  スイカ等ウリ科での茎葉および果実の疑似症状の病害虫診断はなかった。
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２ ウメ輪紋ウイルス（プラムポックスウイルス；PPV）の県内発生状況調査

ア．調査方法

病徴は目視による確認を行うとともに、調査区あたり５樹から各５葉を採取し、農林水産省門司植

物防疫所に送付して PPVの保毒の有無を検定した。なお、調査および検定は門司植物防疫所、振興
局、農産園芸課の協力を得て行なった。

イ．調査結果

見取り調査では一部に部分的退緑症状も認められたが、植物防疫所で実施した PPVウイルス検定
の結果は全て陰性であった。

表１　調査結果

調査区域
番号

市町村名 住所 植物種名 品種名

R4.5.23 1 対馬市 豆酘 ウメ 不明 1 5 一部退緑

R4.5.23 2 対馬市 豆酘
ウメ
モモ

不明 20 100 一部退緑

R4.5.30 3 南島原市 西有家町 モモ 日川白鳳 16 43 無

R4.5.30 4 雲仙市 国見町 モモ 日川白鳳 5 65 無

R4.5.31 5 雲仙市 瑞穂町 モモ 日川白鳳 16 159 無

調査年月
日

調査園地の所在地 調査植物
面積
(a)

植栽
本数

症状種類

植物の種類 調査区域数 送付試料
イムノクロマト法／
エライザ法
陽性数

ＰＰＶ感染試
料数

ウメ、モモ 5 25 0 0

表２　検定結果（検定実施機関：門司植物防疫所　令和4年6月8日）
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（４）キウイフルーツかいよう病（Psa3系統）発生状況調査（R4年度調査）

ア．目的

平成 26 年度に国内のキウイフルーツ生産地において、本邦未確認であったキウイフルーツかいよう
病の新系統（Psa3 系統）による甚大な被害が報告され、植物防疫上の重要な問題となっている。本県
でも H28 年に 1 園地で発生を確認しており、すでに防除対策（抜根）作業が行われている。本年度は
過去の発生園地および同一園主の園を対象に、本病の発生状況を調査する。

イ．調査方法

佐世保市（6月 7日）のキウイフルーツ園計 2園地について見取り調査を行い、本病の発生状況
を目視により確認した。

ウ．調査結果

調査園の見取り調査の結果、いずれの園においても、擬似症状は確認されなかった。

表１　キウイフルーツかいよう病発生状況調査

枝枯 樹液漏出 葉斑点 その他

1 R4.6.7 佐世保市1 ヘイワード 15 - - - -

2 R4.6.7 佐世保市2 ゴールデンイエロー 12 - - - -

植栽
本数

発生状況
No. 調査年月日 園地 品種名

－：未確認
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（５）トマトキバガの侵入警戒調査

１．調査方法        

１）フェロモントラップの設置数および調査期間

   促成トマトハウス周辺  ２地区（３か所）令和４年９月～令和５年７月

   ばれいしょ選果施設   ４地区     令和４年９月～令和４年１２月

                      令和５年３月～令和５年６月            

調査間隔：月２回誘殺の有無を確認

トラップの種類：ＳＥトラップ 誘引剤の交換：月１回

２．調査結果

  促成トマトハウス周辺およびばれいしょ選果施設に設置したフェロモントラップへの月毎の誘

殺数は１地点あたり１～２頭であった。

トラップ設置地点付近のトマトおよびばれいしょの圃場調査の結果、作物での被害や寄生は認め

なかった。

表　令和４年度トマトキバガトラップ調査結果 （頭）

９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月
1 大村市　トマトハウス周辺 9月29日 2 2 0 0 0 0 1 3 0
2 南島原市　トマトハウス周辺 9月7日 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0
3 南島原市　トマトハウス周辺 9月7日 ー 3 0 1 0 0 0 0 0 2

4 西海市西海町　農作業倉庫 9月9日 0 2 0 0 12/13終了
5 JA島原雲仙　愛野特産センター 9月7日 ― 1 1 0 12/8終了
6 JA島原雲仙　小浜特産センター 9月7日 ― 2 0 0 12/12～3/8休止 0 0 1 2
7 JA島原雲仙 加津佐馬鈴薯センター 9月7日 0 2 0 1 12/12終了

※「ー」は台風14号（令和4年9月17日）の被害を受けて調査不能

場　　所 設置日NO
トラップ調査結果（誘殺数）
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２ ジャガイモシストセンチュウ発生範囲特定調査

１）調査方法（土壌検診）

（１）調査時期  春作終了後

（２）調査場所  雲仙市小浜町、南串山町  南島原市口之津町、加津佐町、北有馬町

（３）地上部生育調査 令和４年４月２２日、２５日

既発生市町に隣接する圃場（字単位）の２３圃場について生育不良株の有

無を調査した。  

（４）土壌検診

１）実施地区 小浜町３件 ３圃場、南串山町３件 ３圃場、口之津町１件 １圃場、

加津佐町１件 １圃場、北有馬町２件 ２圃場   計 １０圃場

２）土壌採取  令和４年７月２６日、８月１日

  ３）土壌採取方法 ８歩×８歩法

４）検定方法  カップ法（１区４反復）

  ５）判定期間  令和４年９月１日～１０月２７日（８週間）

  ６）カップ法結果 ４地区で根に寄生したシストを確認

           雲仙市小浜町大亀、木場

           雲仙市南串山町甲、丙

２）実施結果

  地上部生育調査では生育不良の発生圃場は確認できなかった。

土壌検診で確認された圃場のシストについて、門司植物防疫所へ同定を依頼した結果、形態観察

および遺伝子診断によりジャガイモシストセンチュウと同定された。



- 129 -

Ⅵ 難防除病害虫防除技術確立事業

１ トマト黄化葉巻病防除対策における新たな防除資材を用いた防除技術の実証

１．試験の目的

  トマト黄化葉巻病はトマトの安定生産を脅かす最も重要な病害の一つである。トマト黄化葉巻病の防除対策

としては、ウイルスを媒介するタバココナジラミに対する薬剤散布や防虫ネット、雑草除去、収穫後の施設の

蒸込みなどによる防除対策に加え、耐病性品種の導入など、複数の技術を組み合わせた総合的な防除対策が講

じられており、一定の効果が得られている。

一方、ブランド確立のため耐病性品種の導入が難しく、経営上、タバココナジラミの生活環を断ち切りにく

いきゅうりと組みあわせた経営体系の産地においては、既存の対策では防除効果が不十分となっている。さら

に主要薬剤の効果の低下が懸念されており、新たな防除技術の導入が必要となっている。

そこで、新たな防除資材として開発されたタバココナジラミの忌避剤であるベミデタッチの本圃における連

続散布と誘殺効果の高い新規の黄色粘着板（エッジ色彩粘着板）を組み合わせた防除体系について現地実証し、

当該産地における防除技術の確立を図る。

２．試験方法

１）作  型：促成栽培

２）試験場所：東彼杵郡川棚町小串郷

３）協力機関：県央振興局大村・東彼地域普及課、ＪＡながさき県央

４）耕種概要：品種：華美   定植：１０月２９日（慣行区）及び１１月２日（試験区）

                  ※生産者の作業の都合上慣行区と試験区で定植時期が異なった。

  栽植密度：株間 ４０㎝ 畝間 １５０cm

５）区制・面積 １区１ハウス 面積４ａ（実証区）、５.５a（慣行区）
６）試験区の構成

防除方法の内容 試験区（ベミデタッチ区） 慣行区

防虫ネット 農家慣行

サイド：０.４ｍｍ
谷：０.４ｍｍ

農家慣行

サイド：０.４ｍｍ
谷：０.４ｍｍ

育苗期（２次育苗）薬剤防除 農家慣行

ベミデタッチ散布（１回/７日）
農家慣行

ベミデタッチ散布（１回/７日）
本圃の薬剤防除 ベミデタッチ乳剤

定植時散布後２週間おきに散布

農家慣行

黄色粘着板による誘殺

（本圃）

エッジ色彩粘着板（ラスボスR）
２５０枚／１０a

農家慣行

黄色粘着板（ホリバーイエロー）

２５０枚／１０ａ

  ※１）薬剤散布は担当農家が実施

  ※２）ベミデタッチ乳剤の散布は11/16、12/10、1/11、2/1、3/15の5回散布。コナジラミの発生が少なか
ったため計画より回数が少なくなった。

  ※３）慣行区の薬剤散布実績：スタークル顆粒水和剤(11/16）、コルト顆粒水和剤(12/9）、ベネビアOD(1/11)、
スピノエース顆粒水和剤(2/1)、グレーシア乳剤(3/15)

７）調査方法

調査は定植後から調査を開始し、概ね14日間隔で下記項目について調査を行った。
（１）トマトにおけるコナジラミ類発生調査

各区３０株（連続１０株×３カ所）の上位、中位および下位の各１複葉、計９０複葉ついてコナ

ジラミ類の成幼虫数を調査した。あわせて、調査個所に設置してあるエッジ色彩粘着版（ラスボスR）
を調査時に交換し、誘殺したコナジラミ類成虫数を計数した。
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（２）ハウス内のコナジラミ類の発生調査

黄色粘着板（２０×１０cm）を各区のコナジラミ寄生調査株の付近に設置（各区３カ所）し、誘
殺したコナジラミ類の成虫数を計数した。

（３）トマト黄化葉巻病の発生調査

発生の有無を肉眼観察により３００株について調査し、発病株数は累積して計数した。

３．結果および考察

・トマトにおけるタバココナジラミの発生は、ベミデタッチ区、慣行区ともに試験期間を通して少なか

った。両区とも12月９日までは、ほぼ同様の発生であったが、1月以降はベミデタッチ区での発生を
認めなかった。

・黄色粘着板における誘殺数は、両区とも 12 月９日にまで４～10 頭程度の誘殺があったが、12 月 27
日～２月３日にまでの誘殺はなかった。２月 17 日以降は慣行区の誘殺数がベミデタッチ区よりやや
多い傾向となった。

・黄化葉巻病は両区で１月６日に認められ、試験終了時の累計株数は両区とも４株であった（表２）。

・以上の結果から、タバココナジラミの発生が少ない条件下においては、ベミデタッチ乳剤散布および

エッジ色彩粘着板を用いた防除体系は、慣行防除体系と同等の防除効果を示すと考えられた。

表１ タバココナジラミ寄生虫数の推移（各区１０株×３か所調査）

図１黄色粘着板におけるタバココナジラミ誘殺数の推移

表２ トマト黄化葉巻病発病株数の推移

月日
11/25 12/9 12/27 1/6 1/20 2/3 2/17 3/3 3/17 4/3 4/17 5/2

発病株数 0 0 0 2 0 0 1 0 0 1 0 0
累計 0 0 0 2 2 2 3 3 3 4 4 4

発病株数 0 0 0 2 1 0 1 0 0 0 0 0
累計 0 0 0 2 3 3 4 4 4 4 4 4

区      名

ベミデタッチ区

慣行区

月日
11/14 11/25 12/9 12/27 1/6 1/20 2/3 2/17 3/3 3/17 4/3 4/17 5/2

成虫 1 10 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
幼虫 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
計 1 10 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

頭/株 0.03 0.3 0.03 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
成虫 6 7 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0
幼虫 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
計 6 7 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0

頭/株 0.2 0.2 0 0 0 0.03 0 0 0.03 0 0 0 0

区名

ベミデタッチ区

慣行区
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２ 新防除体系の確立事業

（１）かんきつミカンサビダニの防除体系の確立

１．現地調査による過去10年と本年の発生パターン

２．従来の防除体系(改善技術等) （Ｒ４）
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図１ ミカンサビダニ 発生圃場率
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図２ ミカンサビダニ 被害果率

R4

R3

平年

月 旬

黒点病 ・ そうか病 発病枝葉及び枯れ枝の除去 ・

かいよう病

～

・ ミカンナガタマムシ被害枝も処分する。

形態的花芽分化期　　　

樹液流動始 ※

かいよう病(発芽前） カスミンボルドー 1,000倍 ※ アタックオイルとの散布間隔は、14日以上あける。

クレフノン 200倍 加用 ・ 樹勢低下園は落葉の恐れがあるため散布しない。

下 萌芽 ・ クワゴマダラヒトリ発生園では、フェニックス(ＦＬ)4,000倍を散布する。

発芽 そうか病 デラン(FL) 1,000倍 ・

上 （発芽期） ・ デラン（ＦＬ）にかぶれる人は、フルーツセイバー2,000倍を散布する。

～

・

中 春根発根

下 ・
かいよう病多発園ではICボルドー80倍、又はコサイド3000  2,000倍にクレフノン200
倍加用を散布する。

(アタックオイルとの散布間隔は、14日以上あける。)

・ ナメクジ類発生園ではスラゴ（粒剤）を園全体に散布する。(2kg/10a)

上 訪花性昆虫（開花期）、カメムシ モスピラン（顆水） 4,000倍 ・ 訪花性昆虫発生園は開花初期と盛期に防風樹を含め防除する。

～

満開 　　ケシキスイ、アザミウマ類

中 　　ハナムグリ　　

中 灰色かび病(落弁始め）、そうか病、 フロンサイドＳＣ 2,000倍 ・

〜 生理落果（１次） 黒点病 エムダイファー（水）　　　 800倍 混用

下 (収穫60日前まで） ・

カイガラムシ類 アプロードエース（ＦＬ） 1,000倍

チャノホコリダニ

生理落果（２次）

黒点病 ペンコゼブ（水）又は　 ・ アカマルカイガラムシ発生園では、アプロ－ドエース（FL）1,000倍を散布する。

上 細胞分裂増加 ジマンダイセン（水） 400～600倍

果汁形成

アザミウマ類 エルサン（乳） 1,000倍

　 カミキリムシ 又は オリオン（水）40 1,000倍

中 夏根発根 ・ ハダニ類発生園はアタックオイル150倍を散布する。

中 黒点病 ペンコゼブ（水）又は ・ ナメクジ類発生園では、マイキラーＬ200倍を散布する。

〜 ジマンダイセン（水）　 400～600倍

下 新梢緑化 アザミウマ類 エクシレルＳＥ 5,000倍 ・

カミキリムシ トランスフォーム（ＦＬ） 2,000倍

カイガラムシ類 〔アビオン－Ｅ 1,000倍

○カルシウム剤散布

生育及び生理 対象病害虫 使 用 薬 剤 並 び に 濃 度 そ　　の　　他　　注　　意　　事　　項

フロンサイドＳＣにかぶれる人は、ファンタジスタ(顆水)4,000倍＋エムダイファー（水）
800倍を散布する。

灰色かび病の２回散布はナティーボ（FL）2,000倍を10日後に散布する。

黒点病、そうか病、かいよう病の発生枝葉（源）は、せん定の際に必ずせん除し園内
に放置せず処分する。

1

2

3

上
冬期にマシン油を散布しなかった園ではハダニ類対象にアタックオイル80倍を散布
する。但し、樹勢低下園には散布しない。

中

（樹勢の劣る樹を好んで食害する傾向があるため、樹勢を落とさない肥培管理を行
う）

6

加用〕

デラン（ＦＬ）は、開花期以降のアタックオイルの近接散布で薬害を生じる恐れがある
ので、散布間隔を30日以上あける。

4

5

発芽初期（２～３㎜頃）に散布し、多発園は２回散布する。(２回目　発芽１～２㎝頃)

ミカンサビダニ発生園ではサンマイト（水）3,000倍又はアグリメック2,000倍を散布す
る。
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３．薬剤感受性検定・防除技術実証試験等

（日本植物防疫協会委託試験成績）
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４．改良した防除体系（改善技術）（案） （Ｒ５）

〇主な改良技術

  ・5月下旬、カイガラムシ類、チャノホコリダニの防除薬剤（アプロードエースフロアブル）

を、昨年までと系統の異なる薬剤（モベントフロアブル）に変更、想定される対照病害

虫としてアザミウマ類、ミカンサビダニを追記する。

   ※５月下旬のアプロードエースフロアブルは、カイガラムシ類とチャノホコリダニの同

時防除を念頭に採用されていたが、ミカンサビダニの同時防除もねらわれている。

しかし、ミカンサビダニに対し有効な成分は、他の時期に使用が想定されるミカンサ

ビダニの防除薬剤（サンマイト水和剤）と同系統であり、現状、感受性低下は起こっ

ていないが、将来的な抵抗性発達防止のため、アプロードエースフロアブルと別系統

の薬剤でミカンサビダニに有効であり、また、カイガラムシ類、チャノホコリダニへ

の同時防除も可能なモベントフロアブルに変更する。

月 旬

黒点病 ・ そうか病 発病枝葉及び枯れ枝の除去 ・

かいよう病

～

・ ミカンナガタマムシ被害枝も処分する。

形態的花芽分化期　　　

樹液流動始 ※

かいよう病(発芽前） カスミンボルドー 1,000倍 ※ アタックオイルとの散布間隔は、14日以上あける。

クレフノン 200倍 加用 ・ 樹勢低下園は落葉の恐れがあるため散布しない。

下 萌芽 ・ クワゴマダラヒトリ発生園では、フェニックス(ＦＬ)4,000倍を散布する。

発芽 そうか病 デラン(FL) 1,000倍 ・

上 （発芽期） ・ デラン（ＦＬ）にかぶれる人は、フルーツセイバー2,000倍を散布する。

～

・

中 春根発根

下 ・
かいよう病多発園ではICボルドー80倍にアビオンE1,000倍加用、又はコサイド3000
2,000倍にクレフノン200倍加用を散布する。

(アタックオイルとの散布間隔は、14日以上あける。)

・ ナメクジ類発生園ではスラゴ（粒剤）を園全体に散布する。(2kg/10a)

上 訪花性昆虫（開花期）、カメムシ モスピラン（顆水） 4,000倍 ・ 訪花性昆虫発生園は開花初期と盛期に防風樹を含め防除する。

　ケシキスイ、アザミウマ類

満開 　ハナムグリ　

〜

灰色かび病（落弁始め）、そうか病、 フロンサイドＳＣ 2,000倍 ・

生理落果（１次） 黒点病 エムダイファー（水） 800倍 混用

下 (収穫60日前まで）

生理落果（２次） カイガラムシ類、アザミウマ類、 モベント（FL) 2 ,000倍 ・ 灰色かび病の２回散布はナティーボ（FL）2,000倍を10日後に散布する。

ミカンサビダニ、チャノホコリダニ

黒点病 ペンコゼブ（水）又は　 ・ アカマルカイガラムシ発生園では、アプロ－ド（水）1,000倍を散布する。

上 細胞分裂増加 ジマンダイセン（水） 400～600倍

果汁形成

アザミウマ類 エルサン（乳） 1,000倍

　 ゴマダラカミキリ成虫 〔アビオン－Ｅ 1,000倍 加用〕 ・ エルサン（乳）のにおいが気になる場合はオリオン（水）40　1,000倍を散布する

中 夏根発根 ・ ハダニ類発生園はアタックオイル150倍を散布する。

中 黒点病 ペンコゼブ（水）又は ・ ナメクジ類発生園では、マイキラーＬ200倍を散布する。

〜 ジマンダイセン（水）　 400～600倍

アザミウマ類 エクシレルSE 5,000倍

ゴマダラカミキリ成虫 トランスフォーム（ＦＬ） 2,000倍

下 新梢緑化 カイガラムシ類 〔アビオン－Ｅ 1,000倍 ・

○カルシウム剤散布

6

デラン（ＦＬ）は、開花期以降のアタックオイルの近接散布で薬害を生じる恐れがある
ので、散布間隔を30日以上あける。

4

5

発芽初期（２～３㎜頃）に散布し、多発園は２回散布する。(２回目　発芽１～２㎝頃)

ミカンサビダニ発生園ではサンマイト（水）3,000倍又はアグリメック2,000倍を散布す
る。

黒点病、そうか病、かいよう病の発生枝葉（源）は、せん定の際に必ずせん除し園内
に放置せず処分する。

1

2

3

上
冬期にマシン油を散布しなかった園ではハダニ類対象にアタックオイル80倍を散布
する。但し、樹勢低下園には散布しない。

中

（樹勢の劣る樹を好んで食害する傾向があるため、樹勢を落とさない肥培管理を行
う）

生育及び生理 対象病害虫 使 用 薬 剤 並 び に 濃 度 そ　　の　　他　　注　　意　　事　　項

フロンサイドＳＣにかぶれる人は、ファンタジスタ(顆水)4,000倍＋エムダイファー（水）
800倍を散布する。

加用〕
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（２）びわがんしゅ病およびナシヒメシンクイの防除体系の確立

１．現地調査による過去10年と本年の発生パターン
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２．従来の防除体系(改善技術等) （Ｒ４）

灰斑病 4,000倍

下

上 4,000倍 ○袋かけ前に散布

中 ○寒害の恐れがなくなったら、袋かけと併せて

下 　着房率（長崎早生60％、茂木70％）の最終的な見直しを行う

上 ○アブラムシ類発生園では　モスピラン顆粒（水溶）4,000倍を散布

中

下

上

中

下 ○樹勢回復を図るため、礼肥は収穫後できるだけ速やかに施用

○樹が混み合った園では、縮・間伐を実施

礼肥の施用 カイガラムシ類 1,000倍 ○収穫終了後、早めに散布

○カイガラムシ発生園ではアタックオイル50倍を散布

下 草刈・敷草

上 　なお、乾燥・高温時の散布は控える（薬害の恐れ）

○カスミンボルドーとパダンSG（水溶）は使用直前に混用（分解の恐れ）

○芽かき直後に散布

下 ○白紋羽病発生園はフロンサイドＳＣ500倍（50～100L/樹）土壌かん注

中

整枝・せん定
○カスミンボルドーとパダンSG（水溶）は使用直前に混用（分解の恐れ）

○せん定や芽かき、台風後にがんしゅ病が発生しやすいので、必ず散布

○スリップス・小蛾類幼虫対策のため、周囲の除草を行う

中 実肥の施用

中 摘房・摘蕾 ○オオタバコガ発生園ではテルスター（水）1,000倍を落弁後に散布

上

中

下

○スリップスの発生に注意

○サンマイト(水)は湿展性展着剤まくぴか10,000倍または
　マイリノー10,000倍を加用

1,000倍

1,500倍

ナシヒメシンクイ

炭疽病

パダンＳＧ（水溶）

カスミンボルドー

たてぼや病

（ビワサビダニ）

パダンＳＧ（水溶）

灰斑病
がんしゅ病

パダンＳＧ（水溶）

1,000倍カスミンボルドー

1,500倍

スコア顆粒（水）

1,500倍

中

アプロード（水）

病害虫防除生育

4

対象薬剤
月 旬

1,000倍

春
枝
伸
長

モスピラン顆粒（水溶）

灰斑病・灰色かび病摘果・袋かけ

アブラムシ類

ベルクート（水）1,000倍

整枝・せん定
芽かき（１回目）

1

2

3

8

上

6

中

5

芽かき
　（２回目）

収穫・出荷

12

9

開
花
期

秋
枝
伸
長

10

11

ｽﾃｰｼﾞ

元肥の施用
有機物、土壌改良資材
投入

間伐・誘引

夏
枝
伸
長

寒害の防止

果
実
肥
大
期

芽かき
　（３回目）

成
熟
期

対象病害虫

灰斑病
がんしゅ病

灰斑病
がんしゅ病

草刈・敷草

ナシヒメシンクイ

管理作業

7

ナシヒメシンクイ

摘　　　　要

1,000倍カスミンボルドー

○摘房して３０％程度の遊び枝をつくる　（着房率：長崎早生60％、
　茂木70％　特に、寒害を受けやすい早花は摘房する）

○アタックオイルは、他の薬剤との散布間隔を２週間以上あける

○カミキリムシに食入されている樹は、食入部に園芸用キンチョールE
　またはロビンフッドを噴射

アミスター10（F）

○カスミンボルドーとパダンSG（水溶）は使用直前に混用(分解の恐れ)
○せん定くずは、園外に持ち出し処分

サンマイト（水）3,000倍
（湿展性展着剤加用）

灰斑病・灰色かび病 ベルクート（水） 1,000倍
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３．薬剤感受性検定・防除技術実証試験等

  該当する新規の知見なし

〇本年～過去５年間と、過去６～１０年間の発生状況

４．改良した防除体系（改善技術）（案） （Ｒ５）

〇薬剤、防除時期の変更なし。ただし、上記の様な発生の推移を踏まえ、現在の体系を徹底

することで、徐々に発生低下の兆しは見えているので今後も継続するとともに、新たな知見が

現れた場合は、積極的に導入を検討する。
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（３）茶のチャノミドリヒメヨコバイの防除体系の確立

１．現地調査による過去10年と本年の発生パターン

２．防除体系

令和4年度　茶改善技術（病害虫防除対策　チャノミドリヒメヨコバイ） ※コピーして形式選択で図として貼り付ける

防除時期 対象病害虫名 農薬名 天敵への影響
作用性
コード

希釈倍数
摘採前使用
日数

使用回数

(臨機防除) チャノミドリヒメヨコバイ バリアード顆粒水和剤 なし～やや弱い 4A ２０００倍 　７日 １回

防除時期 対象病害虫名 農薬名 天敵への影響
作用性
コード

希釈倍数
摘採前使用
日数

使用回数

防除時期 対象病害虫名 農薬名 天敵への影響
作用性
コード

希釈倍数
摘採前使用
日数

使用回数

防除時期 対象病害虫名 農薬名 天敵への影響
作用性
コード

希釈倍数
摘採前使用
日数

使用回数

チャノミドリヒメヨコバイ

防除時期 対象病害虫名 農薬名 天敵への影響
作用性
コード

希釈倍数
摘採前使用
日数

使用回数

防除時期 対象病害虫名 農薬名 天敵への影響
作用性
コード

希釈倍数
摘採前使用
日数

使用回数

なし～やや弱い

なし～やや弱い

強い

たいへん強い

なし～やや弱い

６　月　の　病　害　虫　防　除

７　月　の　病　害　虫　防　除

８　月　の　病　害　虫　防　除

９　月　の　病　害　虫　防　除

チャノミドリヒメヨコバイ

チャノミドリヒメヨコバイ

チャノミドリヒメヨコバイ

チャノミドリヒメヨコバイ

チャノミドリヒメヨコバイ スタークル顆粒水溶剤 やや強い
4
A

２０００倍 　７日 ２回

※秋芽の１～３葉は来年一番茶の親葉になるので十分な防除を行う。

秋芽生育期
（臨機防除）

コルト顆粒水和剤 9B ２０００倍 　７日 ２回

秋芽開葉期
（２～３葉期)

ガンバ水和剤 12A １０００倍 １４日 １回

（臨機防除） コテツフロアブル 13 ２０００倍 ７日 ２回チャノミドリヒメヨコバイ

１回
秋芽生育期

（萌芽～１葉期)
グレーシア乳剤 30 ２０００倍 １４日

カスケード乳剤 15 ４０００倍 　７日 ２回
（臨機防除）
７月上中旬

二番茶萌芽期
～開葉初期

５　月　の　病　害　虫　防　除

（臨機防除）
一番茶摘採後

ハチハチフロアブル
(コテツフロアブルとの近接散布は10日以上あける)

21A １０００倍 １４日 １回

※初発確認後すみやかに散布する。

３　月　の　病　害　虫　防　除

やや強い
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３．検討事項

・発生等：期間を通じて平年よりやや多い発生で推移、要因としては、5月下旬から7月上旬の

少雨が影響。防除についてはネオニコチノイド系剤による防除が行われた。

→クワシロカイガラムシ、チャトゲコナジラミの有力土着天敵に対して影響の少ない農薬に変

更

４．改良した暦（案）

〇改善点

・6月 二番茶萌芽期から開葉初期

土着天敵に対して影響の少ない農薬に変更（スタークル顆粒水和剤→ウララＤＦ）

・8月 秋芽生育期（臨機防除）

土着天敵に対して影響の少ない農薬に変更（コテツフロアブル→コルト顆粒水和剤）

・9月 秋芽生育期（臨機防除）

土着天敵に対して影響の少ない農薬に変更（コルト顆粒水和剤→グレーシア乳剤）

令和5年度　茶改善技術（病害虫防除対策　チャノミドリヒメヨコバイ）

防除時期 対象病害虫名 農薬名 天敵への影響
作用性
コード

希釈倍数
摘採前使用
日数

使用回数

(臨機防除) チャノミドリヒメヨコバイ、マダラカサハラハムシ バリアード顆粒水和剤 なし～やや弱い 4A ２０００倍 ７日 １回

防除時期 対象病害虫名 農薬名 天敵への影響
作用性
コード

希釈倍数
摘採前使用
日数

使用回数

防除時期 対象病害虫名 農薬名 天敵への影響
作用性
コード

希釈倍数
摘採前使用
日数

使用回数

防除時期 対象病害虫名 農薬名 天敵への影響
作用性
コード

希釈倍数
摘採前使用
日数

使用回数

防除時期 対象病害虫名 農薬名 天敵への影響
作用性
コード

希釈倍数
摘採前使用
日数

使用回数

防除時期 対象病害虫名 農薬名 天敵への影響
作用性
コード

希釈倍数
摘採前使用
日数

使用回数

秋芽開葉期
（2～3葉期）

２０００倍 １４日 １回

※秋芽の１～３葉は来年一番茶の親葉になるので十分な防除を行う。

９　月　の　病　害　虫　防　除

秋芽生育期
（臨機防除）

チャノミドリヒメヨコバイ グレーシア乳剤 強い 30

チャノミドリヒメヨコバイ ガンバ水和剤 なし～やや弱い 12A １０００倍 １４日 １回

２回（臨機防除） チャノミドリヒメヨコバイ コルト顆粒水和剤 なし～やや弱い 9B ２０００倍 ７日

８　月　の　病　害　虫　防　除

15 ４０００倍 　７日 ２回

７　月　の　病　害　虫　防　除

（臨機防除）
７月上中旬

チャノミドリヒメヨコバイ カスケード乳剤 なし～やや弱い

１０００倍 ３日 １回(臨機防除) チャノミドリヒメヨコバイ テッパン液剤 不明 28

１回

６　月　の　病　害　虫　防　除

二番茶萌芽期
～開葉初期

チャノミドリヒメヨコバイ ウララDF なし～やや弱い 29 １０００倍 ７日

（臨機防除）
一番茶摘採後

チャノミドリヒメヨコバイ ハチハチフロアブル
(コテツフロアブルとの近接散布は10日以上あける)

やや強い 21A １０００倍

５　月　の　病　害　虫　防　除

１４日 １回

３　月　の　病　害　虫　防　除
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（４）ばれいしょ病害虫の防除体系の確立（計画・成果イメージ）※R4実績版

１．現地調査による過去10年と本年の発生パターン ※主要病害虫

〇春ばれいしょ

〇秋ばれいしょ

２．従来の防除体系(改善技術等) （Ｒ４）

・ばれいしょの産地であるＪＡ島原雲仙の改善技術ではジャガイモガ対象でパダン粉剤とモスピ

ラン顆粒水溶剤２剤のみ。
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図３ ジャガイモガ寄生株率の推移
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パダン粉剤ＤＬ ●
種いも重量の

0.3％
植付前

ネライストキシン
系

1

アタッキン水和剤 ●
40～60倍

5～10秒間浸漬
植付前

抗生物質＋
ﾍﾞﾝｿﾞｲﾐﾀﾞｰﾙ 1

フロンサイド水和剤 ●
100倍

瞬間浸漬
植付前 フルアジナム 1

クロールピクリン 　 ● ● ● 2～3ml/穴 所定期間
土壌くん蒸
（クロルピクリン） 1

テロン 　 　 ● ● ●
3～4ml/穴

30～40㍑/10ａ
作付10～
15日前

Ｄ－Ｄ剤 1

ネビジン粉剤 ● 30kg/10ａ 植付時
作条土壌混和
(フルスルファミド) 1

フロンサイド粉剤 ● 30～40kg/10ａ 植付前
全面土壌混和
（フルアジナム） 1

バイデートＬ粒剤 ● 30kg/10a 植付前
全面土壌混和
（ｶｰﾊﾞﾒｰﾄ系） 1

アドマイヤー１粒剤 ● 4kg/10ａ 植付時
植溝土壌混和
（イミダクロプリド） 1

ジマンダイセン水和剤 ● 400～600 7日 マンゼブ 10

リドミルｺﾞｰﾙﾄﾞMZ ● 500～1000 30日
マンゼブ＋
メタラキシルM ※1

フォリオゴールド ● 500～1000 7日
メタラキシルＭ
＋ＴＰＮ ※3

プロポーズ顆粒水和剤 ● 750～1000 7日
ﾍﾞﾝﾁｱﾊﾞﾘｶﾙﾌﾞｲｿ
ﾌﾟﾛﾋﾟﾙ＋TPN ※5

エキナイン顆粒水和剤 ● 2000～3000 7日
ｼﾓｷｻﾆﾙ＋ﾍﾞﾝﾁｱ
ﾊﾞﾘｶﾙﾌﾞｲｿﾌﾟﾛﾋﾟﾙ ※4

ダイナモ顆粒水和剤 ● 2000～3000 7日
ｱﾐｽﾙﾌﾞﾛﾑ＋ｼﾓｷ
ｻﾆﾙ ※4

コサイド３０００ ● ● 　 　 1000 － 無機銅 －

ｿﾞｰﾍﾞｯｸｴﾝｶﾝﾃｨｱ ● 2000 14日
ｵｷｻﾁｱﾋﾟﾌﾟﾛﾘﾝ＋
ﾌｧﾓｷｻﾄﾞﾝ 2

レーバスフロアブル ● 1500～2000 7日 マンジプロパミド 2

ザンプロDMフロアブル ● 1000～1500 前日
アメトクラジン＋
ジメトモルフ ※3

フェスティバルC水和剤 ● ● 400～600 14日
銅水和剤＋
ジメトモルフ ※3

フロンサイド水和剤 ● 1000～2000 14日 フルアジナム 4

リライアブルフロアブル ● 800～1000 7日
フルオピコリド＋
プロパモカルプ 3

スターナ水和剤 ● 1000 7日 オキソニック酸 ※5

ナレート水和剤 ● 　 　 600～1000 14日
オキソニック酸＋
有機銅 ※5

マテリーナ水和剤 ● 1000 7日
オキソニック酸＋
抗生物質 ※3

アドマイヤー水和剤 ● 　 　 1000～3000 14日 ※2

アドマイヤー顆粒水和剤 ● 　 　 5000～15000 14日 ※2

エンセダン乳剤 ● 　 ● 1500 7日 プロフェノホス 6

トレボン乳剤 ● 1000 7日 エトフェンブロックス 3

モスピラン顆粒水溶剤 ● ● 2000 7日 アセタミプリド 3

プレオフロアブル ● 1000～2000 7日 ピリダリル 2

フェニックス顆粒水和剤 　 ● 2000～4000 前日 フルベンジアミド 2

ﾄﾗﾝｽﾌｫｰﾑﾌﾛｱﾌﾞﾙ ● 2000 7日 ｽﾙﾎｷｻﾌﾛﾙ 3
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３．薬剤感受性検定・防除技術実証試験等

（日本植物防疫協会委託試験成績）
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４．改良した防除体系（改善技術）（案） （Ｒ５）

・薬剤の変更はなし。登録薬剤が少ないことや現時点での特効薬がない。

・日植防委託試験においてフェニックス顆粒水和剤、ベネビアＯＤ等現在使用している薬剤とは

異なっている系統（ジアミド系）が試験されており、実用性が高いことから、今後登録取得に

至った時には積極的に提案していく。
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（５）冬春きゅうり病害虫の防除体系の確立

１．現地調査による過去10年と本年の発生パターン

２．従来の防除体系(改善技術等) （Ｒ４）

月 旬 使用薬剤 希釈倍数 IRAC
コード 分類 ミナミキイロアザミウマ以外の防除対象

中

下 ○ 播種

上 育苗 アドマイヤー水和剤 2000倍 4A ネオニコチノイド系 アブラムシ類、オンシツコナジラミ

中 ○ 接木、定植準備 ハチハチ乳剤 1000倍 21A その他合成 アブラムシ類、ウリノメイガ、ミカンキイロアザミウマ、タバココナジラミ

下 △ 定植

上 △ アファームエクセラ顆粒水和剤 1500倍 6
15
マクロライド系
昆虫成長制御 ウリノメイガ

中 テープ張り
親づる摘芯 コテツフロアブル 2000倍 13 その他合成 ウリハムシ、ウリノメイガ、ハダニ類、ミカンキイロアザミウマ

下 追肥

上 収穫

中 モスピラン水溶剤 2000倍 4A ネオニコチノイド系 アブラムシ類、ミカンキイロアザミウマ、オンシツコナジラミ

下 追肥

上

中

下 追肥

上

中

下 追肥 ベネビアOD 2000倍 28 ジアミド系 アブラムシ類、ウリノメイガ、ミカンキイロアザミウマ、オンシツコナジラミ、
タバココナジラミ、トマトハモグリバエ

上 ベストガード水溶剤 1000倍 4A ネオニコチノイド系 アブラムシ類、タバココナジラミ

中 スピノエース顆粒水和剤 5000倍 5 スピノシン系 ウリノメイガ、ミカンキイロアザミウマ、トマトハモグリバエ

下

上 収穫終了

中

主要作業

10

11

12

1

2

3

4

9
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３．薬剤感受性検定・防除技術実証試験等
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４．改良した防除体系（改善技術）（案） （Ｒ５）

〇主な改良技術

・2月下旬、長崎県の平年でアザミウマ類の寄生葉率が上昇してくる時期の防除薬剤を、ネオニコ

チノイド系薬剤であり全国的にミナミキイロアザミウマに対する感受性低下が問題となってい

るベストガード水溶剤から、生物農薬であるスワルスキーカブリダニ製剤（システムスワルく

ん）に変更。

・ネオニコチノイド系薬剤によるアザミウマ類防除は3回から2回に減少するため、薬剤抵抗性

発達のリスク低減に資すると考えられる。

・化学農薬から生物農薬に一部変更することにより、環境保全型農業に資すると考えられる。

月 旬 使用薬剤 希釈倍数 IRAC
コード 分類 ミナミキイロアザミウマ以外の防除対象

中

下 ○ 播種

上 育苗 アドマイヤー水和剤 2000倍 4A ネオニコチノイド系 アブラムシ類、オンシツコナジラミ

中 ○ 接木、定植準備 ハチハチ乳剤 1000倍 21A その他合成 アブラムシ類、ウリノメイガ、ミカンキイロアザミウマ、タバココナジラミ

下 △ 定植

上 △ アファームエクセラ顆粒水和剤 1500倍 6
15
マクロライド系
昆虫成長制御 ウリノメイガ

中 テープ張り
親づる摘芯 コテツフロアブル 2000倍 13 その他合成 ウリハムシ、ウリノメイガ、ハダニ類、ミカンキイロアザミウマ

下 追肥

上 収穫

中 モスピラン水溶剤 2000倍 4A ネオニコチノイド系 アブラムシ類、ミカンキイロアザミウマ、オンシツコナジラミ

下 追肥

上

中

下 追肥

上

中

下 追肥 ベネビアOD 2000倍 28 ジアミド系 アブラムシ類、ウリノメイガ、ミカンキイロアザミウマ、オンシツコナジラミ、
タバココナジラミ、トマトハモグリバエ

上 システムスワルくん 8～25パック/100株 － 生物農薬 アザミウマ類、コナジラミ類、チャノホコリダニ

中 スピノエース顆粒水和剤 5000倍 5 スピノシン系 ウリノメイガ、ミカンキイロアザミウマ、トマトハモグリバエ

下

上 収穫終了

中

2

3

4

主要作業

9

10

11

12

1
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（６）ブロッコリー黒腐病の防除体系の確立

１．現地調査による過去10年と本年の発生パターン

・Ｒ４年度産の黒腐病の発生は１０月前期に認められたがその後の発生拡大はほとんどなく、

発病株率も低く推移し、少ない発生となった。黒腐病の発生に大きな影響を及ぼす降水量は、

9月下旬以降平年

・過去１０ヵ年ではＨ２９年とＲ１年の発生が多く、Ｈ２９年は１０月前期に発生を認め、収

穫期まで多い発生で推移した。Ｒ１年は９月後期に発生を認め、１０月後期をピークに発生

は減少傾向となったものの収穫期まで発生圃場率は平年並～やや高く推移した。

・多発年の気象推移をみると発生拡大前に降雨が続く傾向があり、少発生年は作付期間を通し

て少雨傾向にある。
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図 黒腐病の発病株率の推移（巡回調査）
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２．従来の防除体系(改善技術等) （Ｒ４）

・黒腐病の薬剤防除体系は、発生状況に応じて下記薬剤による防除が実施されている。

・防除薬剤は、Ｚボルドー、カスミンボルドー、カセット水和剤等となっている。

３．薬剤感受性検定・防除技術実証試験等

（日本植物防疫協会委託試験成績）

４．改良した防除体系（改善技術）（案） （Ｒ５）

〇主な改良技術

  ・いずれの薬剤も降雨が続くと防除効果が低下する。防除効果を安定させるため、降雨前

後に迅速に広範囲を防除できるドローンを用いた薬剤散布を行う。

・ドローンで散布可能な薬剤：

農薬名 希釈倍数・散布量 使用時期 使用愛数

Zボルドー １６倍、３.２ℓ/10a ― ―
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（７）いちご輪斑病の防除体系の確立

１．現地調査による過去10年と本年の発生パターン

・Ｒ４年度の育苗期における輪斑病の発生推移は、5月前期に発生を認め、その後次第に増加し

たが、期間を通してみると平年より少ない発生となった。

・輪斑病の発生は降雨の影響が大きく、R４年の発生推移をみると、降水量が平年の2倍以上と

なった7月中旬と8月中旬の３週間後頃の調査で発生が増加する傾向が認められた。

・過去１０ヵ年ではＨ２９年とＲ１年の発生が多く、Ｈ２９年は１０月前期に発生を認め、収

穫期まで多い発生で推移した。Ｒ１年は９月後期に発生を認め、１０月後期をピークに発生

は減少傾向となったものの収穫期まで発生圃場率は平年並～やや高く推移した。

・多発年の気象推移をみると発生拡大前に降雨が続く傾向があり、少発生年は作付期間を通し

て少雨傾向にある。
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２．従来の防除体系(改善技術等) （Ｒ４）

（R4.1現在）

農業振興協議会技術者会野菜部会

◆散布後は履歴記帳を行い、また農薬散布時の周辺への飛散を防止しましょう。

月　日 薬　剤　名 炭 う 回数 希釈倍数 備　考

2月24日 キノンドーフロアブル 3 100倍 ◇クラウン部散布（ランナー発生前）

3月3日 アントラコール顆粒水和剤 6 500倍

3月10日 ジマンダイセン水和剤 6 600倍 高温時薬害注意

3月24日 ゲッター水和剤 ◎ 3 1000倍

3月31日 デランフロアブル 2 1000倍 ☆浸透性展着剤は加用しない

4月7日 セイビアーフロアブル20 ◎ 3 1000倍

4月14日 ジマンダイセン水和剤 6 600倍 高温時薬害注意

4月21日 ベルクート水和剤 ● 5 1000倍

4月28日 キノンドーフロアブル 3 500倍 アビオンＥ500倍加用

5月6日 ジマンダイセン水和剤 6 600倍 高温時薬害注意

5月12日 アントラコール顆粒水和剤 6 500倍

5月19日 セイビアーフロアブル20 ◎ 3 1000倍

5月26日 ベルクート水和剤 ● 5 1000倍

6月2日 ジマンダイセン水和剤 6 600倍 ランナー切り離し前、高温時薬害注意

6月9日 アントラコール顆粒水和剤 6 500倍

6月16日 ベルクート水和剤 ● 5 1000倍

6月23日 ゲッター水和剤 ◎ 3 1000倍

6月30日 アントラコール顆粒水和剤 6 500倍

7月7日 ベルクート水和剤 ● 5 1000倍

7月14日 セイビアーフロアブル20 ◎ 3 1000倍

7月21日 アントラコール顆粒水和剤 6 500倍

7月28日 ゲッター水和剤 ◎ 3 1000倍

8月4日 ベルクート水和剤 ● 5 1000倍

8月11日 セイビアーフロアブル20 ◎ 3 1000倍

8月18日 アントラコール顆粒水和剤 6 500倍

8月25日 ベルクート水和剤 ● 5 1000倍

9月1日 ゲッター水和剤 ◎ 3 1000倍

9月8日 セイビアーフロアブル20 ◎ 3 1000倍

◎炭そ病の重点防除剤、　●うどんこ病の同時防除可能な剤
◆アントラコール顆粒水和剤の使用時期は定植前日までの使用。
◆ゲッター水和剤の使用時期は収穫開始２１日前までの使用。
◆セイビアーフロアブル20は総使用回数3回まで。育苗期3回使用の場合、
　 本圃（灰色かび病登録）で使用できない。
◆農薬散布回数はランナー切り離し後からカウントされる。散布回数には注意する。
◎株冷時は処理前後に炭そ病防除を行い、適正散布間隔を確保する。
◎株冷入庫中の薬剤は、定植後に利用する。
○梅雨明け後の農薬散布は急激な温度上昇による薬害に注意する。
　（温度上昇前に薬液を乾かすように心がける）

令和４年産　いちご炭そ病　防除体系表

◆農薬使用の際は、農薬ラベルをしっかり確認して濃度・使用期限を守りましょう。

ランナー切り離し後ローテーション
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３．薬剤感受性検定・防除技術実証試験等
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４．改良した防除体系（改善技術）（案） （Ｒ５）

〇主な改良技術

・炭疽病防除体系において、輪斑病に効果のあるベルクート水和剤、セイビアーフロアブ

ル２０、アントラコール水和剤、ジマンダイセン水和剤、デランフロアブルは、いずれ

もローテーション散布剤として体系に組み込まれている。

・輪斑病は、一次伝染源として罹病親株が重要であると考えられるため、耕種的防除（発

月　日 薬　剤　名 炭 う 輪 回数 希釈倍数 備　考

2月24日 キノンドーフロアブル 3 100倍 ◇クラウン部散布（ランナー発生前）

3月3日 アントラコール顆粒水和剤 ○ 6 500倍

3月10日 ジマンダイセン水和剤 ○ 6 600倍 高温時薬害注意

3月24日 ゲッター水和剤 ◎ 3 1000倍

3月31日 デランフロアブル ○ 2 1000倍 ☆浸透性展着剤は加用しない

4月7日 セイビアーフロアブル20 ◎ ○ 3 1000倍

4月14日 ジマンダイセン水和剤 ○ 6 600倍 高温時薬害注意

4月21日 ベルクート水和剤 ● ○ 5 1000倍

4月28日 キノンドーフロアブル 3 500倍 アビオンＥ500倍加用

5月6日 ジマンダイセン水和剤 ○ 6 600倍 高温時薬害注意

5月12日 アントラコール顆粒水和剤 ○ 6 500倍

5月19日 セイビアーフロアブル20 ◎ ○ 3 1000倍

5月26日 ベルクート水和剤 ● ○ 5 1000倍

6月2日 ジマンダイセン水和剤 ○ 6 600倍 ランナー切り離し前、高温時薬害注意

6月9日 アントラコール顆粒水和剤 ○ 6 500倍

6月16日 ベルクート水和剤 ● ○ 5 1000倍

6月23日 ゲッター水和剤 ◎ 3 1000倍

6月30日 アントラコール顆粒水和剤 ○ 6 500倍

7月7日 ベルクート水和剤 ● ○ 5 1000倍

7月14日 セイビアーフロアブル20 ◎ ○ 3 1000倍

7月21日 アントラコール顆粒水和剤 ○ 6 500倍

7月28日 ゲッター水和剤 ◎ 3 1000倍

8月4日 ベルクート水和剤 ● ○ 5 1000倍

8月11日 セイビアーフロアブル20 ◎ ○ 3 1000倍

8月18日 アントラコール顆粒水和剤 ○ 6 500倍

8月25日 ベルクート水和剤 ● ○ 5 1000倍

9月1日 ゲッター水和剤 ◎ 3 1000倍

9月8日 セイビアーフロアブル20 ◎ ○ 3 1000倍

◎炭そ病の重点防除剤、　●うどんこ病の同時防除可能な剤、○輪斑病に効果の期待できる剤
◆アントラコール顆粒水和剤の使用時期は定植前日までの使用。
◆ゲッター水和剤の使用時期は収穫開始２１日前までの使用。
◆セイビアーフロアブル20は総使用回数3回まで。育苗期3回使用の場合、
　 本圃（灰色かび病登録）で使用できない。
◆農薬散布回数はランナー切り離し後からカウントされる。散布回数には注意する。
◎株冷時は処理前後に炭そ病防除を行い、適正散布間隔を確保する。
◎株冷入庫中の薬剤は、定植後に利用する。
○梅雨明け後の農薬散布は急激な温度上昇による薬害に注意する。
　（温度上昇前に薬液を乾かすように心がける）

令和５年産　いちご炭疽病（輪斑病）　防除体系（案）

ランナー切り離し後ローテーション
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病葉の除去処分、早期切り離し）を徹底する。

・輪斑病は降雨により分生子が飛散し感染拡大する。降雨が続く場合の予防的な薬剤散布を

重点的に行うことにより親株からの二次伝染を防ぐ。
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アスパラガス（アザミウマ類、褐斑病）の防除体系確立（令和4年度）

１．現地調査による発生消長 ※平年：過去10か年の平均（最高最低を除いたもの）

２．従来の防除体系(改善技術等)
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図 斑点性病害 発生圃場率の推移

0

10

20

30

40

50

5前 6前 7前 8前 9前 10前

R4

R3

平年

図 斑点性病害 発病側枝率の推移

発
病
側
枝
率
（
％
）

令和４年アスパラガス防除暦

月

旬 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

作業
立 茎

耕種的
防除

    

　

茎葉は、ほ場から
離れた所で処分す

備考
【越冬アザミウマ類】
ランネート４５DF　1000倍
１～３L／㎡灌注
収穫３日前まで

基
幹
防
除

8 11

・粘着ｼｰﾄ
の設置

・フェロディンSLの
設置（1.5～2ヵ月間
隔で更新する）

10

・除草

・防草ｼｰﾄ
設置

・残さ徹
底除去
・畝表面
徹底焼却

12 1

　全刈

2 3 9

・粘着ｼｰﾄの設置
・除草：年間を通し
て、適宜、ハウス内
外の除草を行う

側面・妻面開放による換気の徹底
遮光剤・寒冷紗による昇温抑制

4 5 6 7

春芽収穫 夏 芽 収 穫

ダコニール
１０００

１０００倍
＋

コテツ
フロアブル
２０００倍

立茎開始期
ベンレート水和剤

２０００倍
※発生状況によりアザ

ミウマ類の防除を行う。

以下同じ

１

ダコニール

1000

１０００倍
＋

コテツ
フロアブル
２０００倍

梅雨明け前

ファンタジスタ

顆粒水和剤
３０００倍

+

プレオ

フロアブル

１０００倍

８

ダコニール
１０００

１０００倍
＋

デｲアナＳＣ

２５００～
５０００倍

☆重要☆ ～ は必ず行ってください。

高温時薬害注意

混用なしない

アフェット

フロアブル

２０００倍

＋

ハチハチ

フロアブル

１０００倍

９

【コナジラミ類発生時】 （基幹防除掲載以外）
ベストガード水溶剤 1000倍（＋ｱｻﾞﾐｳﾏ類）
スタークル顆粒水和剤 2000倍（＋ｱｻﾞﾐｳﾏ類）

コルト顆粒水和剤 2000倍（＋ネギアザミウマ） など

【ハダニ類 発生時】（基幹防除掲載以外）
ダニサラバフロアブル 1000倍
コロマイト乳剤 1000倍

ロブラール

水和剤

２０００倍
＋

アクタラ
顆粒水溶剤

１０００倍

ダコニール1000

１０００倍

【ﾖﾄｳﾑｼ、ｵｵﾀﾊﾞｺｶﾞ類発生時】（基幹防除掲載以外）
カウンター乳剤 2000倍（＋ｱｻﾞﾐｳﾏ類）
スカウトフロアブル 2000倍（＋ｱｻﾞﾐｳﾏ類）
ノーモルト乳剤 2000倍
アグロスリン乳剤 2000倍（＋ｱｻﾞﾐｳﾏ類）
アクセルフロアブル 1000～2000倍

【アザミウマ類発生時】（基幹防除掲載以外）
アドマイヤー顆粒水和剤 5000倍（＋ｺﾅｼﾞﾗﾐ類）

モベントフロアブル 2000倍（＋ﾊﾀﾞﾆ類、ｺﾅｼﾞﾗﾐ類）

ウララＤＦ 2000倍（＋ｺﾅｼﾞﾗﾐ類）

アディｵﾝ乳剤 2000倍（＋チョウ目）

カスケード乳剤 4000倍（＋チョウ目）

ロブラール水和剤
２０００倍

立茎後期

コサイド3000

２０００倍

＋
モスピラン

顆粒水和剤

４０００倍

３

アミスター20
フロアブル
２０００倍

1４ ６

収穫終了後
10月下旬以降

ベルクート
水和剤

１０００倍

株への散布

トップジンＭ
水和剤
1000倍

１

アミスター20
フロアブル
２０００倍

アフェット
フロアブル

２０００倍
＋

アファーム乳剤
２０００倍

コサイド3000
２０００倍

＋
リーフガード
顆粒水和剤

１５００倍

２

７

チョウ目専用薬剤

プレバソンフロアブル5 2000倍

フェニッ クス顆粒水和剤 2000～4000倍な

５

３

５
４

１ 1２

６

※散布時は必ず展着剤を
使用しましょう。

例 Ｙ－ハッテン 5000倍
スカッシュ 1000～2000倍

但しアミスター20フロアブルは使用し
ない

～ は追加散布事例。１ ６

←高温時薬害注意
混用はしない

・茎枯病発生圃場

は最初に立茎する

親茎が１２～１３cm

に達する頃から①

～⑤等の殺菌剤

を４～５日置きに５

～６回散布する。

1 1

２

ファンタジスタ

顆粒水和剤

３０００倍

+
アーデント

水和剤
１０００倍

１０
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３．薬剤感受性検定・防除技術実証試験等

アザミウマ類

課題名 アスパラガスのアザミウマ類に対する薬剤感受性検定結果

１．実施方法

  （１）実施年月：令和2年8月～11月

  （２）実施方法：マンジャーセル法

     インゲン苗の初生葉を直径約 5cm の円形に切り出し、所定濃度の薬液（展着剤添加）

に約10秒間浸漬した。葉片にアザミウマを12～15頭放飼し、室温約25℃に静置し、処

理後2日後に生存虫数と死亡虫数を調査し、次式により補正死虫率を算出した。

    補正死虫率＝｛（無処理区の生存率－処理区の生存率）/無処理区の生存率｝×100

２．検定結果

３．その他参考

他 県 薬剤 試験 結 果（ 佐 賀県 2020 年 植物 防 疫第 74 巻第 5 号よ り抜 粋）

表　アスパラガスのアザミウマ類に対する薬剤感受性検定結果（補正死虫率） （％）

諫早市 南島原市 長崎市

高来町 深江町 琴海戸根原町

ディアナSC 5 2500倍 8.7 72.2 100

モスピラン顆粒水溶剤 ４A 4000倍 2.6 4.4 96.1

アドマイヤ―顆粒水和剤 ４A 5000倍 13.6 65.2 98.1

コルト顆粒水和剤 ９B 4000倍 7.5 21.3 9.4

ハチハチフロアブル ２１A 1000倍 11.0 39.0 74.6

補正死虫率90％以下はセルを塗りつぶした。

薬　剤　名 希釈倍率

表中の数値はハウス単位で採集したアザミウマ類の結果であり、各地域全体の感受性を
反映したものではない。

I RAC
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４．改良した防除体系（改善技術）（Ｒ５アスパラガス防除暦）

〇主な改良技術

アザミウマ類

・5 月中旬の発生初期の防除薬剤を、薬剤感受性検定結果を参考に効果が安定しないモスピラ

ン顆粒水和剤を外し、他県検定結果から死虫率が高かった薬剤ファインセーブフロアブルに

変更した。

・アザミウマ類の防除薬剤として、ネギアザミウマに加えてミカンキイロアザミウマにも効果

が高い薬剤（ハチハチフロアブル）を5月の追加散布薬剤として追加した。

褐斑病

・茎枯病、斑点病との同時防除で、立茎開始直後から有効薬剤により予防散布を実施し、散布

間隔も４～5日置きから３～4日置きに変更した。また感染前からの予防散布が重要であるこ

とから、４月の薬剤散布は褐斑病を対象とした散布を2回から3回へ変更し、さらに5月に

追加防除薬剤を追加し、初期防除の徹底を図った。



0

5

10

15

20

25

30

35

40

上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

（℃）

（月・旬）

長崎市 気温

平均気温 2022 平均気温 平年

最高気温 2022 最高気温 平年

最低気温 2022 最低気温 平年

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

110

120

130

0

50

100

150

200

250

300

上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

（ｈｒ）（ｍｍ）

（月・旬）

長崎市 降水量と日照時間

降水量 2022
降水量 平年
日照時間 2022
日照時間 平年

令和４年の気象経過（長崎地方気象台）
令和４年 長崎地方気象台・農林技術開発センターの気象表

（長崎地方気象台）

- 158 -



-5

0

5

10

15

20

25

30

35

40

上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

（℃）

（月・旬）

西諌早 気温

平均気温 R4 平均気温 平年

最高気温 R4 最高気温 平年

最低気温 R4 最低気温 平年

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

110

120

130

0

50

100

150

200

250

300

350

400

450

500

550

600

650

700

750

上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

（ｈｒ）（ｍｍ）

（月・旬）

西諌早 降水量と日照時間

降水量 R4 降水量 平年

日照時間 R4 日照時間 平年

（農林技術開発センター）

- 159 -



西諌早・長崎海洋気象台の気象（2022）
年 月 旬 平均気温（℃） 最高気温（℃） 最低気温（℃） 降水量（mm） 日照（時間） 平均湿度（％）

西諫早 長崎 西諫早 長崎 西諫早 長崎 西諫早 長崎 西諫早 ※全天 長崎 西諫早 長崎
本年 平年 本年 平年 本年 平年 本年 平年 本年 平年 本年 平年 本年 平年 本年 平年 本年 平年 本年 平年 本年 前年 本年 平年

2021 1 上旬 5.3 5.8 7.3 7.7 13.3 11.0 12.0 11.2 -0.8 1.1 3.6 4.3 4.0 18.6 9.5 16.8 66.6 33.5 60.4 34.7 76 77 72.0 66.0
中旬 4.6 5.6 5.9 7.2 8.9 10.4 9.5 10.5 0.3 1.0 3.0 4.1 10.0 22.2 10.5 22.4 58.6 31.5 38.5 31.2 65 65 64.0 67.0
下旬 6.7 5.2 8.0 6.8 11.8 10.1 11.5 10.3 2.3 0.5 4.9 3.6 62.0 25.7 62.0 23.9 68.8 37.8 47.0 37.8 68 67 67.0 66.0
月 5.5 5.5 7.1 7.2 11.3 10.5 11.0 10.7 0.6 0.9 3.8 4.0 25.3 22.2 27.3 21.0 158.3 102.8 145.9 103.7 70 70 67.7 66.3

2 上旬 5.0 5.6 6.3 7.1 9.5 10.8 9.5 10.8 0.7 0.6 3.5 3.7 0.0 25.5 0.0 24.6 57.7 17.6 30.2 39.7 64 75 63.0 65.0
中旬 5.7 6.6 6.7 8.1 9.9 11.9 10.3 11.9 1.9 1.5 3.9 4.5 21.0 36.5 19.0 31.6 60.3 44.0 40.9 43.2 65 71 65.0 65.0
下旬 4.8 8.1 6.5 9.4 11.0 13.8 11.1 13.7 -1.3 2.7 2.3 5.7 0.0 31.4 0.0 27.8 70.8 35.2 54.6 39.5 61 59 57.0 65.0
月 5.2 6.8 6.5 8.2 10.1 12.2 10.3 12.1 0.4 1.6 3.2 4.6 7.0 31.1 6.3 28.0 187.6 119.7 125.7 122.4 63 70 61.7 65.0

3 上旬 7.9 8.6 10.0 9.8 14.5 13.9 14.7 13.8 1.8 3.4 6.0 6.2 2.0 36.6 0.5 36.0 82.1 47.8 67.2 48.3 66 78 62.0 66.0
中旬 14.2 10.1 15.0 11.3 20.3 15.8 19.7 15.6 8.6 4.4 11.5 7.4 57.5 49.1 56.0 41.9 73.7 48.0 52.2 53.0 73 68 78.0 65.0
下旬 12.9 11.3 13.8 12.3 18.0 16.7 18.0 16.3 8.1 5.9 10.2 8.7 97.0 52.1 75.5 45.3 67.5 52.7 36.7 58.3 74 68 76.0 66.0
月 11.7 10.0 12.9 11.1 17.6 15.5 17.5 15.2 6.2 4.6 9.2 7.4 52.2 45.9 44.0 41.1 217.0 148.5 156.1 159.6 71 69 72.0 65.7

4 上旬 13.6 13.4 14.2 14.2 20.7 19.2 19.6 18.6 5.6 7.6 9.3 10.3 0.0 60.7 0.0 48.4 102.8 54.6 99.4 57.6 60 63 62.0 66.0
中旬 16.4 14.8 16.4 15.5 23.0 20.6 21.0 19.8 10.9 9.0 12.9 11.7 36.5 59.2 41.0 47.5 79.6 60.1 62.1 60.2 70 67 75.0 68.0
下旬 18.2 16.2 18.6 17.0 23.1 22.1 22.6 21.2 14.0 10.4 15.3 13.2 122.5 65.0 130.5 57.2 64.4 60.0 50.3 60.3 79 75 84.0 68.0
月 16.1 14.8 16.4 15.6 22.3 20.6 21.1 19.9 10.2 9.0 12.5 11.7 53.0 61.6 57.2 51.0 285.6 174.7 211.8 178.1 70 72 73.7 67.3

5 上旬 18.9 18.2 19.1 18.7 25.0 24.0 23.9 22.9 12.7 12.9 15.2 15.1 0.0 74.0 0.0 61.0 101.5 59.8 73.9 59.8 66 60 70.0 72.0
中旬 19.2 19.1 19.4 19.5 24.7 24.9 23.2 23.8 14.6 13.6 16.2 15.9 67.5 67.9 82.5 59.3 74.3 62.2 42.2 62.2 71 68 75.0 71.0
下旬 21.8 20.4 21.3 20.7 28.1 26.3 25.7 24.9 15.9 15.0 17.6 17.2 22.0 49.7 38.5 40.4 102.3 67.6 75.2 67.6 69 65 79.0 72.0
月 20.0 19.2 19.9 19.6 25.9 25.1 24.3 23.9 14.4 13.8 16.3 16.1 29.8 63.9 40.3 53.6 272.4 184.4 191.3 189.6 69 69 74.7 71.7

6 上旬 22.4 21.8 22.2 22.0 28.1 27.5 26.4 26.0 16.6 17.0 18.6 18.8 51.5 55.6 47.0 49.5 98.8 55.0 74.5 55.0 71 73 80.0 75.0
中旬 22.9 22.8 23.0 23.0 26.9 27.6 26.0 26.4 19.3 18.8 20.7 20.2 81.0 130.1 91.0 123.1 79.0 43.9 39.7 43.9 80 71 87.0 80.0
下旬 26.3 23.6 26.6 23.9 30.1 27.7 29.8 26.9 23.3 20.5 24.6 21.6 137.5 187.8 110.5 163.2 83.7 26.8 52.2 26.8 80 74 90.0 84.0
月 23.9 22.7 23.9 23.0 28.4 27.6 27.4 26.4 19.7 18.8 21.3 20.2 90.0 124.5 82.8 111.9 222.3 135.3 166.4 125.7 77 72 85.7 79.7

7 上旬 28.2 25.3 27.6 25.6 33.0 29.3 30.8 28.6 24.2 22.2 25.3 23.4 38.0 189.8 47.5 154.5 94.1 39.3 61.8 39.3 75 82 78.0 83.0
中旬 27.2 26.6 27.5 27.0 31.3 31.2 30.3 30.3 23.8 23.0 25.0 24.5 178.5 96.4 220.5 66.6 65.0 55.6 28.9 55.6 81 81 81.0 80.0
下旬 28.9 27.8 28.4 28.1 33.9 32.8 32.3 31.8 24.1 23.7 25.1 25.4 2.0 91.4 8.0 71.7 110.6 80.4 92.2 80.4 69 80 71.0 77.0
月 28.1 26.6 27.8 26.9 32.7 31.1 31.1 30.2 24.0 23.0 25.1 24.4 72.8 125.9 92.0 97.6 213.1 178.7 182.9 175.3 75 79 76.7 80.0

8 上旬 29.4 28.3 29.3 28.7 33.9 33.5 33.0 32.5 25.5 24.0 26.9 25.9 3.5 52.2 64.5 47.9 108.3 73.6 80.4 73.6 74 67 77.0 75.0
中旬 28.1 27.8 28.6 28.3 32.1 32.9 31.7 31.9 25.0 24.0 25.7 25.6 187.0 96.7 284.0 79.7 73.4 65.1 41.3 65.1 82 74 82.0 76.0
下旬 27.7 26.8 27.9 27.4 33.3 32.0 31.7 31.2 22.8 22.8 25.0 24.6 41.5 108.8 23.0 90.3 99.6 68.2 87.0 68.2 72 86 71.0 76.0
月 28.4 27.6 28.6 28.1 33.1 32.8 32.1 31.9 24.4 23.6 25.9 25.4 77.3 85.9 123.8 72.6 303.4 210.7 208.7 206.9 76 72 76.7 75.7

9 上旬 25.9 25.6 26.3 30.1 31.3 30.9 30.1 30.1 21.4 21.4 23.0 23.4 69.0 70.9 87.5 72.7 71.1 59.8 35.5 59.8 76 79 74.0 76.0
中旬 27.6 24.4 25.2 31.6 32.0 29.8 31.6 29.1 23.6 20.0 24.7 22.1 24.5 58.5 85.5 51.9 78.7 59.0 64.9 59.0 66 67 65.0 72.0
下旬 23.1 22.4 23.4 27.6 28.8 27.8 27.6 27.3 18.3 17.9 20.3 20.3 18.5 55.8 11.0 62.0 75.9 53.4 44.7 53.4 72 76 70.0 71.0
月 25.5 24.1 25.0 29.8 30.7 29.5 29.8 28.8 21.1 19.8 22.7 21.9 37.3 61.7 61.3 62.2 226.9 172.8 145.1 172.2 71 76 69.7 73.0

10 上旬 21.2 20.7 22.1 21.9 26.3 26.5 25.8 26.0 17.0 15.8 19.2 18.5 7.0 31.6 31.5 33.4 74.2 56.9 55.1 56.9 73 74 69.0 69.0
中旬 18.3 18.7 19.4 20.2 24.9 24.9 23.8 24.4 12.3 13.3 15.4 16.6 5.0 29.2 21.0 31.7 79.6 61.8 67.3 61.8 70 70 65.0 66.0
下旬 16.9 16.5 18.3 18.1 23.6 22.5 22.9 22.2 10.9 11.3 14.2 14.6 1.5 40.9 0.0 36.9 91.9 60.2 86.9 60.2 64 76 58.0 67.0
月 18.8 18.6 19.9 20.1 24.9 24.6 24.2 24.2 13.4 13.5 16.3 16.6 4.5 33.9 17.5 34.0 261.0 181.4 209.3 178.9 69 74 64.0 67.3

11 上旬 14.6 14.7 16.4 16.5 23.2 20.9 21.7 20.6 8.3 9.6 12.3 12.9 0.0 38.1 0.0 38.8 82.0 50.6 71.4 50.6 71 73 63.0 69.0
中旬 15.3 12.7 16.7 14.5 21.8 18.4 20.7 18.4 9.7 7.6 13.1 11.0 1.5 36.3 10.0 35.7 60.6 43.6 40.9 43.6 75 71 68.0 68.0
下旬 14.9 10.7 16.4 12.6 21.8 16.7 20.9 16.6 9.3 5.6 12.3 9.0 0.0 29.0 18.0 26.2 63.6 43.0 47.6 43.0 76 75 70.0 69.0
月 14.9 12.7 16.5 14.5 22.3 18.7 21.1 18.5 9.1 7.6 12.6 11.0 0.5 34.5 9.3 33.6 199.7 137.9 159.9 137.2 74 75 67.0 68.7

12 上旬 8.0 8.8 9.8 10.7 14.5 14.5 14.0 14.5 2.3 3.9 6.3 7.2 0.0 35.5 2.0 33.7 60.4 39.4 43.7 39.4 71 72 60.0 68.0
中旬 6.0 7.3 7.6 9.1 10.9 12.4 11.0 12.7 1.9 2.5 4.6 5.8 0.0 19.7 21.5 18.5 48.4 34.4 29.7 34.4 72 73 65.0 66.0
下旬 4.4 6.6 6.0 8.5 9.8 12.1 9.7 12.3 -0.7 1.7 2.4 5.0 0.0 22.8 31.0 22.6 65.3 40.6 38.6 40.6 75 79 67.0 66.0
月 6.1 7.6 7.8 9.4 11.7 13.0 11.6 13.2 1.2 2.7 4.4 6.0 0.0 26.0 18.2 24.9 198.4 119.1 112.0 114.4 73 69 64.0 66.7
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